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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　いまはむかし……


　魔ま法ほうが、科学に駆く逐ちくされつつある時代。


　忌いまわしき魔物達が、歴史の舞ぶ台たいから姿を消そうとしている時代。増ふえ続ける知識の混こん沌とんに埋うもれ、人々の価値観が方向性を失いつつある時代。


　そんな時代に……この物語は始まる。




　第一章　英えい雄ゆうの条じよう件けん







　ここに……一つの洞どう窟くつがある。


　晩夏の強きよう烈れつな日差しすら、ほんのわずかにしか漏もれ落ちてこない、鬱うつ蒼そうたる森の奥である。苔こけむした斜しや面めんに開かれた、黒く大きな穴は、異世界への入り口のようにも見えた。


　時の止まったかの様ような場所である。


　ただ緩ゆるやかに流れる風だけが、過ぎ行く時間の存在を証明していた。他ほかに動くものは見当たらない。森の至るところで見受けられる様さま々ざまな動物達の姿も、ここに限っては全く見受けられないのだ。虫の類たぐいですらも。


　ただ一つの例外が……洞窟の中に居きよを構える、一いつ匹ぴきの巨きよ大だいな獣けものであった。


　いや。果たしてそれを、獣と呼んでよいものかどうか。


　洞窟の奥に棲すむのは、獣などという凡ぼん庸ような言葉でくくりきれる存在ではない。


　刀とう剣けんを弾はじく鱗うろこ、火か炎えんを吐はく口、天空を舞まう翼つばさ、雷らい雲うんを呼ぶ角……いずれも単なる獣風ふ情ぜいが備え得るものではない。大きさにして樹じゆ齢れい数百年の巨木にも匹ひつ敵てきするその体たい軀くに秘められた、強大な……あまりに強大なその諸もろ々もろの力は、生物と呼ぶ事すら躊躇ためらわれる程であった。


　獣を超ちよう越えつした獣。魔ま獣じゆう。


　地上最強の魔獣として君くん臨りんする、恐おそるべき種族の一匹がここには棲んでいるのだ。


　故に、森の生きもの達は決して、この洞窟に寄り付こうとはしない。生命の匂においが溢あふれ、雑然とした気配に満ちる夏の森の中で、ここだけは凍こおり付いた様な寂せき蓼りようさに沈しずんでいる。


　本能が告げるのだ……王の寝しん所じよに近付くべからず。その平へい穏おんを乱さば、逃のがれ様のない死を賜たまわる、と。


　だが……


　洞窟の奥で空気が動いた。


　眠ねむれる魔獣が起きたのであろう。たとえ眠っていようとも、その鋭えい敏びん無む比ひな感覚は侵しん入にゆう者しやの気配を確実に察知する。あらゆる点で他の生物を凌りよう駕がするその能力は、まさに獣王たる権威の証あかしといえた。


　闇やみの中に二つの赤い光が灯ともる。


　鮮せん烈れつな血色の眼が、洞窟の入り口へ……薄闇を切り抜ぬく、白い光へと向けられる。


　光の中には小さな影かげがあった。


　人間である。


　本能の警告を無視して、魔ま獣じゆうの王に挑いどもうなどと考える愚おろかな生物は、彼等以外に存在しない。


「……魔ま竜りゆうスピノザ！」


　凜りんとした声が静せい寂じやくを砕くだき散らす。


　逆光の中に立つ人ひと影かげの輪りん郭かくに、鋭するどい一線が加わった。いびつに引き伸ばされた十字型の影は……剣けんのそれであろう。


「お前を、倒たおすっ！」


　宣言と同時に、細い人影は地を蹴けった。


　走りながら剣を頭上に振ふり上げる。剣に埋うめ込まれた蒼あおい宝玉が、洞どう窟くつ内のわずかな光を跳はね返して、冷たい色彩を放つ。


　竜は動かない。


　そもそも、単なる剣一振りを携たずさえただけの人間ごときに、倒し得る存在ではないのだ。警けい戒かいの必要すらない。


　それが……ただの剣であれば。


「覚かく悟ごっ！」
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　人影の叫さけびが薄うす闇やみを震ふるわす。


　愚ぐ劣れつさか、無む謀ぼうさか、それとも狂きよう気きのなせる技わざなのか……人影は明確な自信を込こめた走りで、竜との間合いを一気に詰つめる。絶対死の奈な落らくへと走り込みつつあると、理解する知ち恵えすらもないのか、それとも……


「やあああああっ！」


　人影は大きく身を反そらし、剣を限界まで振り上げる。たわめにたわめられた力が微かすかな震えとなって必殺の一いつ瞬しゆんに収しゆう束そくする。


　奇き跡せきの様に、きらめく刃やいば。


　そして。


　……べしゃ。


　そして次の瞬間……人影は足下の石に蹴つまずいて、見事にすっ転んでいた。








「まったくもー……」


　ぶつぶつと呟つぶやきながら魔獣は……スピノザと呼ばれた紅あかい眼の黒こく魔ま竜りゆうは、小さな侵しん入にゆう者しやを大きな爪つめで、器用につまみ上げる。


　侵入者は気絶していた。


　運悪く、転んだ拍ひよう子しにどこかで頭を打ったらしい。柔やわらかく長い金きん髪ぱつに包まれた頭に、ぷくっと、たんこぶができている。


　薄暗く、しかも岩だの石だのがごろごろしている洞窟で、安あん易いに走ったりするからである。当然といえばあまりに当然、自業自得の結果であった。


「気分よく寝ねてたとゆーのに……」


　スピノザは自分の寝ね床どこに、そっと侵入者を横たえた。


　寝床には大量の干し草が、驚おどろく程の丁てい寧ねいさでもって敷しいてあった。毛布とまではゆかなくとも、岩いわ肌はだそのままよりは幾いく分ぶんましな寝心ごこ地ちを提供してくれる、という寸法である。地上最強であろうが、刀とう剣けんをも跳はね返す皮ひ膚ふと鱗うろこを持っていようが、竜りゆうとて、別に固い地面で寝るのが好きなわけではない。


「しかし……」


　侵入者を改めて眺ながめながらスピノザは溜ため息をついた。鎧よろいにも等しい黒皮と鱗に覆おおわれた顔面は、表情に乏とぼしいが……口調からすると呆あきれているらしい。


「今時、竜退たい治じなんて珍めずらしいと思ったら」


　侵入者は、女の子であった。


　十代の半ばに達しているか、いないか……まだそんな年とし頃ごろの少女である。可か憐れんな顔立ちには、多分に幼おさなさが濃こい。


　艶つややかな金きん髪ぱつがかかる額には、勇ましく蒼あおいバンダナをきりりと巻いていたりするが、あまり似に合あっていない。小こ柄がらな身に帯びた硬こう革かく製せいの簡易防具一式は、尚なお更さらである。


　剣けんなど振ふり回すよりも、野原で季節の花を摘つんでいる方が似合うだろう……そんなことを考えながらスピノザは洞どう窟くつ奥おくの湧わき水で予備の干し草を湿しめらせた。


　軽く絞しぼって余分な水気をきると、丁てい寧ねいに少女の額に載のせる。このスピノザ、熊くまの首でもつまんでねじ切れそうな、凶きよう悪あくな形の手をしている癖くせに、やる事は妙みように細かい。


　冷たさが効きいたか……低く呻うめいて少女が身じろぎする。


　次の瞬しゆん間かん。


　少女は、額の干し草を跳ね飛ばす勢いで飛び起きた。


「あ、意外に頑がん丈じよう」


　スピノザがぽつりと呟つぶやく。


「だあああああっ！」


　かけ声と共に、揃そろえた両手が空をきる。都合の悪い事は忘れがちなのが、人間の常だが……どうやら少女の頭の中は、転ぶ前の瞬間とつながっているらしい。


「って……あら？」


　少女はからっぽの自分の両手に視線を落とした。


　洞窟に重い沈ちん黙もくが横たわる。


　頭上背後より落ちかかる、圧力さえ伴ともなうかの様ような巨きよ大だいな影かげの中、ぴくぴくとひきつる頰ほおを両手で無理矢理押おさえ……そして、たっぷりと時間をかけて少女は振り返った。


　空の様に蒼い瞳ひとみ。


　血の様に紅あかい瞳。


　二組の眼が互たがいを見つめ……


「さ……さすがねっ！」


　言葉とは裏腹にあたふたと身構えながら、いきなり少女は決め付けた。


「なかなか鋭するどい攻こう撃げきだったわ！」


「いや……あのね？」


「瘦やせても枯かれても魔ま獣じゆうの王、天に、地に、最強無む双そうと謳うたわれるだけの事はあると、認めましょうっ！」


　少女は右手の人差し指をスピノザに突つき付けながら叫さけんだ。不敗の決意をにじませた凜りん然ぜんたる口調が勇ましい。地面に座すわり込んだままでなければ、もう少し格好がついたろう。


　どうやら腰こしが抜ぬけているらしい。


「しかーし！」


　少女はひきつった表情のまま、声だけはやたら威い勢せいよく叫んだ。


　すぐに激げつ昂こうして引っ込みがつかなくなる類たぐいの性格……いわゆる直情径行型らしい。要するに自じ滅めつし易やすい人種、という事である。


「あの……もしもし？」


「私とて偉い大だいなる勇者の代理人っ！　たとえこの身が砕くだけようとも、敗北するわけにはいかないのよっ！」


　口上をまくしたてながらも、必死に傍かたわらをまさぐる左手の指先が、側そばに転がっていた剣けんに触ふれる。慌あわてて引き寄せて両手で握にぎり締しめ、少女は切っ先を黒い魔ま竜りゆうの鼻先に突つき付けた。


　ぼそっとスピノザが言う。


「左右、手が逆」


「あっ……」


　慌てて剣を持ち直す少女。


「ちょ、ちょっと間ま違ちがえただけよ！」


　少女は頰ほおを赤らめて言った。


　もっとも……正しく持ち直したところであまり意味はない。少女の場合、構えが隙すきだらけ、というより、隙でない部分を探す方が難むずかしい。


　少女は、かくかくと笑いそうになる膝ひざを何とか伸のばして、立ち上がった。女の子としては立派な根こん性じようといえよう。代わりに剣の先が大きく揺ゆれているのは仕方あるまい。


「どうでもいいけどさ」


　スピノザは横目で面めん倒どう臭くさそうに少女を眺ながめながら言う。


「何なんだよ……その『勇者の代理人』ってのは？」


「いや……その……」


　いきなり少女の口調が勢いを失う。


「本当はこの破は竜りゆう剣けん、お兄ちゃんが授かったものなんだけど……」


「ものなんだけど？」


　先を促うながすスピノザ。上うわ目め遣づかいに竜を見上げながら少女は気まずそうに続けた。


「風か邪ぜひいて、寝ね込こんでるから」


「この暖かい時期に？」


　軟なん弱じやくな勇者もいたものである。


「だって、のぞくんだもん」


「……はぁ？」


　脈みやく絡らく不明の言葉にスピノザが間まの抜ぬけた声を上げる。少女はもじもじと身を震ふるわせながら続けた。


「お風ふ呂ろ入ってたら、のぞくんだもん」


「えーと……その、君のお兄ちゃんが、君の入浴現場をのぞいてた……と？」


「うん……」


　少女はほんの少し頰を赤らめて、恥はずかしそうに言った。自じ称しよう・勇者の代理人も、こういう仕し草ぐさだけ見ていると平へい凡ぼんな女の子にしか見えない。


「あの、その、だから……私、びっくりして水を……」


「たっぷりぶっかけて風邪をひかせた、と」


「……ついでにひっぱたいて、蹴けり入れて、お返しに裸はだかにひんむいて、縛しばり上げて、庭の木に吊つり下げたの」


「おい……」


　自業自得とはいえ……因いん果が応おう報ほうもそこまで食うと割に合うまい。スピノザは名も知らない少女の兄に思わず同情を覚えた。


「それは『ついで』というにはあまりの仕打ち……」


「だって、だって！」


　憤ふん然ぜんと少女は反論した。


「蹴りの二、三発、入れた位じゃ、うちのお兄ちゃんは懲こりないんだもん！」


「……そうなの？」


「そうよ！」


　少女は力ちから一いつ杯ぱい断言した。どうやら既に経験済みらしい。それで懲りない兄も兄だが、更さらにお仕置きを強化する妹も妹である。


「何だかなー……」


「な……何よっ！」


　少女は剣を振り回して喚わめいた。あまり触ふれられたくない話題なのだろう。


「と、とにかく、お兄ちゃんが熱出して動けないから、妹の私が、その崇すう高こうなる使命を引き継ついだのよ！」


「引き継がなくていいのに……」


　迷めい惑わくそうにスピノザがつぶやく。


「世のため、人のため、愛のため、正義のため、自由のため、平和のため、私達兄妹の名誉のため、それからえーと……とにかく、その他諸もろ々もろのため、今こそお前を倒たおす！」


　はーっ、はーっ。


　肩で息をしながら少女は剣を構える。


「いざ尋じん常じように、勝負！」


「それじゃ、ま」


　ぺし。


　スピノザはおもむろに伸ばした右手の指先で、少女のたんこぶを軽く弾はじいた。


「うにゅううっ……！」


「ふ……勝った」


　痛みを堪たえて頭を抱かかえる少女の隣となりで、スピノザはやたらと遠い眼をしながら……といっても、すぐ眼の前に洞どう窟くつの壁かべがあったりするのだが……言った。


「だが戦いはいつも空むなしい」


「こ……このっ……」


　ついでに拳こぶしも固く握にぎり締しめ、感かん慨がい深ぶかげに竜りゆうは呟つぶやいた。


「今回なんかは特に……」


「ぃやかましいいいいいーっ！」


　目め尻じりに涙を溜ためて少女がわめく。


「この卑ひ怯きよう者ものっ！」


「卑怯って言われてもなぁ……」


「いきなり竜がデコピンしてくるなんて、普ふ通つう、思わないわよっ！　卑怯よ、卑ひ劣れつよ、反則よっ！　天が、地が、人が認めても、私は認めないわっ！」


　認めなければどうするのかという疑問は残るが、少女は断言した。


「魔ま獣じゆうの王なら王らしく、もっと派手に戦うのが竜の心意気ってもんでしょうが！」


「じゃあここは一発、〈炎ほのおの吐と息いき〉でも」


「う……」


　少女は言葉に詰つまる。


　比ひ較かく的広いとはいっても……洞窟の内で炎など噴ふかれれば逃にげ場がない。少女など一いつ瞬しゆんでこんがり焼き上がってしまうだろう。


「熱いのは、ちょっと……」


「そう？」


　スピノザは首を傾かしげて言う。


「じゃあ〈雷かみなりの乱らん舞ぶ〉はどうかな？」


「……それもちょっと……」


「ご希望通り、派手だよ？」


「べ、別にそこまで派手にしてもらわなくても……ね？」


「わがままだなぁ」


　スピノザは溜め息をついた。


「じゃあ仕方ないね……生なまでいこうか」


「……生？」


「そう、生」


　スピノザは巨大な牙きばの生えた口を歪ゆがめて少女を見つめた。ついでに長い舌をちょろりと出して鼻先をなめる。


「えーと…」


　少女は顔を引き攣つらせた。


　救いを求める様に左右を見回し、そして恐おそる恐る自分を指差してみる。スピノザがうなずくのを見て、一筋、二筋と少女の額を冷や汗の雫しずくが滑すべり落ちた。


「素材の風味を、生のまま楽しむっていうのも、たまにはいいよね」


「……あ、あは、あは、あはは……」


　少女は洞窟の岩いわ床どこにぺたんと尻しり餅もちをついて無意味に笑う。


「幸い、活いきは良さそうだし」


「あの、その、ええと、ええと、私、ここ一週間程、お風ふ呂ろ、入ってなくて……えへへ」


「いかんなー……若い娘が」


　調子を合わせるスピノザ。


　だが狼おおかみよりも鋭するどい竜りゆうの嗅きゆう覚かくは、少女の体からだに纏まとわり付く石せつ鹼けんの真新しい匂においを、ちゃんと嗅かぎとっている。


「そう、そうなのよ！　全くもって、遺い憾かんに存じますなのよ、うん！……だからちょっと、家に帰ってお風呂に入って来ようかなー、なんて……ほら、臭におうと、風味が台無しになるでしょ？　ママがね、料理の材料は新しん鮮せんなものに限るって……いや、だから」


「うん、そーだね」


　半ば錯さく乱らんして、何だかわけの分からない事を口走る少女に、スピノザは大きくうなずいて見せる。


「でも大だい丈じよう夫ぶ」


　スピノザは長い首をのばして少女に顔を突つき合わせた。ちょうど、彼の息が少女の鼻先にかかるか、かからないかといった、微び妙みような位置である。


「僕は美食家じゃないから気にしないよ」


「いやあああああああああああああっ！」


　じたばたと両手両足を振ふり回しながら少女は後じさった。再び抜ぬけそうになる腰こしをなんとか堪たえ、洞どう窟くつの壁かべに背中を添そわせて立ち上がる。


　しかし……


　ずるずるずるずるずる。


　……遅おそい。


　一応は洞窟の出口に向かって動いてはいるが……逃にげているというより、背中で岩がん壁ぺきを拭ふき掃そう除じしている様にしか見えない。


　蛇へびににらまれた蛙かえるの状態である。


　ずるずる。ずず。ずるる。ず……べちゃ。


「……あ」


　こけた。


　じたばたと手足を振り回し、何とか起き上がる。その動作がなんともまた、鈍にぶく、どんくさい。スピノザにその気があれば、少女はもう百回は死んでいるだろう。


「……ふむ」


　スピノザは気を利きかして背中を向けた。


　洞窟奥の湧わき水で喉のどを湿しめし、寝ね床どこの干し草を新しいものに敷しき変えてから、そろそろいいだろうと振り返る。


「…………」


　スピノザの視線の先……先程とあまり変わらない位置には、まだ、のろのろと壁の拭き掃除を続行する小こ柄がらな姿があった。


　表情からすれば……どうやら本人は全力で遁とん走そうしているつもりらしい。


　ずる。ずず。ずるずる。ずる。


　少女の歩みは感動的なまでに遅い。


「だあああっ、もう！」


　苛いら立だちを煮に詰つまらせた声をもらすと、スピノザは面めん倒どう臭くさそうに翼つばさを一ひと振ふりした。


　狭せまい洞窟の中で搔かき回された空気は、強い風となって出口へ殺さつ到とうする。


「うきょおおおっ？」


　素すっ頓とん狂きような声と共に、少女の小柄な体は突とつ風ぷうに転がされ……七回転半程してから、ころん、と洞窟の出口に到達する。最初のたんこぶに加えて、幾いくつかの小さなたんこぶが金色の頭に追加されたのはいうまでもない。


「うにゅううううううっ」


　しばらく洞窟の入り口にしゃがんで苦痛を嚙かみ締しめる。何とか我が慢まんを押おし通し、少女は立ち上がって洞窟の内を振り返った。


　涙を溜ためた空色の瞳ひとみがスピノザをにらむ。


　のんびりと見返すスピノザ。


「くっ……」


　悔くやしげな声を残し、次の瞬しゆん間かん、少女は身を翻ひるがえして走り去った。


　もうこれに懲こりて来ないだろう。


　小さくなってゆく少女の背中を眺ながめながらスピノザはそう思った。


　それがとんでもなく甘あまい考えであった事を彼は後日、思い知らされる事になる。








　何ど処こかで何かが狂くるい始めていた。


　誰だれに知られる事もなく。


　少しずつ。だが……確実に。


　そうだ。


　必ず秩ちつ序じよは破は綻たんする。あらゆる生が、いつか死に還かえる様に。堅けん牢ろうな記念碑ひとていつか風に洗われ、砂となって消え去る様に。時間という猛もう毒どくの前では、あらゆるものが無意味に帰する。混こん沌とんに堕だする。如い何かに完かん璧ペきたるべき秩序とて破は綻たんの宿命からは逃のがれられない。


　それが絶対の定めだ。


　例外は無い。


　未来永えい劫ごう。永遠不変。所しよ詮せんは見果てぬ夢ゆめか。


　そして。


　無限に近い時間の果てに、人知れず、それはゆっくりと破綻しつつあった。








　謁えつ見けんの間ま。


　彼はこの広大な空間が嫌きらいだった。


　ただ主あるじの権勢を誇こ示じするためだけに確保される、必要以上の奥おく行ゆきと天てん井じようの高さ。それを贅ぜい沢たくと呼ぶ者も多いが、彼にしてみればただ無意味な空くう虚きよが横たわっているだけだ。


　まして……部屋というものはその大小に関かかわらず主の匂においを帯びる。永らく使い続けた者の影かげをそこかしこに刻きざむ。他ほかの者にとっては、殆ほとんど意識する事もない程の希き薄はくさかもしれないが、彼にしてみれば、此こ処こにはまだ彼の父や兄の気配が濃のう厚こうに残っていた。


　彼の……憎にくんだ者達の痕こん跡せきが。


　もっとも、その父や兄も既すでに亡なく、今や彼自身がこの広大な空間の主となっている。それだけではない。かつては父や兄には媚こびへつらい、その一方で彼を軽んじてきた連中も、彼の前に卑ひ屈くつな眼まな差ざしを浮うかべて膝ひざを着く様になった。


　今、彼の眼前に控ひかえる一人の軍人の様に。


　当然だ。今の彼は皇こう帝ていなのだから。


「イドラ少佐」


　彼はその軍人の名を呼んだ。


「は……」


　黒くろ髪かみを短く刈かり込んだ頭が下がる。


　異様に太った男だった。歩くより転がった方が早いかもしれない。曲線ばかりで構成されたその輪りん郭かくは喜き劇げき的ですらあった。


　上うわ目め遣づかいに彼を見つめる細い眼。


　太った人間にはよく独特の愛あい嬌きようが有るものだが、この男には無い。全く無い。いつも、あざ笑うべき他人の失敗を期待し、待ち構えているかの様な……妙みように尊大で、その癖くせ、卑いやしい目つきをしていた。


　ヨシュア・イドラ・イーストフィールド。


　噂うわさ通りの男である。


　人間の価値は血統ではないという好例だ。イーストフィールド家は代々貴族としても軍人としても名の通った名門である。


「申し分ないな」


「……は？」


　彼の呟つぶやきにイドラ少佐は眉まゆを顰しかめる。だが彼はその疑問に答える事はなく、代わりに改めて言った。


「貴様に新設の特とく殊しゆ先せん遣けん師し団だんを任まかせる」


「特殊先遣……師団？」


　肉のたるんだ顔に困こん惑わくの色が過よぎる。


　急な話だ。しかも、異例といって良いだろう。イドラ少佐は特に武ぶ勲くんを立てたわけではないし、むしろ悪評ばかりが目立つ。


　特に、三年前の〈楔くさび〉謀反むほん事件では無関係の市民にも多数の死傷者を出したとして、各方面から非難を浴びていた。作戦目的そのもの……脱だつ走そう兵へい二十名の粛しゆく清せい……には成功したからよい様なものの、そうでなければイーストフィールド家の威い光こうでも庇かばいきれなかったろう。


「そうだ」


　皇帝は少佐の反応を値ね踏ぶみする様に見つめながら頷うなずいた。


「まだ実験運用的な意味合いが強いが、その働き如何いかんによっては、これまでの戦術論を大きく変える可能性を秘めている……部隊構成や運用方法の大おお枠わくは既すでに決定しているが、細かな人員、装そう備びの選定は貴様の裁さい量りように任まかせる……」


　一いつ瞬しゆんの間。


　聴く者への効果を十分に計算して、意図的に置かれた短い沈ちん黙もくの後、皇帝は嚙かみ含ふくめる様に言った。


「使いこなして見せよ……イドラ大佐」


「は……」


　少佐の細い眼が喜色を帯びる。


「ははっ！」


　床ゆかに額を激げき突とつさせる程の勢いで頭を垂れた少佐……いや大佐を見つめながら、皇帝は薄うすく笑った。


　馬鹿は扱あつかい易やすい。


　特に大した力もない癖くせに自尊心だけが高い馬鹿は、少し分ぶん不相応な餌えさをちらつかせただけで、本当によく踊おどってくれる。


　裏付けのない矜きよう持じを護まもるため、こういった人間は決して自分の間ま違ちがいを認めない。常識と自分の考えが拮きつ抗こうすると、何の躊ちゆう躇ちよもなく自分の方が正しいと判断する。あっさりと常識を切り捨てる。


　そうだ。


　そうでなくては困る。常識などというものを引きずっていては、彼の望む通りに踊る事は出来ない。


　イドラ大佐は彼の復ふく讐しゆうの良い手て駒ごまとして働いてくれるだろう。


　深く静かに皇帝は笑い続けた。








「魔ま竜りゆうスピノザ！　今度こそ覚かく悟ご！」


　前回にもまして、滅めつ多たやたらと元気な声がスピノザの洞どう窟くつに叩たたき込まれたのは、それから七日後の事であった。


　たんこぶもすっかり全快した少女は、今度は硬革製の帽ぼう子し……というか、出来損ないの兜かぶとみたいなものを被かぶっている。よくよく懲こりたらしい。


　もっとも竜退たい治じそのものにはちっとも懲りた様子はなかったが。


「先日は不覚をとったけれど……あれ？」


　返事がない。


　隠かくれているのかとも思ったが、人間の数倍に達する巨きよ体たいが、丸ごと隠れられる場所などない。洞窟の中は空からっぽであった。


「むう……どこへ逃にげた？」


「君の後ろ」


「うわきょおおおおおっ？」


　頭上背後からの声を浴びて少女は力ちから一いつ杯ぱいに驚きよう愕がくした。


　慌あわてて振ふり返りながら、背中の剣けんに手をかける小さな敵を、竜は……ささやかな趣しゆ味みの時間を終えて帰ってきたスピノザは、冷ややかな眼まな差ざしで見つめた。


「懲りてなかったのか……」


「気配を消して背後をとったのね……敵ながら見事、と言っておくわ」


　妙みように威い張ばり散らした口調で少女が言う。


「別に気配なんか消してないけどな……相当鈍にぶいよ、君」


「うるさいわね」


　何やら、右手を首の後ろ辺あたりにやって、ぴょんぴょん跳はねる様な動作をしながら少女は言う。


　どうやら抜ばつ剣けんしようとしているらしいのだが……右手はちゃんと剣の柄つかを握にぎっているものの、剣身が長すぎて抜ぬけないらしく、空むなしく半分だけ出したり入れたりを繰くり返している。


「よっ……はっ……この……」


「どれ」


　ひょいと爪つめの先で少女の剣を抜いて手渡してやる。


「あ、ありがと」


　思わず礼を言う少女。


「どういたしまして」


「……じゃなくて！」


　我に返った少女は、足を踏ふみ鳴らして喚わめいた。


「魔ま竜りゆうスピノザ、今日こそ覚かく悟ご……って、何を抱かかえてるのよ？」


　少女の視線は、スピノザの両腕うでと胸の間に抱えられた緑の塊かたまりに注そそがれていた。


　およそ竜が抱えるのに似つかわしくないものに。


「収しゆう穫かくだよ」


「へ？」


「僕は園芸が趣味でねぇ……」


　かくん、と馬ば鹿かみたいに顎あごを落っことしたまま凍こおり付く少女を前に、地上最強の魔獣はうっとりとした口調で説明した。


「野菜と、それから主にお茶の葉を作ってるんだけどね……改良を重ねて、こう、口に含ふくんだ瞬しゆん間かんに、ふくよかに香かおる、微び妙みような味わいを追求してるのさ……」


　妙に熱のこもった……というより熱に浮うかされた様な口調でスピノザは続ける。


「そもそもお茶というものは、究極の嗜し好こう品ひんだと僕は考えているんだ……お茶葉の処理の仕方や、淹いれる時の湯の温度なんかはいうに及およばす、器の形状と薫かおり、そして作法の組み合わせによって変わる、趣おもむきの妙みようなんかは、もう、考えただけで……くううっ、燃える！」


　少女は呆ぼう然ぜんと眼前の竜を眺ながめた。


　お茶を栽さい培ばいするドラゴン。


　お茶を淹れるドラゴン。


　お茶を昼下がりに満まん喫きつするドラゴン。


　……おお、神よ！


「むう……」


　眉み間けんにしわを寄せて少女がうめく。


　掌を額に当てて、やり場のない怒いかりに苦く悶もんする事しばし……ドラゴンという単語に対して抱いだいていた、幻げん想そうの破片を拾い集めるのを諦あきらめ、少女はスピノザの鼻面に人差し指を突つき付けて断じた。


「……爺じじむさいわね」


「大きなお世話」


　スピノザは素そつ気けなく言うと、少女の存在を無視する様に軽くまたいで、洞どう窟くつに入った。


　二、三歩進み、ふと思い出した様に立ち止まる。長い首だけをねじ曲げて振ふり返ると、洞窟の入り口に立ち尽くしたまま、少女はふて腐くされていた。


　……こん。


　小石を蹴ける仕し草ぐさが妙に侘わびしかったりする。


　スピノザは小さく溜ため息をついた。


「立ち話もなんだから、中で僕の自じ慢まんのお茶を御ご馳ち走そうしよう」


「……ううっ」


　少女は複雑そうな表情で呻うめいた。


　まあ、散々、倒たおすの何のと意気込んできた相手にお茶を誘さそわれれば、確かに哀かなしくなるかもしれない。十代の女の子にだって、当然ながら面子めんつとか意地というものがある。


「ど……毒でも入ってるんでしょ！」


「そんな事はしないよ」


　当然ながら警けい戒かい心満まん載さいで言う少女に、牙だらけの口を少し歪ゆがめて、スピノザが言う。それが微笑ほほえみだと少女が気付いたのは、随ずい分ぶんと後になってからのことである。


「毒なんかもったら、後で食べられないじゃないか」


「…………」


「冗じよう談だんだよ」


　思わず卒そつ倒とうしかける少女に、スピノザは呑のん気きな口調で言った。








　少女の名前はエチカといった。


　エチカ・ライプニッツ。


　近くの街まち……スピノザの洞どう窟くつから歩いても半日で往復できる街に住んでいるという。


「ああ……バートランドの街だね」


　巨きよ大だいな陶とう器きのポットを使って香こう茶ちやを淹れながらスピノザは言った。


「空から何度か見下ろした事があるよ」


「あ、そう」


　どうでもいい様な表情でエチカが相あい槌づちをうつ。妙に疲つかれ果てた様子であった。


「えーと……これも大きすぎるな」


　幾いくつかのカップを物色しながらスピノザは長い首をかしげた。食器棚……岩がん壁ぺきを抉えぐって造ったらしい長方形の窪くぼみ……には、大小様々な器うつわが並ならんでいるが、そもそもスピノザ用なのだから、エチカには大き過ぎて当然だ。


「……仕方ないな」


　つぶやきながらスピノザは棚の奥おくに手を突つっ込むと、何やら茶色の塊かたまりを取り出した。


　粘ねん土どである。


「まさか……」


　エチカが眉まゆをひそめて見守る前で、スピノザはちょいちょいと爪つめを動かす。意外な器用さで形を整ととのえ、何度か回して造形を確認、洞窟の床に置き、そしておもむろに……


　閃せん光こう。


　洞窟の中の明暗が一いつ瞬しゆん、逆転した。


「うわちゃちゃちゃちゃーっ！」


「あ、ごめん」


　熱風をもろに食らって走り回るエチカに、スピノザが詫わびる。その手の上には、ほかほかと余熱の揺ゆらめきを漂ただよわせる即そく席せきのカップが載のっていた。


　要するに素焼き……なのだが、表面は完全に溶とけてガラス状になっている。スピノザが吐はいたのはごく細い炎ほのおであったが、鉱物をも瞬時に溶かすだけの、膨ぼう大だいな火力が収しゆう束そくされたものだったらしい。


　恐おそらく、他の食器もそうやって造ったのであろう。


　とんでもない生物であった。


「うーん、上出来」


「陶とう芸げいするドラゴン……」


　悪あく夢むを見た様な口調でエチカがつぶやく。


「……もー何を見ても驚おどろかないわよ、私……修道院のセイラさんが梅ばい毒どくでも、エイドスさん家ちの犬を孕はらましたのが四丁目のディックでも、私の下着盗んだのがお兄ちゃん……でも別に元から驚かないけど、とにかく、絶対、驚かないんだから、えー驚きませんとも、驚いてなんかやるもんですか」
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「お茶、入ったよ」


　ぶつぶつと岩がん壁ペきに向かって誓ちかいをたてるエチカの後頭部にスピノザの声が当たる。


「人はこうして現実を見つめ、大人おとなになるのね、そうなのね、また一つ賢かしこくなってしまったわ」


　何かを悟さとりきった様な表情でエチカは呟つぶやき、勝手に自己完結した。どうやらスピノザの行こう為いは少女の精神的成長に役立ったらしい。ちょっと斜ななめに歪ゆがんでいたかもしれないが。


「あのー……お茶……入ったんですけど」


「いただくわ」


　心持ち怯おびえた様な声をかけるスピノザを、完全に開き直った様子でエチカは振ふり返る。


「ふ……これからの私は一味違ちがうわよ」


「何がどー違うのか知らないけども」


　カップを手渡しながらスピノザは少女の横に置かれている剣けん……破は竜りゆう剣けんに紅あかい目を向けた。


「そもそも、どうして今いま更さら、竜りゆう退たい治じなんてする気になったの？」


　のんびりしたスピノザの声に潜ひそむ自じ嘲ちようめいた響ひびきに……少女が気付いたかどうか。


「今時、竜を倒たおしたって、威い張ばれないと思うけどな」


　竜殺し。


　それは古来より英雄伝の基本形ともいうべき偉い業ぎようであった。


　そも英雄とは人間の身でありながら人間を越こえた存在でなければならない。凡ぼん人じんに成し得ぬ行為を……人間には本来、不可能な行為を成し遂とげてこそ、人は英雄となる。


　例えば……竜を倒す事を。


　人間よりも、いや、この世に存在するありとあらゆる生物よりも、桁けた違ちがいに強い力を持ち、火か炎えんと雷らい霆ていを統すべ、大空を舞まい、しかも人間に匹ひつ敵てきする知ち恵えをも備えた魔ま獣じゆうの王。


　だが、この王は暴君であった。


　異常ともいうべき残ざん忍にんさで、竜達は人間と敵対した。絶対的な神にも等しいその力を背に、ある時は気き紛まぐれに田畑を焼き払い、ある時は乙おと女めの生いけ贅にえを要求し、そしてまたある時は電光を振るって街まち一つを廃はい墟きよと変えた。


　泣き、笑い、怒り……人々の、ささやかな日々の営みも、荒あらぶる神の前では、無意味に潰ついえるしかなかった。もし竜の個体数が一桁多ければ、この地上から人間という種族は永遠に消しよう滅めつしていたろう。


　人間の天敵。


　絶対の邪じや悪あく。


　かつて竜という存在を語る時……人は必ずそういった言葉を添そえたものだ。


　しかし。


　千年を生きるとも言われる竜とても、生物である以上は死と無む縁えんではない。人の手により彼等に死をもたらす事も……限りなく不可能に近いが……しかし不可能ではない。


　人と竜との歴史が始まって以来、何千人という戦士達が竜に挑いどみ、そして無残な屍しかばねを野にさらした。


　わずかな……数える程の例外を残して。


　あるいはそれを奇き跡せきと呼んでも異を唱となえる者はいまい。


　奇跡をその身で顕あらわす者。


　絶望の砂さ漠ばくに希望の砂すな粒つぶを拾う者。


　その者を人々は英雄と呼ぶ。


　いや……呼んだのだ。かつては。


「最近じゃ、竜なんてロケット砲ほう一発で倒たおせるからねぇ」


　スピノザはしみじみと言った。


　そう。


『竜殺し』が英雄の別名とされていた時代は既すでに終わっていた。


　ここ百年程の、人間達の科学技術は恐おそろしい程の勢いで進歩していたのだ。


　夜の闇やみを払はらう灯とう火かは、獣じゆう油ゆの炎ほのおから電気の光へ塗ぬり替かえられて行き、牛や馬に牽ひかれていた車は、鋼こう鉄てつの心臓を得て自ら走り始めた。


　狩人かりゆうど達の手には、次第に弓矢より銃じゆう器きが目立ち始め、熟じゆく練れんした職人達は、蒸気や電気で稼か働どうする工作機械に居場所を奪うばわれつつあった。


　軍事兵器もしかり。


　兵士達が命を託たくすのは、剣けんから銃じゆうになり、戦いの趨すう勢せいは、存在するかどうかも分からない戦神から、体系化された戦術理論が決する様になった。


　対戦車用に開発された大口径高速徹てつ甲こう弾だんは竜の鱗うろこを貫つらぬき、威い力りよくを増ましたロケット砲の爆ばく発はつは、不ふ死じ身みともいわれた肉体を引き裂さく。


　実際にはロケット砲弾一発で、というわけにはいかないだろうが……訓練、統制され、装そう備びの充じゆう実じつした軍隊の前では、最強生物とて滅ほろびるしかないのだ。


　こうして、竜達は、森や山の奥おくに隠かくれ住む事となった。無意味に人間を刺し激げきして反はん撃げきを受ければ、ただではすまないからだ。


　そして。


　こうした状じよう況きようの変化が直接的な要因なのかどうなのかは謎なぞだが……元々数少なかった竜は、更さらにその個体数を減少させていた。今や、地上に存在する竜の数は、以前の十分の一にもなるまい。絶ぜつ滅めつ寸前といってもいい。


　竜は既すでに過去の遺い物ぶつなのだ。


　そんな時代に、わざわざ竜を探し出して退たい治じしようなどと考えるのは、余程の変わり者か、さもなくば馬ば鹿かだけである。


「何でって……しょうがないじゃない、破は竜りゆう剣けんに選ばれちゃったんだから」


　エチカは黒い鞘さやに納められた長剣を軽く叩たたいた。


　蒼あおい宝玉が埋うめ込まれた柄つかの根元……鍔つばの部分には神じん代だい文字が刻きざみ込んである。一つ一つが意味と魔ま力りよくを持つとされる文字の連なりは〈モナド〉と読めた。恐おそらくはこの剣の銘めいであろう。


「別に、君本人が選ばれた訳じゃないだろうに……破竜剣も、君じゃ力を発揮できないだろうし、どう見ても君は竜殺しなんて柄がらじゃないよ」


「それを言うなら、あんただってそうでしょうが」


　エチカはしつこい位に、ふうふうと香こう茶ちやを吹いて冷さましながら言う。どうやら相当な猫ねこ舌じたらしい。


「邪じや悪あくの権ごん化げ、なんて言われてる竜が、自分を倒たおしに来た正義の勇者をお茶に誘さそってどうすんのよ……まぁ、代理だけどさ」


「僕は変わり者でね」


　スピノザは器用に肩をすくめた。


　普ふつ通うドラゴンは高い知能を持ちながら、血を好む、極めて好戦的な種族である。しかも雑食性でありながら、人間を……しかも女子供を最も好んで食う。これを邪じや悪あくと言わずして何と呼ぶのか。


「僕は平和主義で菜食主義なんだよ」


「……そうなの？」


「肉ばっかり食べてたら、栄養が片寄ってしまうじゃないか……これでも健康管理には気をつけてるんだよ」


　自じ慢まんげにスピノザがのたまう。


　それこそ生なま半はん可かな方法では殺しても死なない様な超ちよう常じよう生物に、健康管理もへったくれもないだろうが。


「あーのーねー……」


「僕の見たところ、君は緑黄野菜を採とる量が不足しているみたいだよ……怒おこりっぽくなるんだ、野菜が足りないと」


「どういう意味よ」


　エチカは横目で、隣となりにそびえ立つスピノザの黒い巨きよ体たいをにらんだ。


「いや、まぁ、そんなわけだから……竜りゆう退たい治じはもう諦あきらめてだね」


「それとこれとは話が別」


　ようやく冷めたらしい香茶をぐい、と飲み干してエチカは立ち上がった。


「竜退治に出掛けるって街の皆に言っちゃったんだもの」


「……笑われなかった？」


「……笑われたわよ、力ちから一いつ杯ぱい」


　エチカは固い決意を握にぎり締しめた拳こぶしに示して言った。


「この前だって、さんざん馬鹿呼ばわりされたんだから、今いま更さらやめたらそれこそ、街を歩けなくなるわよ」


　この時代に竜を捜さがし出して退治するというのは、わざわざ溺おぼれるために底なし沼ぬまを探して飛び込む様なものだ。


「きちっと竜を退治して、私を笑った連中を見返してやるのよ！」


「いや、しかしだね……」


「だあーいじょぶ！」


　スピノザの反論を大声で押おさえ込み、エチカは人差し指を立てた。


「私も一応、血も涙もある人間なんだから、邪悪な魔竜といえど、見栄や意地で命を奪うばう様な真ま似ねはしないわ」


　……まだ勝てると思っているらしい。


「じゃあどうするの？」


「私があんたの首に首輪付けて、街につれて帰るってのはどうかしら？」


「……おい」


　にこにことした笑顔のエチカをスピノザは妙みように疲つかれた思いで眺ながめた。


　眼を見れば分かる。本気だ。


「それでもって、皆の前で私が『お座すわり』、『お手』って言うと、あんたがこう、ぴっと座って手を出すの」


　ぽん、と手を打って少女は更に言う。


「芸を仕込んでサーカスに売るっていうのはどうかしらね？」


　スピノザは殊こと更さらに大きく長い溜ため息をついて見せた。


「何よ、その物言いたげな溜め息は」


「気のせいか……僕には、ドラゴンより君の方がはるかに邪悪に思えるんだけど？」


「気のせいよ」


　少女は断言した。この世の中、大たい抵ていは言いきった者の勝ちである。


「これで私の面子めんつも、あんたの命も両立するんだから、万事、問題なしね」


「僕の面子はどうなる？」


　少女はしれっと言った。


「この際、それはささいな問題だわ」


「あほかああああーっ！」


　さすがのスピノザも思わず悲鳴じみた声を上げる。


「落ちこぼれとはいっても、魔獣の王たるドラゴンが、そんな真似できるわけないだろ！」


「だめ？」


　一転して、小さな子供が親に小こ遣づかいをねだる様な、物欲しげな上うわ目め遣づかいでもってエチカが尋たずねる。


「絶対に、嫌いやだ」


　力一杯断わるスピノザ。


「じゃあ交こう渉しよう決けつ裂れつよ、私はあんたを力ずくでも叩たたき伏ふせるから」


「一体何を食べたら、そういう根こん拠きよのない自信が持てるんだろう？」


「肉よ」


「……あ、そう」


「今日は遅いから、また来週、出直すわ」


　エチカはカップを岩の床ゆかに置くと、破竜剣を手に立ち上がった。


「どうでもいいけど、六日間の間は何？」


「学校」


「……ひょっとして良りよう家けのお嬢じようさん？」


　元々、学校というものは貴族の子弟を対象とした教育機関である。


　だが印刷技術の向上に伴ともなう知識の浸しん透とう、拡散によって、教育水準は上じよう昇しようし、それに反比例する様にして基本教育に対する費用も年々下がってきていた。週に二、三度、簡単な読み書きを中心に習う初等教育などは、既すでに随ずい分ぶんと庶しよ民みんの間にも浸透している。


　だが、毎日の様に学校に通い、初等教育以上のものを身につけようと思えば、やはりそれなりの費用が必要になる。要するにまだ教育というものは贅ぜい沢たくの部類に属するのだ。田舎いなかではなおさらの事である。


「一応ライプニッツ家は、貴族の家柄なんだからね！」


　エチカはここぞとばかりに胸を張る。もっとも、今の時勢、貴族の権勢というものも竜と同様、地べた近くを低迷していたりするのだが。


「つまり私は深しん窓そうの令嬢ってわけよ」


「『深窓の令嬢』って……剣けん振ふり回して、兄貴逆さかさ吊づりにする女の子の事を、示す言葉ではない様な……」


「やかましいっ！」


　エチカは……世が世なら姫ひめの称しよう号ごうを添そえて名を呼ばれていたかもしれない少女は、額に血管を浮うかべて怒ど鳴なる。続いてくるりとスピノザに背を向け、すたすたと洞どう窟くつの出口へと歩いて行った。


　そして。


　洞窟の内と外、その境目でふと立ち止まる。


　破竜剣を背負った貴族の少女は、少しだけ肩越しに洞窟の奥を振り返って言った。


「お茶、おいしかったよ、御ご馳ち走そう様」


「どういたしまして」


　そして巨きよ大だいな魔ま獣じゆうの王は、可愛かわいらしい宿敵に小さく手を振って別れを告げた。








　何度も同じ夢ゆめを見る。


　色の褪あせた世界に彼はいた。詳しよう細さいは曖あい昧まいに霞かすんで見えない。ただ追つい憶おくの舞ぶ台たいとしての意味だけが黄昏たそがれ色いろの世界にはあった。


　彼は独りその真ん中に立っていた。


　人ひと影かげは幾いくつもある。深い海の底の光景であるかの様にゆらゆらと揺ゆれる無数の人影が彼の周囲にはひしめいている。


　けれど。


　触ふれる事は出来ない。それは全すべて影であり幻まぼろしに過ぎないのだから。彼とは異なる世界の住人達だった。


　雑ざつ踏とうの中に在りながら彼は独りだった。


　影の中には時折、比ひ較かく的ではあるが輪りん郭かくがはっきりしたものも見えた。それは彼の幼おさない頃ころに早そう逝せいした母の姿であったり、彼を育ててくれた乳う母ばであったりしたのだが、それらはやはり彼が触れた途と端たんに歪ゆがみ、そして虚こ空くうに溶とける。


　そして彼は遂ついに見つける。見つけてしまう。


　一ひと際きわ美しい形。彼の最も愛した幻げん影えい。


　姉弟きようだい同然に育った、長い髪かみの娘むすめは永えい劫ごうに変わらない微笑ほほえみを影の中に浮うかべていた。


　……ああ。


　救いを求めるかの様に彼は手を伸のばす。


　分かっている。伸ばしてはならない。触れてはならない。この後に続く結末を彼は嫌いやという程に知っていた。


　けれど。


　触れた瞬しゆん間かん、娘の幻影は実体化する。幻影のままでいてくれればどれだけましだったか。しかし悪あく夢むは常にその名に恥はじない結末を用意している。


　娘は変わらぬ笑顔、彼が何度となく胸を焦こがした笑顔で彼に告げるのだ。無む邪じや気きに、そして本当に幸せそうに。


　……私、トーマス様と……


　ああああああっ……！


　彼は絶ぜつ叫きようする。


　娘の側そばに寄り添そう様に、一人の男の姿が浮かび上がった。


　彼が何ものにもまして憎にくんだその姿。小こ柄がらで病的な瘦やせ方をした彼とは全く異なる、大柄な体たい軀く。武人の気き迫はくと詩人の繊せん細さいさを合わせ持つその顔立ち。何よりも優やさしく聡そう明めいな光を宿したその眼！


　少なくとも半分は同じ血が流れている筈はずなのにどうして此こ処こまでも違ちがうのか。どうして奴やつはあんなに恵めぐまれているのか。


　トーマス。


　我が腹はら違ちがいの兄よ。


　王族としての才覚。武人としての胆たん力りよく。父の寵ちよう愛あい。臣下達の畏い敬けい。私が望んで止まなかったものを全すべて生まれながらに持ち合わせていた存在よ。


　それ程までに幸福な貴様が、彼女まで私から奪うばって行くのか？


　彼は喚わめきながら両手を振ふり上げる。


　長大な剣が彼の手の中にあった。


　やめろ！


　何ど処こかでもう一人の彼が叫さけぶ。


　だが止まらない。止められない。過去は変えられないのだから。


　振り下ろされた剣が兄を、娘を、斜ななめ上から切り落とす。二人は微笑みを浮かべ、優しい眼をしたまま、ずるりと上半身を滑すべり落とした。


　幻まぼろしだ。現実には毒を使った。


　どろどろと二人の残ざん骸がいが溶とけて行く。肉がとろけ、骨となり、そして骨さえも白はく濁だくした粘ねん液えきとなって地にわだかまる。


　そして彼は気付くのだ。


　踏ふみ出してはいけない一歩を踏み出してしまった事に。もう後あと戻もどりする道は霧きりに閉ざされて見えない。








「…………！」


　彼は身を起こした。


　声にならない絶叫が彼自身を眠ねむりから引きずり出したのである。


「……陛へい下か」


　ややあって……扉とびら越ごしに尋たずねる声があった。


「如何いかがなさいました？」


　毎日の如ごとく繰くり返される質問。飽あきずに続けていられるのは、やはりそれが彼女の仕事だからだろう。女官長のミル・ステュアートはその生き真ま面じ目めな仕事ぶりを評価されたが故に、三十歳前ながら今の地位にいる。


「何でもない……気にするな、ステュアート」


　彼もいつもの言葉を返す。どうしようもない茶ちや番ばん劇げきだが、それを嘆なげく様な繊せん細さいさはとっくの昔に磨ま耗もうしきっている。


「……御ぎよ意い」


　彼はこれも習慣となった溜ため息いきをつきながらもう一度ベッドの中に倒たおれ込んだ。


　もう彼等はいない。


　いなくなってしまった。


　憎ぞう悪おは対象があってこそ燃焼する。


　思えば物心ついた時からずっと何かを憎にくんで生きてきた。


　彼はまず父を憎んだ。そして次に兄を憎んだ。更さらには初はつ恋こいの娘むすめを憎み……しかし彼等はもういない。


　それでも……いや、それ故にこそ、憎悪は消えなかった。長らく憎悪にすがって生きてきた彼にとっては、憎悪は水や空気に等しいものだった。それ無しでは生きてゆけなかった。憎む対象が必要だったのだ。


　幼おさない日より何度となく繰くり返した問い。


　どうして。


　どうして僕はこんなに虚きよ弱じやくに生まれてしまったの。どうして僕は兄様の様な美しい顔立ちに生まれなかったの。どうして母上は死んでしまったの。どうして父上は僕を愛してくれないの。


　どうして！


　そして彼は問い続ける。


　何な故ぜ、私がこんなに苦しんでいるのに笑っている奴やつがいるのか。何故、世の中にはあんなに幸せそうな奴等がいるのに、私が苦しまねばならないのか。何故、私なのか。何故、苦しむ役が他の者ではないのか。


　分かっている。


　それが運命というものだ。不条理で非合理で不公平極まりない、しかし世界を律りつする、それが掟おきてであり法律なのだ。それが、望まれる者と望まれぬ者を、価値ある者と価値なき者……価値に見捨てられた者を分ける。


　だから……


「だから私は復ふく讐しゆうする」


　呟つぶやく声に暗い喜びが滲にじむ。


　苦悩の果てに見つけだした究極の憎悪。


　何ど処こまでも憎しみ抜ぬく事のできるその対象。


　彼はそれを見出した。今や彼には力がある。他た者しやの運命をねじ曲げ、叩たたき潰つぶせる程の理り不ふ尽じんで強大な力が。


「復讐するのだ……」


　彼は恍こう惚こつとした口調で繰り返す。


　一人の男の妄もう執しゆうが、今、形を得て動き始めていた。








　バートランド。


　ラッセル王国の中でも比ひ較かく的永い歴史を持つ街まちである。森と泉に囲まれた静かな土地で、隣りん国ごくマキャベランとの国境線にも近い。


　……俗に田舎いなかともいう。


　もっとも、田舎街とはいっても規模そのものは、かなり大きい。街の中にいる限り、不便らしい不便は感じないだろう。聖せい地ち〈デルフォイ〉に隣接する事もあって、首都へと続く街かい道どうもよく整備され、聖地への巡じゆん礼れい客きやくが都会の情報を運んでくる。


　ある意味では王都よりも住み良い場所かもしれない。


　その東区……比較的大きな屋や敷しきの建ち並ぶ通りの一いつ端たんに、エチカの家であるライプニッツ邸ていはあった。


　さすがに末席とはいえ、貴族に名を連ねるライプニッツ家の邸宅……門構えは結構立派なものである。


　もっとも、ほんの少し注意して見れば、屋敷の老ろう朽きゆう化かはかなり進んでいると分かる。修しゆう繕ぜんすべきでありながら、そのまま放置されている部分も一か所や二か所ではない。


　既すでに貴族というだけで贅ぜい沢たくのできる時代ではないのだ。問答無用で押おし寄せる近代化の波の前では、貴族の権勢など旧きゆう時代の遺い物ぶつと化しつつある。時の流れは、自らに乗り遅おくれた存在には、全く容よう赦しやがない。


　と……いうわけで。


　過ぎ去りし日々の栄えい華がを、その威い容ように留とどめ……今、修繕費用の捻ねん出しゆつは家計を著いちじるしく圧あつ迫ぱくするという、ちょっとばかり情け無い理由で、ライプニッツ邸はゆっくりと朽くち果てつつあった。とはいえ……元々が頑がん丈じような代物、まぁ大切に住めば、まだ五十年やそこらはもつだろう。


　どうせなら下へ手たな見栄よりも、子供達の教育を優先させる、というのがライプニッツ卿きようの方針であった。虚きよ栄えいを張る事で過去の栄光に耽たん溺できする貴族も多い昨今、彼の姿勢は貴族らしからぬ潔いさぎよいものともいえる。


「ぷう……結構疲つかれたな」


　夕ゆう暮ぐれ時どき……スピノザの住むデルフォイの森から、少女の足にとっては結構長い道のりを帰ってきたエチカは、いつもの様に何気なく家の門をくぐった。


　その瞬しゆん間かん。


「エチカあああああああーっ！」


　絶ぜつ叫きよう。


　脳の血管が全部まとめて破は裂れつしそうな声をまき散らしながら、背後より二本の腕うでがエチカの腰こしにしがみついた。


「うわきゃっ？」


「ああああ、心配したんだよ、エチカ、エチカ、えーちーくわぁあああああっ！」


「ちょっ……」


「はああああっ、エチカーっ！」


　ぐうりぐりぐり。


　狼ろう狽ばいするエチカの腰……というかその少し下……に、エチカのそれとよく似た、美しい金きん髪ぱつを帯びる頭が、くうっ、これでもかあ、という感じで頰ほお擦ずりしている。電光に等しい早はや業わざで、ちゃんと硬こう革かく鎧よろいの腰当て部分を跳はね上げてから頰擦りするところは……何というか……妙みように手慣れた感じがあった。


「はああああああんっ！」


「気色の悪い声を出すなああああーっ！」


　ごすっ。


　エチカの、悲鳴じみた声に載のせる様にして振ふり下ろされた肘ひじ打うちが、かなり壮そう絶ぜつな音をたてて黄こ金がね色の頭にめり込んだ。


「懲こりないわねっ！」


　顔を真っ赤にしながら、その金髪の頭の主……よく見れば、意外にも見み目め麗うるわしい、細ほそ身みの美青年である……を邪じや険けんに蹴けり離はなすと、エチカは両手を腰に当てて言った。


「ま……その様子じゃ、風か邪ぜは治ったみたいだけど！」


「僕もそう思ったんだけどね」


　青年は何事もなかったかの様にひょいと身を起こし、しかしさすがに肘打ちの効果か、いささか焦しよう点てんの定まっていない眼をエチカに向けて言った。
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「でも、ああっ、気のせいかな……まだ何だか頭が、ずきずきするよ、エチカ」


「……どうでもいいけど」


　エチカは冷ややかな視線を青年に浴びせながら言った。


「お兄にいちゃん、ひょっとして私のお尻しりを触さわるために、ずっと門の陰かげに隠かくれて待ち構えてたの？」


「そんな、誤ご解かいだよ、エチカ」


　軽く頭を振って眼に焦点を取り戻もどすと、青年はさも心外そうに、両手を広げて首を振った。芝しば居いがかった気き障ざな動作なのだが……不思議と白々しさや嫌いや味みはない。


「たとえ血は半分しかつながっていなくとも僕達は兄妹きようだいじゃあないかっ……妹のお尻を触るだなんて、そんな破は廉れん恥ちな真ま似ねを、この僕がするわけ、ないじゃないかっ！」


「わけは知らないけど、前科はたくさん知ってるわよ」


「僕は、僕はただ……」


　エチカの突つっ込みを完全に無視して青年は続ける。握にぎりしめた拳の震ふるえが、青年の内なる情熱を物語っていた。


「最近よく育ってきたお前まえのお尻に、存分に頰擦りしたかっただけなんだああーっ！」


「そおゆーのを破廉恥って言うのよっ！」


　青年の主張は、少女の怒ど号ごうによってあっさりと否定された。


「そ……そうだったのか」


　青年は衝しよう撃げきを受けたかの様子で数歩よろめいた。驚きよう愕がくの表情で凍こおり付く事、しばし……それから何やら自分勝手に納なつ得とくしたらしく、大きくうなずいて晴やかな表情に切り替かえると、エチカの右手をがしっと握る。


「ありがとう、エチカ……また一つ賢かしこくなったよ！」


「レヴィンお兄様……脳のう味み噌そに虫でもわいてらっしゃるんじゃなくて？」


　額にあからさまな怒いかりの血管を浮うかべて、エチカは嚙かみ締しめた歯の間から言葉を押おし出す。


　青年はにこやかにうなずいた。


「うん、そうかもしれない」


「他ひ人と事ごとみたいに言ってんじゃないっ！」


「それはともかく」


　真ま顔がおに戻って……いや、元よりこの次期ライプニッツ家当主は真顔で妹の尻に頰擦りしていたのであるが……レヴィン・ライプニッツは言った。


「心配したのは本当だよ」


「そ……そうなの？」


　憮ぶ然ぜんとした表情を取り繕つくろっているが、エチカの声こわ音ねには嬉うれしそうな色が滲にじんでいる。単純というか、素直というか……何にせよ、役者だの詐さ欺ぎ師しだのには向かない少女である。


「こんな夜中まで外出して……ああ、可愛かわいい妹が、不良になってしまったのではないかと、おにーさんは心配で心配で」


「……まだ夕方だけど」


「悪い仲間と酒かっくらって暴れたりしてるんじゃないか、とか、脂あぶらぎった中年親おや父じに小こ銭ぜにを貰もらって、いかがわしい事してんじゃないかとか……あああ、エチカの純じゆん潔けつが、どこの馬の骨かも知れない奴やつに奪うばわれる位なら、もう、いっその事……」


「いっその事？」


　眼を冷たく細めて問うエチカ。


　……ぽっ。


　レヴィンは頰を朱に染そめて言った。


「そんな事、恥ずかしくて言えないのん」


「……これが次期当主かと思うと、ライプニッツ家の未来は暗いわね」


　背中から剣を降ろしながら、エチカは大きく溜ため息いきをついて見せた。


「先週も言ったでしょ……魔ま竜りゆう〈スピノザ〉討とう伐ばつよ」


「またまた」


　ぱたぱたと掌を振ふってレヴィンが笑う。


「聖せい〈デルフォイ〉の森に、魔竜なんかが棲すんでるわけがないだろ？」


「棲んでたのよ！」


　喚わめく様にしてエチカは主張する。それに対してレヴィンは苦笑しながら言った。


「その割には、エチカ、よく生きて帰ってこれたね？」


「それは……」


　エチカは口ごもった。


　兄の言いたい事はよく分かる。破は竜りゆう剣けんを使えない、重火器も持たない、ただの女の子一人が竜と相対した場合……彼女の人生はその瞬しゆん間かんに終ったといっても過言ではない。竜の強大な力は、素す手での人間にどうこうできる次元のものではないのだ。


　エチカが、多少のかすり傷はあるものの、ほぼ無事に帰って来た事が、彼女のスピノザ発見を否定する根こん拠きよになってしまっているのである。


　実は、その竜は平和主義者で菜さい食しよく主義者だったのです……などという説明を信じてもらえるとは、さすがのエチカにも到とう底てい思えなかった。


　魔竜スピノザ。


　実のところ、その存在は随ずい分ぶんと昔むかしからバートランドでは語り継つがれてはきていたのだ。


『デルフォイの森に、スピノザという名の黒竜が棲んでいる』……いつ誰だれが言い始めた事なのかは分からない。伝説というよりは古い街まちにつきものの、怪かい談だんや噂うわさ話、風ふう聞ぶんの類たぐいに近いだろう。もっともこの場合、根も葉もないどころか、そのものずばり、事実だったわけであるが。


　エチカに限らず、この街で生まれ育った者ならば誰しも、子供時代には『悪い子はスピノザが来て食べられてしまう』などと親に脅おどされた経験を持っている。スピノザ自身が聞いたら大いに憤ふん慨がいしそうだが、何にせよ、バートランドの街では黒こく魔ま竜りゆうスピノザの名前は結構、知れ渡っているのだ。


　ただし。


　その実在を信じている者となると皆かい無むに等しい。


　過去百数十年の間、デルフォイの森周辺地域で、特にバートランドの街では、竜による被ひ害がいが記録された事はない。


　周囲、特に人間の社会に対して破は壊かいと殺さつ戮りくを撒まき散らすのが天性ともいうべき竜が、実際にそこに棲すんでいるのならば、被害が出ない筈はずがない……というのが、人々の持論なのである。


　まして、デルフォイの森には、その名の由ゆ来らいともなった〈聖デルフォイ神しん殿でん〉が存在する。


　この森の中心に位置する、石造りの奇き妙みような建築物が、いつの頃ころからそこに在あるのかは、誰も知らない。少なくとも歴史上、その存在が確認されたのは、二千五百年以上も前の事である。


　史実として記録された、最初の『竜殺しの英雄』アーペイロン伯はく爵しやく……彼が竜殺しの聖せい剣けん、破竜剣〈タレス〉を得たのが、この無人の古代神殿遺い跡せき〈デルフォイ〉なのだ。


　以来……竜の暴ぼう虐ぎやくに立ち向かわんとする英雄、真の勇者たらんと欲する者達は、必ずこの地を訪おとずれる事となった。


　実をいえば、このバートランドの街というのも、元々はそういった英雄志願者相手の商売を当て込んで集まった商人や、志こころざし半ばで挫ざ折せつした『元英雄志願者』が集まってできた街なのである。


　無論、破竜剣がそうそう世の中にあふれかえる筈もなく、大たい抵ていの場合は、何の成果もなく引き上げざるを得なかったわけだが……五十年、あるいは百年に一度、その資格を持った、真に英雄たるべき人物が訪れたとき、あらかじめその人物の来らい訪ほうを神殿が知っていたかの様に、祭さい壇だんには破竜剣が安置されていたのだという。


　誰が。いつ。どうやって。


　全すべては解明されぬまま、人々は、人知及およばぬ奇き跡せきの一部として、それに対する追つい及きゆうを諦あきらめた。不可解であるが故に畏い怖ふを呼び、非常識であるが故に尊厳を帯びる……奇き跡せきとはそういうものなのだから。


　もっとも……それも過去の話である。


　今ではわざわざそんな当てになるかならないか分からない破竜剣を求めてやって来る人物など、皆かい無むに等しい。竜は決して楽に殺せる生物ではないが、重じゆう装そう備びの軍隊にとっては、倒たおせない相手ではないからである。


　竜自身も馬鹿ではない。人間に余計なちょっかいは出さなくなってきている。


　今では、〈デルフォイ〉巡じゆん礼れいも街まちの習俗的な行事となりつつあった。十八歳になったバートランドの男子は、成人の儀ぎ式しきとして〈デルフォイ〉の祭さい壇だんに、剣けんの形をした名な札ふだを納めに行くのが通例となっている。ちなみに、レヴィンが破竜剣を手に入れたのも、そのときだ。


　それはともかく。


　そういったわけで、デルフォイの森は、一種の聖せい域いきとして認識されている。


　有史以来、竜退治という絶望に挑いどむ者、選ばれし勇者に、破竜剣を授さずけてきたといわれる無人の神しん殿でん……それが中心に配された、いわば聖地ともいうべき森に、その宿敵たる竜が棲すんでいる筈はずがない。


　……少なくとも街の人々はそう考えているのである。ただ一人、『自じ称しよう・勇者の代理人』を除いては。


「ところで、エチカ、今日の草むしり当番はお前まえじゃなかったか？」


「え……そうだっけ？」


　ライプニッツ家では、庭にわ掃そう除じの人手を雇やとう代わりに、庭いじりが趣しゆ味みの父と、そして二人の子供、一人のメイド、の計四人が交代で掃除を行なっている。もっとも一度に全部を一人でやれる程に小さな庭ではないので、とりあえず目立つ所だけなのだが。


「父さん、怒おこってたぞ」


「やばい……！」


　エチカは慌あわてて家の中に駆かけ込む。下ヘ手たをすると夕食抜ぬきである。それまでに何としても父の機嫌きげんをとっておく必要があった。


「頑がん張ばれよー」


　薄はく情じようにも我われ関かんせずといった様子で、ゆらゆらと手を振ふって妹の背中を……本来は彼が携たずさえるべき破は竜りゆう剣けん〈モナド〉を背負った後ろ姿を見送り、レヴィンは独り呟つぶやいた。


「破竜剣……か」


　溜ため息の様な声が言う。


「魔竜も英雄も……所しよ詮せんは舞ぶ台たい装そう置ちに過ぎないんだよ、エチカ」








　……要するに自分は出来損ないなのだ。


　スピノザはそう考えていた。


　人間の天敵。


　それが竜の本来在あるべき姿なのだ。ごく自然な、当たり前の状態なのだ。疑問の余地などない。竜とはそういう生き物なのだ。定めといっても良いだろう。考えてどうなるものでもない。


　地を這はう獣けものは天空に舞まえぬ自分をいぶかしんだりはしない。


　獣は飛べない。当然だ。鳥ではないのだから。そういう生き物なのだから。何も不ふ思し議ぎはない。定めとはそういったものだ。


　だが。


　何かの間ま違ちがいで鳥の心を持って生まれてしまった獣は、空に憧あこがれはしないか。空という世界を知ってしまった獣は、地に束そく縛ばくされる自分を、不自然と感じはしないだろうか。


　獣には戻れない。鳥にもなれない。如い何かなる存在でもない。何者でもない。


　竜でありながら、竜たる事に徹てつしきれない存在……それは確かに自らの存在すら確定できない、中ちゆう途と半はん端ぱな、出来損ないだろう。


　けれど……


「竜と人……か」


　素焼きのカップを爪つめの先でつまみ上げながらスピノザは呟つぶやく。


「変な子だったな……」


　竜は千年を生きる。多過ぎる時間を与あたえられた生物にとっては、それだけでも興きよう味みを持つに十じゆう分ぶんな理由であった。


　月色の髪かみと空色の瞳ひとみ。


　風に揺ゆれる陶とう鈴れいの声。


「ま……しばらくはつきあってやるか」


　生意気な少女の姿を思い浮かべながら、出来損ないの黒こく魔ま竜りゆうは呟くのだった。








「あうううう……」


　うるうると眼に涙を溜ためながらエチカは夜の庭にしゃがみ込んでいた。


　何とか夕食抜きは勘かん弁べんして貰もらったものの、罰ばつとしてこの夜中、ランプ片手に草むしりをさせられているのだ。基本的に大たい抵ていの物事に対しては寛かん容ような父なのだが、約束を破った場合には非常に厳しい。


　はっきりいって夜中の草むしりなど苦く役えき以外の何ものでもない。能率は悪いし、しかも面めん倒どうで疲つかれる作業である。ランプの照らし出す範はん囲いなどたかが知れているので、ちまちま草をむしってはランプを動かし、また草をむしる。これの繰くり返しだ。


「これなら夕食抜きの方が良かったかもしんない……」


　一時作業を中断、妙みように年寄りじみた仕草で腰を伸のばしながらエチカはぼやいた。実際、この作業は腰に負ふ担たんがくる。


「……大だい丈じよう夫ぶですか？」


　涼すずやかな声がエチカの背中に触ふれる。


　歌を歌わせれば、どんなに音程が外れていても聴き惚ほれてしまいそうな、そんな優美な響ひびきを帯びていた。


「うん、まあ大丈夫」


　振ふり返りながらエチカは元気に笑って見せる。


　彼女の視線の先には、一人の娘むすめが小さな盆ぼんを片手に立っていた。盆には小さく白いティーカップと、チョコレートソースのかかったワッフルが載のっている。


「お疲れ様です」


　娘は清せい楚そな微笑ほほえみを浮かべて言った。


　紺こん色のワンピースにフリル付きのエプロン、襟えり元もとにあしらわれた紅あかいリボン……清せい潔けつそうなメイドの衣い装しようがよく似合う。


　もっともこの娘の場合、どんな服を着せても似合わないという事はあるまい。泥どろの跳はねた作業服を着せても、むしろ汚よごれた服と美び貌ぼうとの落差が魅み力りよくとなって人目を引く、そんな雰ふん囲い気きの娘である。本当の美しさは、衣装などという付属物で左右されるものではない、という好例だ。


　ラウラ・ペトラルカ。


　二か月前、結婚のために辞やめた先代のメイドの後を引き継つぐ形で、ライプニッツ家に奉公する様になった娘である。美人で家事万能、よく気がつき、働き者となれば、相場の七割の給金で雇やとっているのは殆ほとんど犯はん罪ざいの様な気がしてくるが……当のラウラ本人はさして気にもしていないらしく、機嫌きげん良く毎日の雑務をこなしてくれている。


　強しいて欠点を挙げるならば、全体的に言動がおっとりしていて機き敏びんさに欠けるところだが、それでも他の部分が完かん璧ぺきなので、とろさも品というか愛あい嬌きようというか、そういうものに昇しよう華かされて見える。


「本当、神様って不公平」


　エチカは溜ため息いきをついた。


「は？」


　小さく首を傾かしげるラウラ。肩口で切りそろえられた黒くろ髪かみが、その柔やわらかさを誇ほこる様にさらりと揺れる。


「ううん、独り言独り言……それより、夜食、作ってくれたの？」


「はい、お疲れでしょうから……疲れた時は甘あまいものが一番です」


「うう、いつもすまないわねえ」


「それは言わない約束ですわ」


　などと言いながらラウラは庭に置かれた白いテーブルに、ランプと盆を置いた。本来は昼間に風と緑の匂においを愛めでながら、午後のお茶を満まん喫きつするためのものだが……夜気にくゆるお茶の香かおりは、夜には夜の、不思議な魅力があると教えてくれる。


「本当はお手伝い出来れば良いんでしょうけど……」


　それでは罰ばつにならないからと、ラウラはライプニッツ卿きようからエチカの手伝いを厳禁されている。


「お口に合うとよろしいのですが」


「いいよ、いいよ、これで十分！」


　エチカは手袋を外しながらテーブルについた。実際、ラウラの焼くワッフルは焼き具合からチョコレートソースの甘さ加減まで、完璧だ。共に出される香こう茶ちやの風味まで考こう慮りよに入れて整ととのえられた味わいは、既すでに専門職の技わざに達している。これ以上を望むのは贅ぜい沢たくというものだろう。


「いただきますっ！」


　早速、エチカはワッフルにフォークを突つき刺さした。ラウラは優ゆう雅がな手つきでカップに香茶を注ついでいる。


「そういえばエチカ様」


　ラウラはふと思いついた様子で言った。


「今日もスピノザ討とう伐ばつに？」


「うん」


　忙いそがしそうにワッフルを口へ運ぶ合間にエチカが答える。


　兄も両親も学校の級友達も彼女の竜討とう伐ばつの話を頭から信じていない様子だが、このラウラだけは何な故ぜか、エチカの主張に異議を唱えた事はない。主人の娘という事で気を遣っているのか、それとも単に他人を疑う事を知らない脳のう天晴あつぱれ娘なのか。まあ彼女の場合、どちらでもありそうな話ではある。


「今日は勝てるかなー、とか思ったんだけどね、やっぱり強いね、竜は……破は竜りゆう剣けんは力を発はつ揮きしないし」


「ですが……元々エチカ様のものではなくレヴィン様の剣なのでしょう？　破竜剣は持ち主を選ぶとも言いますが」


「だってお兄ちゃん、剣に触さわろうともしないんだもの……だから私が代わりに竜退たい治じに行ってるの」


「ですがそれで、エチカ様に万一の事があっては一大事なのでは」


「んー……」


　香茶のカップに視線を落としながらエチカは首をひねる。カップの中の小さな水面の中に何を見ているのか、エチカは何かを思い出す様な眼をしながら言った。


「大丈夫よ、多分」


「はあ……左様ですか」


　ラウラは曖あい昧まいに頷うなずいた。


　エチカが一いつ瞬しゆん見せた、妙に切なげな表情に彼女が気付いたかどうかは、分からない。


「ま、見ててよ、今にスピノザ倒して、首に縄なわ付けて連れてくるからさ……ごちそうさま」


　肩をぐるぐると回しながら立ち上がると、エチカは草むしりを再開すべく庭の隅すみへと歩いて行く。


　黙だまってその姿を見つめ……そして小さく、本当に小さく苦笑すると、ラウラは香茶カップとワッフルの皿を片づけ始めた。




　第二章　見えざる束そく縛ばく







　七回の日にち没ぼつと七回の夜明けを経て、約束の時は来た。まあ当然だが。


「今度こそ！」


　と、やたら意気込んでデルフォイの森を行くのは、いうまでもなく、エチカである。背中に破は竜りゆう剣けんを背負い、小こ柄がらな身体に硬こう革かく鎧よろいを着込んで、颯さつ爽そうと歩いて行く。


　生物学的にいえば、いわゆる極相に達しているデルフォイの森は、その規模に比して、意外に歩きやすい。天と地を隔へだてるかの様ように厚く生い茂った木々の梢こずえが、陽光を遮さえぎってしまい、薄うす暗ぐらい環かん境きようは、新たな植物の生長を殆ほとんど許さないのだ。


　ある種の陰いん性せい植物……陽光を比ひ較かく的必要としない種類がまばらに生えるだけで、森の中は、結構、広い空間を内包している。


　例えば、何の訓練も受けていない女の子が気楽に歩け、そして巨大な竜りゆうが動き回れる様な。


「待ってなさいよ、スピノザ！」


　拳こぶしを突つき上げて少女は叫さけぶ。


「やだ」


「やだって言っても駄だ目め……」


　唐とう突とつにエチカの歩みが止まる。


　気のせいか、薄暗い森が、さらに暗さを増ました様な気がした。まるで、巨大な何かが、頭上にあるかの様に。


「……やあ」


「スススススピノザっ？」


　愕がく然ぜんと頭上を振ふり向く少女のすぐ上、ひときわ大きな大樹の枝に、黒こく魔ま竜りゆうは乗っかっていた。


　ちょっとした家屋程もある巨体が、ちょこんと枝の上に停まっている様は……何か、冗じよう談だんの様な光景である。


「……よく枝が折れないわね」


　驚おどろきを何とか静しずめて、エチカが言う。


「こつがあるんだよ」


「こつですむ問題じゃ、ないと思うんだけど……」


　エチカは息を呑のんだ。


　黒い巨体がゆらり、と揺ゆれたかと思うと、枝の上から落下したのである。巨体の重量が地を打つ轟ごう音おんと衝しよう撃げきを予想して、エチカは身を竦すくめる。


　だが。


　意外にもスピノザは体重のない幻まぼろしの様にふわりと地に降りた。無音という程ではないが、十歩も離はなれれば聞こえない様な、そんな程度の着地音がしただけである。土つち埃ぼこりすらたたない。


「……ね？」


「どういう生き物なのよ、竜って」


「さてね」


　スピノザは器用に肩を竦めて見せる。


「また懲こりずに挑ちよう戦せんしに来たの？」


「そうよ」


「良かったね、無む駄だ足あしにならずにすんだ」


「はあ？」


「ちょうど、出かけるところだったんだよ……君の気配がしたんで、ちょっと寄り道したんだけど」


「出かけるって……」


「一いつ緒しよに来る？」


「何ど処こへ？」


「畑」


「…………」


　エチカは言うべき言葉を探し……そして諦あきらめた。今いま更、何を言っても堪こたえないだろう、この変ちきりんな竜は。


「い、いいわよ、いってあげようじゃないの」


「それじゃ」


「うわきゃ？」


　ひょいとエチカの首根っこをつかむと、スピノザは少女の身体からだを、自分の長い首の後ろに乗せた。


「行くよ」


「ちょっ……ちょっと待……」


　止める間もあればこそ。


　スピノザの足が地を蹴ける。


　漆しつ黒こくの巨体は巧たくみに木々の枝を避さけ、無数の葉がなす森の天井を押おし広げ、瞬またたく間に空へと舞まい上がっていた。


　必死にしがみつくエチカ。


　実際には、スピノザはさしたる速度を出していない。高度も低く、動きは緩ゆるい。下へ手たに背中の上を動き回ったりしなければ、転げ落ちる様な事はないだろう。


　一応、気は使っているのだ。竜が本気で飛べば、その際に生じる風圧は、文字通り大型竜たつ巻まきのそれに匹ひつ敵てきする。人間など一瞬たりとて、その背中に留とどまってはいられないだろう。


　だがそんな事は知らないエチカは、必死になってスピノザの鱗うろこをつかむ。当然だ。この時代、一部の軍人や冒ぼう険けん家か、技術者等を除けば、空を飛ぶ経験など一生ない。


　一いつ般ぱん人じんにとって、天はまだ、異世界なのである。


「角つのと、翼つばさの付け根は持たない様にね！」


　風の音に負けじとスピノザが大声を上げる。


「そ……そこが弱点って訳ね！」


　目を輝かがやかせて怒ど鳴なるエチカに、スピノザはのんびりとした口調で叫さけび返した。


「死にたいなら別だけど！」


「え？」


「飛んでる間は、竜の角や翼は、雷かみなりを帯びてるんだよ！　人間が触さわったら、黒くろ焦こげだね！」


「……ど、どうしてそんな！」


「竜は翼で飛んでるわけじゃないんだよ！　それだけじゃいくら何でも揚よう力りよくが足りないからね！　基本的に、身体を浮かすのには、雷の力を利用してるの！」


「……よくわかんない！」


「ま……とにかく、あんまり角と翼には近づかない様にね！」


「どうしろってのよ……」


　呟つぶやきながら、エチカはスピノザの鱗うろこを握にぎりしめた。








　慣れというのは恐おそろしいもので。


「へー、凄すごい、凄い！」


　一いつ向こうに途と切ぎれぬ歓かん声せいを背中で聞きながら、スピノザは苦笑した。


　下手に動き回らなければ落っこちる心配はないと分かって、エチカはすっかり遊ゆう覧らん気分になっていた。左手はしっかり鱗をつかんでいるが、右手は額の辺りに添そえて、下方に見える大地を眺ながめている。


　世界は眼がん下かにあった。


　何もかもが小さい。全すべてが遠い。自分自身の日常すら、この広大な虚きよ無むの中にあっては、遥はるか異国の出来事に等しい。


　無限の開放感。


「ところで、畑は？」


「もうすぐだよ！」


　言いつつ、スピノザは進路を変える。


　実をいうと、あまりにエチカが喜ぶので、わざわざ畑には降りずに、辺りの空を周回していたのだ。


　やがて、一人と一頭はある山の一点に降り立った。


「こ……ここ？」


「そう、ここ」


　呆ぼう然ぜんと周囲を見回すエチカに、スピノザは得意そうに言った。


「ここなら、草食動物とかに荒あらされずにすむしね、平地より日光の照射時間も長いし……ちょっと気温は低いけど」


　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに突き出た巨大な棚たな。


　スピノザの畑は、おおむねそんな印象の場所にあった。


　確かに、こんな場所に来れるのは、竜と鳥程度のものであろう。それ以前に、竜の臭においのついた場所に踏ふみ込んでくる様な無む謀ぼうな動物はいまいが。


　風で作物が吹き飛ばされない様に、岩棚の周囲には大きな平岩が、幾いくつも壁かべの様に並ならべてある。土も、恐らく森から運んできたのであろう、柔やわらかな黒土が敷しいてあった。


　絶壁側の端はしには、貯ため水用の小さな池まで掘ほってある。至いたれり尽つくせりといったところか。


「……今いま更さらだけど、芸の細かい竜ね、貴方あなた」


「お褒ほめに預かり、恐きよう悦えつ至し極ごく」


　スピノザは大げさな動作で一礼した。


　上じよう機嫌きげんである。普ふ段だんはぼんやりしていても、自分の趣しゆ味みの部屋に入ると俄が然ぜん、生せい彩さいを放つ人間がよくいるが……竜とはいえ、スピノザもその口らしい。


「呆あきれてんのよ」


「あ、そう」


「でも本当、凄いわね……何種類位、作ってるの？」


「お茶が七種類、野菜が十種類かな」


　改めてエチカは空中畑を見回す。


　ライプニッツ邸ていが庭付きで二つは建ちそうな規模の畑である。収しゆう穫かくの効率にもよるだろうが、小さな村なら、丸ごと養えるかもしれない。


「ま、ちょっと待ってて」


　楽しそうに言うと、スピノザは鼻歌混じりに貯め池に向かう。


　ちなみに彼が歌っているのは非常に古い、二百年あまり昔の、人間の歌である。創つくった者も、口ずさんだ者達も既すでになく、ただ竜の声に載のって歌だけが今も風に舞まう。


　群れをつくる事のない、非社会性生物たる竜は、基本的に歌というものを持たない。言葉にしても、特に竜同士の専用言語というものはなく、人間のものを流用している。


　これも手製の桶おけ……エチカが中で入浴できそうな大きさである……に水をくむと、丁てい寧ねいに手ですくって水を撒まき始める。


「……楽しい？」


　岩壁にもたれて座りながら、エチカは尋たずねた。


「楽しいよおー」


　鼻歌の合間にスピノザが答える。


　巨大な魔ま獣じゆう王おうが、背中を丸めて畑の世話をしている様子を見ながら、エチカは思わず微び苦く笑しようをもらす。


　……可愛かわいい。


　そう思ったのだ。地上最強の魔獣に対する感想としては、非常に大それたものだと言わざるを得まい。


「何かを育てるってのはいいよね」


　スピノザが言って寄越す。


「そうかな、よく分かんない」


「この作物はさ、僕が世話をしないと育たないんだよ」


　スピノザは二に杯はい目めをくみながら言う。


「この畑には、僕が必要なんだよ……少なくとも、ここには僕のいる意味と、価値があるんだ」


「…………」


　エチカは、何か秘密を言い当てられたかの様に、はっとして竜の背中を見つめた。


「何かを育てる、作るってのは、元々、君達人間の持つ力だよ……心の一部を形にして他に託たくす力、遺のこす力は、ね」


「心の一部？」


　エチカは首を傾かしげる。


「歌とか、絵とか……国だって、言葉だって、何だってそうだよ、人の心が生み出したものさ……動物は自分の子を育てたり、巣すを作ったりはするけど、心を遺したりはしない」


「そう、か……そうよね」


「意味を扱あつかう力とも言えるね……意味を作り、与あたえる能力」


「……スピノザ」


「何？」


「貴方って本当に変な竜だわ」


「そう？」


　何故か、エチカにはスピノザが嬉うれしそうに笑った様に思えた。








　そして。


　夕日の朱しゆ色に染そまった空を舞まう竜の背中で、エチカは大声を張り上げた。


「ま、今日は色々楽しかったし、成せい敗ばいするのは来週に延期してあげましょう！」


　園芸に精を出すスピノザを眺ながめていると、何となく戦意が削そがれてしまったのだ。結局、エチカも一いつ緒しよになって畑の世話をしている内に日が傾かたむいてきてしまった。


「わあ、嬉うれしい！」


　白々しい口調でスピノザが応じる。


「来週も今日みたいな時間に来るのかな？」


「多分ね！」


「じゃ、畑仕事は土曜日にすませておくよ！」


「よろしい！」


　エチカは鷹おう揚ように頷うなずいた。


「来週こそ、屈くつ服ぷくさせてあげるわよ！」


「へいへい……」


　スピノザは大げさに肩を竦すくめ……その動きで背中から転がり落ちそうになったエチカは悲鳴を上げた。








「……竜？」


　イドラ大佐は眉まゆを顰ひそめた。


「貴き様さまの師し団だんの初はつ舞ぶ台たい……相手役としては最適と思うがな」


　彼は傍かたわらに立つ女性に頷く。


　麻あま色の長い髪かみを三つ編あみにして垂らした、長身瘦そう軀くのその女性……ステュワート女官長がイドラ大佐に歩み寄り、資料を手渡した。


　もっともそれは資料とは名ばかりの薄うすっぺらいものだ。竜に関して人間が知っている事など、どれだけ詳しよう細さいに記述しても数枚の紙に収まってしまう。あの生物進化の流れを全く無視する様な異常生命体に対する研究は、その個体数の少なさと危険性から遅ち々ちとして進まず、多くの謎なぞに対して、ただ無責任な仮説が乱立するばかり……というのが現状である。


　そしてそれは恐おそらくこれからも変わらないだろう。


「ツウィングリ大だい渓けい谷こくに棲すむ紅こう魔ま竜りゆうの話は聞いた事があるだろう」


「それは勿もち論ろん……」


　マキャベラン領北西部辺境地域を根ね城じろとする紅魔竜の話は有名である。今でこそ谷の奥おくに隠かくれ棲すんで滅めつ多たに姿を見せないが、二百年前にはわずか一週間で八つの街まちと二十五の村を滅ほろぼしたと伝えられる、強力無比な化け物である。


　しかも頭も良い。その紅魔竜が渓谷の中に居きよを構えているのは、伊だ達てでも粋すい狂きようでもなく、重火器搭とう載さいの兵器、特に戦車が入り込めない場所だからだ。二百年以上も竜の存在を知りながら、マキャベランの軍隊が動かないのは、このためである。


　だが……何よりその名を有名にしているのは、破は竜りゆう剣けん士しと戦って生き延びた竜だという事であろう。無論、破竜剣士に負けはしたが、とどめを刺さされなかっただけでも特筆に値する。竜は人間の天敵と言われるが、その竜の天敵もまた人間なのだ。破竜剣を持った英雄が、『人間』という言葉の範はん疇ちゆうに収まればの話だが。


「軍備の拡張には国民の理解が必要だ」


　彼は玉座の肘ひじ掛かけを指先で叩たたきながら言う。


「竜を倒たおすというのは派手で良い宣伝になるとは思わんか？」


　薄うす笑わらいに真意を閉とじ込め、彼はイドラ大佐の眼を覗のぞき込んだ。


「〈破竜剣〉などという怪あやしげな代物ではなく、人間の力で、英雄になってこい……イドラ大佐」








　エチカ達の通う学校は、バートランドの中心部からやや東にずれた区画にある。元々はラッセル王国中央政府の出張所だった建物の払はらい下げを、少しばかり改修したものが使われている。元が役所なだけに大通りに面しており、街の何ど処こから向かっても、殆ほとんど回り道をする事なく、真っ直ぐに歩いてこられるのが利点だ。


　故に、直接に用が無くても、この学校の前を通る者は多い。朝などは特にその傾けい向こうが強く、学生たちに混じって、仕事に向かう者、買い物に出る者等の姿が見受けられる。


　そんな人々の間を、エチカは歩いていた。


　街がい路ろを行く老ろう若にやく男なん女によ、様さま々ざまな人々が、すれ違ちがいざまに彼女の事を振ふり返ったりするが、エチカは気にした様子もない。


　深緑色のワンピース、裏うら革かわ地じの手て提さげ鞄かばん、それは珍めずらしくもない。襟えりに付けたバッジ、これも最近は付けている子供達が増ふえた。エチカの通う学校に制服はないが、代わりに生徒である事を示すバッジが配られるのである。


　そこまではまあ問題ない。


　だが……流石さすがにその格好に〈モナド〉が加わると、これはどう見ても一つの服ふく装そうとしては破は綻たんしている。奇き抜ばつな装そう飾しよく品ひん、ですむ品ではなかろう。


　最初の数日は教師に注意されたりもしたが、彼女は頑がんとしてこの竜殺しの聖せい剣けんを離はなそうとはしなかった。結局、二、三日前からは教師達も彼女の帯剣を黙もく認にんしている。思春期の少女の思いこみと戦って勝てる見込みなどありはしないのを彼等はよく知っているのだ。


　また……〈モナド〉は剣であるが、実をいえばその刀身には刃はがない。いや、ないわけではないが、ないに等しい程に、切れ味が鈍にぶいのだ。よって危険物には当たらないというのがエチカの主張であり、教師達の黙認理由の一つでもあった。


　ともかく、そういうわけで、今日も今日とて、エチカは背中に破竜剣を背負い、通学するのだ。


　だが……


　ごろごろと地を嚙かむ轍わだちの音。


　明らかに彼女に向けて背後から近付いてくるそれを、しかしエチカは完全に無視していた。振り返らなくてもその昔の源みなもとが何であるか、彼女はよく知っている……うんざりする程に。


　二頭立ての黒い馬車が彼女を追い越し、その前に立ち塞ふさがる様な形で停車した。ちょうど校門の前なので、エチカが中に入るのを邪じや魔ましている様に見える……というか、邪魔しているのだろう。


　黒い、といってもそれはあくまで客室部分の基本色が黒だというだけである。細部には金だの銀だのの細工がごてごてと施ほどこされ、その費やされた金額を声こわ高だかに主張している。牽ひいているのも見事な栗くり毛げの牝ひん馬ばで、しかも手た綱づなにまで金糸銀糸が縫い込んであった。隙すき間まという隙間全すべてを埋うめ尽くす様に、なにがしかの装そう飾しよくが施ほどこされた様は、はっきりいって成なり金きん趣しゆ味み以外の何ものでもない。


　客室の窓が開く。


「あら、お早う、エチカ」


　顔を出したのはこれまた馬車に相応ふさわしい少女だった。


　深しん紅くのドレスを身に纏まとい、緩ゆるやかに波打つ黒くろ髪かみには大小幾いくつもの宝石をあしらった髪飾り、首には手首のブレスレットと対ついになっている銀のネックレス、耳には紫むらさき水すい晶しようのイアリングを付けている。その趣味の善よし悪あしは別にして、このまま何ど処こぞの舞ぶ踏とう会かいへでも繰くり出せそうな格好であった。


　ある意味ではエチカと良い勝負である。少なくとも、こちらの少女も学舎に向かう者の服ふく装そうではなかろう。


　ただ、その派手な衣装に比して、肝かん心じんの容よう貌ぼうはというと、エチカと同様、まだ多分に幼い丸みを引きずっている。


　特筆する程の美少女ではないが、ややつり上がり気味の、猫を思わせる草原色の双そう眸ぼうはそれなりに華はなやかな魅み力りよくを備えていた。
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「……お早う、ベアトリーテ」


　妙みように白しら々じらしい口調の挨あい拶さつに、エチカがうんざりした口調の挨拶を返す。ベアトリーテと呼ばれた少女は馬車から降りながら意地の悪い笑みを浮かべた。


「今日も破竜剣背負って登校？　ご苦労様ねえ」


　嫌いや味み。それとなく含ふくませる様な可愛かわいいものではない。完全に挑ちよう発はつの声こわ音ねである。


「まあ貴女あなたみたいな、がさつな子にはお似に合あいのアクセサリイかもねえ？　何なら今度、盾たてと板ばん金きん鎧よろい一式でもプレゼントしましょうか？　顔も隠かくれてちょうど良いわよ」


　ベアトリーテ・カティオというのが彼女の名前である。


　エチカの同級生で、街まちでは屈くつ指しの財産を持つ商家・カティオ家の一人ひとり娘むすめである。カティオ氏は副業として金貸しも営んでおり、実をいえばライプニッツ家も少しばかり借金をしている。


　カティオ商会は日用雑貨から兵器まで、節操なく何でも扱あつかうが、別に悪徳商人というわけではない。ただ、ちょっと成金趣味が激はげしいために、あまり周囲の評判はよろしくないのだ。そして、その難なん儀ぎな性せい癖へきはきっちり娘にも受け継つがれていた……というか、更さらに磨みがきがかかっていたりする。


　ただ、その一方で、同級生の間での彼女の評判は別に悪くない。いや、むしろそこそこの人望があったりするのだ。


　意外にも彼女は面めん倒どう見みが良い。内気で人付き合いの下へ手たな少年を、無理矢理話の輪の中に引っぱり込んだり、恋こいに悩む後こう輩はいの話に、嫌いやな顔一つせずに延々半日も付き合ったり。


　ところがエチカにだけはよく絡からむ。


「そうねえ、貴女の光り物も良く似合うわよ」


　エチカは食いしばった歯の間から押し出す様に言った。


　売られた喧けん嘩かは買う、買ってしまうというのがこの少女である。これ程に挑発し易やすい相手も珍めずらしいだろう。ましてエチカは成金趣味が嫌いだ……単にひがみかもしれないが。


「ごてごてしてるから、素材がどんなにひどくても目立たないもんね！」


「おほほほほ……」


「うふふふふ……」


　……このアマ、今日こそ泣かす！


　同時に胸の中で叫びながら、二人の少女は校門前で睨にらみ合った。


　実をいえばこのやりとりも毎朝の事なのだが、いまだに慣れないのか、初老の御ぎよ者しやが御者台の上で頭を抱かかえている。


　一方、第三者の学生たちや通行人は殆ほとんど知らん顔。他人の喧けん嘩かは結構な娯ご楽らくだが、半年もの間、毎日続けられるとどんな出し物も流石さすがに飽あきられる。


　二人の喧嘩は、大たい抵ていの場合、嫌味の応おう酬しゆうから始まるのだが、だんだんとその罵ば詈り雑ぞう言ごんの内容は直接的かつ単純になり……


「派手派手女！」


「単たん細さい胞ぼう！」


「ばか！」


「あほ！」


「スカ！」


「ブス！」


　と、互いに語ご彙いが尽つき、非常に低次元の罵ば倒とうのやり取りを経て、終結する。無論、仲直りするわけではなく、双そう方ほうとも、もう言葉と気力と息が、続かなくなるだけの話である。


　放って置いても何な故ぜかつかみ合いの喧嘩には発展しないので、教師達も仲ちゆう裁さいは諦あきらめている。無責任と言うなかれ。下手な仲裁は、むしろ自分達の身が危うくなる事を彼等は身に沁しみて知っているのだ。


　はーっ。はーっ。ぜーっ。ぜーっ。


　顔を突き合わせてにらみ合い、肩で激しく息をし……そして二人の少女は申し合わせた様に、同時にそっぽを向く。


　心底いがみあっている筈はずなのだが……何故かこの二人、非常に息が合っている様にも見える、というのが同級生達の統一見解だ。


「この……この……」


　息を荒あららげながら、ベアトリーテ。


「な……何よ……」


　同じく、エチカ。


　二人とも死し闘とうの幕まくに相応ふさわしい、聞いたら重度の神しん経けい症しようにかかりそうな罵詈讒ざん謗ぼうを必死に捜さがしていたりするのだが、そんなもの、あればとっくの昔に口から飛び出している。


　それでもって。


『うう……』


　罵ののしり合いに精せい魂こん使い果たした二人の少女は、同時に呻うめくと、始業の鐘かねと共に、酸素不足でぶっ倒れた。








「そんなもの……」


　やや時は流れて放課後。


　校舎の裏、ほとんど大きめの水たまりともいうべき小さな池の側に、申し訳程度の、丸太を適当に削けずって造られたベンチがある。


　そこに二つの人ひと影かげが腰こし掛かけていた。


　他に人の姿はない。元々大して風ふ情ぜいのある場所ではないので、密談だの密会だのにはもってこいの場所である。


「無理かな？」


　非常に残念そうな声が尋たずねる。


　聞いた者は、自分に何の落ち度がなくても、申し訳なく思ってしまう様な、そんな声でめる。それが、とんでもなく無茶な頼たのみであっても。


「まあ確かに蒐しゆう集しゆう家かや好こう事ず家か相手に、売りに出されてはいますけど……」


　相手……女生徒は明らかな困こん惑わくの色を顔に浮かべて首を傾かしげた。


　割と背が高く、服ふく装そうもかなり派手なので大人おとなびて見えるが、よく見れば顔立ちはまだ多分に幼さを引きずっている。


　ベアトリーテだ。


　もっともエチカと相あい対たいしている時の様な、底意地の悪そうな表情は完全に影かげを潜ひそめ、歳とし相応の、はにかむ様な表情が、気の強そうな顔を覆っている。普ふ段だんは衣装のせいで若じやつ干かんエチカなどよりは大人びて見えるが、こうして見ると彼女もまだまだ子供だという事がよく分かる。


「でも、そんなもの、どうするんですか？」


「内ない緒しよ」


　相手の青年は微び笑しようして言った。


　こちらは……レヴィンである。


「でも、別に強ごう盗とうに入ろうとかいうんじゃないから、君や、君のお父さんに迷惑は掛かけないよ」


「それはそうでしょう……わざわざ、あんなもの使って強盗する人はいないでしょうし、そもそも、そんなお金があれば、強盗する必要なんてありませんよ」


「ま……その通りだね」


　レヴィンは肩を竦すくめた。


　無む邪じや気きとも言える朗ほがらかな笑いを浮かべて返事を待つレヴィンの顔を見……ベアトリーテは諦あきらめの深い溜ため息いきをついた。


「ある程度……日数、かかりますよ」


「出来るだけ早く、頼たのむよ」


「……父に聞いてみます」


「有り難う、恩に着るよ！」


　レヴィンは少女の両手をがしっと握にぎった。


　彼女が頰ほおを赤らめるのを知ってか知らずにか、これが感謝の印とばかりに大きく上下に振ふる。とにかくやる事なす事、芝しば居い臭くさい青年だが、端たん整せいな顔立ちのせいか、嫌いや味みがない。


「それじゃ、よろしく！」


　言うだけ言って、レヴィンはベアトリーテを残してその場を後にした。


「……何よ」


　去って行く青年の背中を眺ながめながら、少女はふてくされた表情を浮かべた。


「校舎裏になんか呼び出すもんだから、期待したのに」








　広場には熱気が溢あふれていた。


　地平の彼方かなたまで続くかと思われる群衆を、貴き賓ひん席せきから彼は冷然と見下ろす。


　広場の中央では、今日の主役……イドラ大たい佐さとその副官等が台の上に立って胸を張っていた。いずれもその効果を計算された衣い装しようを帯び、計算された筋書きを演じている。そのせいか、イドラ大佐の醜しゆう悪あくな容よう貌ぼうすら、それなりに勇ゆう壮そうに見えた。


　イードーラ！　イードーラ！……


　彼等の一挙手一投足に群衆は叫び、喚わめき、そして拳こぶしを振ふり上げた。そしてマキャベラン帝てい国こくの新たなる力、第一特とく殊しゆ先せん遣けん師し団だん〈紅あかき鉄てつ槌つい〉の誕たん生じようを何の疑問もなく祝った。


「……あの男が、英雄ですか」


　彼の側そばに、いつもの如ごとく立つステュワート女官長が呟つぶやく。彼女のイドラ大佐を見る目は汚けがらわしいものを見る時のそれであった。


「不服か？」


　彼はからかう様ように言う。


　真ま面じ目め一いつ徹てつの彼女が今回の件を快こころよく思っていないのは明らかだ。


「馬ば鹿か共どもを踊おどらせるには適当な話だろう……やれ教育だ、知識の解放だと浮うかれている連中は、その与あたえられた情報の真しん偽ぎを疑う事もない……自分で確かめもせず、豚ぶたの様に与えられた情報を貪むさぼって、頭が良くなった気でいるだけだ」


「あの男は本質的に単なる偏へん執しつ狂きようです……それを、英雄などと」


「真実などどうでも良い。重要なのはそれが国民の志し気きをあおれるかどうかだ」


　国というものは重い岩の様なものだ。


　その重量故に、泰たい然ぜん自じ若じやくとしている様に見えて、その実、一度転がり出してしまえば、今度はその重さ故に加速する。加速して……そして誰にも止められなくなるのだ。


　彼はイドラ大佐の偽にせの武勇伝を大々的に広めた。


　曰いわく、ゴルギアス高原攻こう略りやく戦せんにおいて彼の指し揮きする部隊は、十倍近い敵軍を蹴け散ちらした。


　曰く、ストア平原において敵軍の包囲網もうを正面突とつ破ぱ、孤こ立りつしていた味方の部隊を救出した。


　曰く……


　卑ひ劣れつで邪じや悪あくで強大な敵。それを果か敢かんに打ち破る男の物語。


　全すべて噓うそだ。


　真実を知る者は少なく、その声はあまりに小さい。そして、それでも敢あえてその捏ねつ造ぞうされた武勇伝に異を唱える者などいない。所しよ詮せん、真実などその程度の価値しかないのだ。


　面白味のない、あるいはひたすら苦いだけの真実より、人々は己おのれを酔よわせる噓を望む。分かり易い作り話で熱ねつ狂きようし、その事を疑いもせずに狂喜する。その方が楽しいし、ややこしい事を考えずにすむから。


「そこまでして……陛へい下か、貴方あなたは何を……」


「分からないか？」


　ステュワートは沈ちん黙もくした。


　分かっている。分かっているが、それを確かめるのは恐おそろしかった。自分の主あるじが狂くるっている事を確認したとして……その先、何が出来るわけでもない。


　もう国は転がり始めたのだ。


　恐おそらくは止まらない。止められない。国民は何も知らずに己の正義を信じ、突つき進むだろう。彼の妄もう執しゆうが鎮しずまるその日まで。そしてその日が永遠に来ない事を彼女は知っている。


　あるいは彼自身も……








「やあっ！」


　ばさっ。


「うわきゃーっ！」


　ごろごろごろごろごろごろ……べしゃ。


「うにゅううううっ……」


　無論、改めて言うまでもない事であるが、勝負の結果は、毎週、エチカの敗北が続いていた。


　大たい抵ていの場合、何も考えず、馬鹿正直に突っ込むエチカを、スピノザの翼つばさの一ひと振ふりが吹き飛ばして決着がつく。


　それでもエチカは執しつ拗ように挑ちよう戦せんを繰くり返していた。


　単に意地という事もあったろう。だがひょっとしたら……彼女は、いい遊び相手を見付けた様な気になっていたのかもしれない。


「い……命いのち冥みよう加がな竜りゆうねっ！」


　洞どう窟くつの出入り口付近に生えた木の枝に引っ掛かって逆さ吊づりになりながら、エチカは何の根こん拠きよもなく勝ち誇ほこったりする。


「今日のところは、この位にしてあげるわっ！」


「お茶、入ったよ」


　いつの間にやら勝負の後は、たんこぶやら引っ搔かき傷の手当をするのと、スピノザ自じ慢まんの香こう茶ちやをご馳ち走そうになるのが恒こう例れいとなっていたが……十回、二か月目を過ぎる辺あたりから勝負とお茶会、どちらが本題か分からなくなってきていた。その証拠に、エチカの背中には破は竜りゆう剣けんの他にお茶受け……手製のクッキーやらマドレーヌやら……が詰つまった革かわ袋ぶくろが常備される様になっていた。








「……でね、お兄ちゃんは『面めん倒どう臭くさい』とか言って〈モナド〉に触さわりもしないのよね」


　自作の、クッキーと呼ぶにはあまりに巨大なそれをかじりながら、エチカは言った。スピノザに合わせて作ったもので、人間の顔程の大きさがある。


「で、彼の風か邪ぜが完かん治ちした今も、君が代わりに来ている、と」


「うん」


「もういいかげんに諦あきらめたら？」


　スピノザは、事実上エチカ専用となった例の素焼きのカップに新しい茶を注つぎながら、呆あきれた口調で言う。


「確かに破竜剣っていうのは、竜を打ち破るだけの神しん霊れい力りよくを秘めてるそうだけど、持ち手を選ぶとも言われるし……君では」


「私じゃ無む理りだっての？」


　ぴき。


　エチカの手の中で特大クッキーが割れる。


「破は竜りゆう剣けんというのは、ただ一人、英雄となるべき人物、破竜剣を授かった、その当人だけにしか使えない……その本来持つ神霊力を発動させる事ができない、そういう代しろ物ものなんだよ」


「英雄となるべき人物……」


　首を傾かしげながらエチカは兄レヴィンの顔を脳裏に描いてみる。


「あれが？」


「僕に聞かれても……」


「あのド助すけ平べいが英雄たるべき人物だってんなら、別に、私が破竜剣使えてもいいと思うんだけどな」


「いや、だからいいとか悪いとか、そういう問題じゃ……」


　溜ため息混じりに言いながら、スピノザは爪つめの先でクッキーをつまむ。


　特大とはいっても、彼の大きさからすれば錠じよう剤ざいみたいなものであるが……スピノザはちゃんとそれを嚙かみ砕くだき、味わってから飲み込んだ。作ったエチカに気を遣っているのだろう。律りち義ぎな竜であった。


　スピノザのそんな仕草を眺ながめながら、エチカは……ふと思い付いた様に言う。


「ね……私、邪じや魔まかな？」


「は？」


「諦めろっていうのは……もう来るなって事かな？」


　エチカはカップの中で揺ゆれる香こう茶ちやの波は紋もんに視線を落として、呟つぶやく様に言った。


「いや……その別にそういうわけじゃ」


　思いもよらぬエチカの反応に、スピノザは戸と惑まどう。


「邪魔なんだったら……」


「そんな事ないよ、むしろ……」


　続く言葉をスピノザは飲み込んだ。


　自分でも馬ば鹿かげた話だと思ったからだ。


　だが、こんな時間を……この日曜日の挑ちよう戦せん者しやの来らい訪ほうを、楽しんでいる自分にスピノザは気がついていた。事実、土曜日の晩になると、いそいそと洞どう窟くつの中を掃そう除じしたり、お茶の準備を始めたりしてしまう。日曜の朝など、まだ暗い内に目が覚めてしまう。ただ、くそ生意気で扱あつかいの厄やつ介かいな、人間の小こ娘むすめがやって来る、それだけの事なのに。


　全く馬鹿げた話だ。


　今までそんな事を自覚した事はない。


　独りである事を寂さびしいと感じた事は。


　だが、地上最強の超ちよう常じよう生物は、地上最強であるが故に……本当は、孤こ独どくであったのかもしれない。


「むしろ、何？」


　顔を上げ、何かを期待する様な眼で、エチカが尋たずねる。スピノザは追い詰つめられた様な気持ちで、適当な言葉を探した。


「その……退たい屈くつしなくていいさ」


「そう？」


　何とかひねりだした言葉に納なつ得とくしたのか、エチカは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。








「……とは言っても」


　巨大な翼つばさを広げて宵よい闇やみの空に舞まい上がりながら、スピノザはぶつぶつと文句をたれた。


「なんで僕がこういう事をしなきゃならないんだよ、もう……」


　森の上すれすれを音もなく飛びながら、スピノザは自分の腕うでの中で眠ねむりこける少女を眺ながめた。


「竜りゆう退たい治じに来た癖くせに……」


　その退治すべき竜に送ってもらうというのも間ま抜ぬけな話であった。


　エチカは、半分口を開いたまま、何の緊きん張ちよう感かんもなく惰だ眠みんをむさぼっている。対決で疲つかれた挙げ句、お茶の後、洞窟で眠り込んでしまった彼女を放っておくわけにもいかず……こうしてスピノザが街まちまで送る羽は目めになったのである。


「しまいにゃ、いくら僕でも食うぞ」


　と牙きばを剝むいて見せても、腕の中の少女に反応はない。完全に熟じゆく睡すい状態である。余程疲れたのか、それとも安心しきっているのか。


「まったく……僕が竜だって事、忘れてないか？」


　エチカの気持ち良さそうな寝ね顔がおを眺めながらスピノザは溜め息をつく。


　竜たるものの定め。人たるものの定め。


　その間にあるのは恐きよう怖ふ、憎ぞう悪おという名の溝みぞだけだ。二つの定めがそれ以外の感情を挟はさんで交わる事はない。あってはならない筈だ。


　だが彼はどうしても残ざん忍にんになれない。


　彼は人間が好きだった。倣ごう慢まんで愚おろかだが、溢あふれんばかりの活力を持った種族を観みるのは、楽しかった。


　このエチカという少女を知ってからは特に。


「……この辺でいいかな」


　スピノザは静かに街まち外はずれの広場へと舞まい降りた。


　鳥と違ちがい、竜は翼つばさで空気を叩たたいて空を飛んでいるわけではない。どんな鳥にも勝まさる巨体でありながら、その気になれば全く音をたてずに飛ぶ事すらできる。しかも黒いスピノザの身体からだは宵闇に容易たやすく溶とけ込む。隠おん密みつ行動などお手の物だ。


　エチカの家の側そばに届とどけてやるのが親切というものであろうが、いくら何でもスピノザが街まち中なかに入れば大おお騒さわぎになる。エチカはともかく、他の住人達は、スピノザと、他の凶きよう暴ぼうな竜との区別はつくまい。


「さて……」


　エチカを起こそうとした瞬しゆん間かん。


「…………！」


　黒い巨体が、空気をえぐり抜ぬく様な勢いで旋せん回かいする。その重量からは想像も出来ない程の素早さで、スピノザは広場の入り口を振ふり返った。


　……しまった！


　そこにひっそりと立つ影かげを認めてスピノザは自らの失態を悟さとった。地平線より昇のぼり始めた月を背景として逆光の中に描かれる影は、小こ柄がらな人間の輪りん郭かくを備えていたのである。


　確かに人の気配は探った筈はずなのだ。気配を殺す技法でも心得ていない限り、竜の感覚を欺あざむく事などできない筈なのだが……


「こ……」


　スピノザは慌あわてた。


　非常にまずい事になった、という想いが彼の脳裏を過よぎる。スピノザ自身がではない。彼の腕の中で眠っている少女の立場が、だ。


「怖こわがらないで……！」


　我ながら間ま抜ぬけな言葉だ、と思いながら、スピノザは他に言うべき言葉を見出せなかった。天敵が『怖がるな』と言ったところで、微み塵じんの説得力もありはしない。


　しかし……


「妙みような気配がすると思ったら」


　返ってきた声は……スピノザの予想を完全に裏切って静せい謐ひつなものであった。


「ドラゴン、だったんですね」


「……えーと」


　スピノザは困こん惑わくした。


　短い沈ちん黙もくの後、おそるおそる、といった口調で彼は尋たずねた。


「驚おどろかないの？」


「驚いてますよ」


　人影は静かな口調で言った。


　声こわ音ねだけを聞いていると、とても驚いている様には聞こえない。のんびりした声には小さい子供を相手にする様な、優やさしい響ひびきすら感じられる。


　衣きぬ擦ずれの音と共に歩み寄った人影は、月の蒼あおい光の中で若い女性の姿に結像した。


　黒くろ髪かみ。黒くろ瞳め。紺こん色のワンピースの上にフリル付きの白いエプロン、典型的なメイドの格好。年の頃ころは恐おそらく二十代半ば、どう見てもまだ三十歳に達してはいまい。


　非常に美しい娘むすめだ……だが、近寄り難い美しさではない。何ど処こかとろんとした眼などは日ひ溜だまりで寝ねこける猫を想わせて、愛あい嬌きようがある。


「あ……あのですね」


　娘の視線が、自分の腕の中に注そそがれているのを知って、スピノザはしどろもどろに言った。


「これは、その……別に、僕はこの子をとって食おうとか、そういうわけでは……」


「分かっています」


　娘は柔やわらかな微び笑しようをそのまま、戸惑う竜に向けて言った。


「あ……そう……なんですか？」
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　スピノザは拍ひよう子し抜ぬけした。


　いくら沈ちん着ちやく冷静、剛ごう胆たんな人間といえど間近に竜を見れば、まず恐きよう怖ふに身がすくむ。既すでに絶対的な脅きよう威いでないとはいっても、人間など一いつ瞬しゆんでひねり殺せる凶きよう悪あく生物を前にして、怯おびえを感じない者はいまい。数千、いや数万年に渡って、連綿と受け継つがれてきた恐怖の記き憶おくは、そう簡単に消えはしない。


　それがこの娘にはない。


　初めて会った時のエチカの様に、ある種の使命感や気き迫はくで恐怖を抑おさえ付けたり、ごまかしたりしているのではない。その立ち居振ふる舞まいはごく自然な……まるで同じ人間と相あい対たいしているかの様な柔らかさであった。


「食べようと思えば、いくらでも食べる機会はあった筈はずでしょう？」


「まぁ……確かにそうですけど」


「それに貴方あなたは……」


　何の恐おそれも示さず娘はスピノザに歩み寄ると、その腕の中のエチカに……はしたなく口を開いて眠りこける少女の頰ほおに触ふれた。


「腕の中の女の子を起こさない様に、そして街まちに無用の混乱を引き起こさない様に、そっと音を殺して飛んだ……違ちがいますか？」


「ええ……まぁ」


　娘は改めてスピノザに微笑ほほえんで見せた。


「そんな相手の言う事ならば……それがたとえ、人間の天敵と呼ばれる竜の言葉であっても、私は信じたいと思います」


「助かりました」


　スピノザは安あん堵どの溜ため息をついた。


「貴女が聡そう明めいな方で」


　彼が恐おそれたのはエチカに関する街の人々の噂うわさであった。邪じや悪あくの象しよう徴ちようたる竜。事情はどうあれ、その側にいる者がどういう眼で見られるか……スピノザにも想像はつく。


「お分かりでしょうが……僕の事は」


「はい……内密にしておきます」


　娘は小さくうなずいた。現実にスピノザと出会った事のない人々に、彼の無害さを説といても信じてはもらえまい。


「ありがとうございます」


　スピノザは長い首を垂れて一礼した。


　妙みように人間臭い仕草がおかしかったのか……くすくすと笑いながら娘は言った。


「本当に……変わった竜ですね、貴方」


「よく言われます」


　スピノザは爪つめの先で、角つのの付け根辺あたり……後頭部を搔かいた。案外、照れているのかもしれない。


「あ……僕は、スピノザといいます」


「〈デルフォイに棲すむ魔ま竜りゆう〉の伝説は、本当だったんですね……私は、ラウラ・ペトラルカと申します」


　娘は優ゆう雅がに一礼する。


　それは何気ない仕草であったが……計算され尽くした舞まい姫ひめの踊おどりの様にも見えた。動作の隅すみ々ずみにまで隙すきというものがまるでないのである。


「エチカの事、ご存ぞん知じの様でしたが……」


「私、ライプニッツ家のメイドをしておりますので」


「あ……成程」


　スピノザは頷うなずいた。


「大変でしょうねぇ」


　お転てん婆ばな眠り姫を起こさぬ様に注意しながら、その小こ柄がらな身体をラウラに託たくし、スピノザは労いたわりを込こめた口調で言う。


「いえ……別に」


　ラウラはのんびりと言った。


「確かにちょっと無茶というか、短気というか、そんな部分も持っておられますが……とても心根の優やさしい、素直な良い子ですよ、エチカ様は」


「分かってます」


　スピノザは領いた。


　実のところ、スピノザが接せつ触しよくを持った人間はエチカが最初ではない。


　スピノザは人間が好きだった。


　傲ごう慢まんで愚ぐ劣れつで脆ぜい弱じやくで、しかしあふれんばかりの活力を秘めたこの、不思議な種族を見るのは、楽しかった。


　彼の生きて来た三百年余りの間に、出会い、言葉を交わし、あるいは友達と呼んでも差しつかえない様な付き合いをした人間も、決して多くはないが、確かにいたのだ。


　だが……それでもスピノザを見る彼等の眼から畏い怖ふが完全に拭ぬぐい去られる事はなかった。どこまでいっても人は人、竜は竜なのだから。彼と笑顔で語り合いながらも、心の片隅では彼を恐おそれ、警けい戒かいする……それは人間である以上、仕方のない事だと、スピノザは思っていた。


　その気になれば、爪の一ひと振ふり、いや、吐と息いきの一吹きでさえ、竜のそれは人間を殺して余りある力を持っている。そんな相手をどうして心の底から信用できようか。彼等の気持ちはスピノザにも分かった。だからこそ、スピノザはその事については、諦あきらめていたのだ。


　所しよ詮せんは違ちがう生き物だ……と。


　だが。


「エチカは……」


　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまり……そしてスピノザはつぶやく様に言った。


「この子は……僕が、生まれて初めて得た、人間の……本当の、友達ですから」


　何の不安も示さずに、自分の側そばで眠ってくれる……そんな人間。見た目や他人の言葉に惑まどわされず、自分の感じたものを素直に受け入れる事のできる人間。


「そうですか」


　ラウラはほんの少し誇ほこらしげに、眠るエチカを見つめた。


「……さて」


　大きく翼つばさを振り広げてスピノザは身体を伸のばす。


「他の人に見付からない内に、僕は退たい散さんします」


「スピノザさん」


　重さのない幻まぼろしの様にふわりと舞まい上がるスピノザを見上げながら、ラウラは言った。


「表立って歓かん迎げいする、というわけにはさすがに参りませんが……またいらして下さい」


　微笑ほほえみながら彼を見上げるラウラの言葉には、噓うそ偽いつわりのない、誠実な響ひびきがあった。


「私も、貴方あなたの二番目の友達にしてもらえる様に、努力しますから」


「ありがとう」


　心の底からの礼を残して、変わり者の竜は悠ゆう然ぜんと星の輝かがやき始めた空に昇のぼって行った。








　……お前なんか。


　何度も繰くり返される侮ぶ蔑べつの言葉。


　……お前なんか要らない。お前がいたって誰だれも喜ばないのよ。私も。あの人も。お前なんか。お前なんか。


　頰に走る痛み。


　……お前なんか！


　殴なぐられた鈍にぶい痛みよりも、その言葉が突つき刺さす胸の、鋭するどい痛みに、うめく。けれど泣かない。泣けない。泣けば、もっと殴られるから。もっと酷ひどい言葉が浴びせられる事を知っているから。


　ただ、黙だまって耐たえる。


　……お前なんか……


　そして目の前の愚おろかな女は泣き崩くずれる。


　独りで喚わめき、独りで罵ののしり、独りで泣く。


　憎ぞう悪おと悲ひ嘆たんの袋ふくろ小路こうじ。ただ一人の理解者にさえ理り不ふ尽じんな暴力と罵ば倒とうを浴びせる事しかできない。そうする事でしか生きて行けない。


　そして。


　不幸の再生産。


　親から子へ。


　不幸は受け継つがれる。








「……お母さん」


　エチカは身を起こした。


　カーテンの向こうから寝しん室しつににじみ入る光は、月の青みを帯びている。まだ夜明けには遠い時刻であった。


　もう忘れたと思っていた。


　母の亡なき骸がらと共に埋まい葬そうした筈はずの、遠い日の思い出。誰を愛し、誰を憎にくめばいいのかすら分からなかった頃ころの、記き憶おく。


「私は……」


　エチカは自分の頰ほおを伝う涙を意識する。


　何が悲しいのか分からない。どうして涙が出るのか分からない。あの頃は、泣くのをこらえる事なんて、簡単だったのに。今は幸せな筈なのに。父も、義母も、そして義兄も優しくしてくれる。それなのに。


　多分。


　エチカは思う。


　自分の心は、あの時からどこか壊こわれたままなのだ。何かが欠けたままなのだ。


　父に対する復ふく讐しゆう……いや、そんな立派なものではなく、単なるあてつけの道具として自分を生んだのだと……そう実の母に聞かされたあの日から。


　自分が何のために生まれて来たのか、その意味を見失ったあの日から。








「んーっ」


　窓まど辺べから差し込む朝日の中で、エチカは大きく体を伸ばした。


　エチカの朝は早い。


　かなり早い。学校が始まるまでにはまだ、相当の時間がある。教師ですらまだ寝ねているだろう。


　何な故ぜそんなに早起きかというと、下へ手たに寝ね坊ぼうしようものなら、もっと早起きの兄が、どういう起こし方をしてくるか、分かったものではないからである。


　おはようのキス程度なら可愛かわい気げがあるが、レヴィンの場合、胸だの腰こしだの、所構わず頰ずりしたりするので、全く油断がならない。彼に言わせれば、兄妹きようだいの無む邪じや気きな戯たわむれだそうだが、エチカに言わせれば、邪じや念ねんてんこ盛もりの痴ち漢かん行こう為いである。


「まったく、どうしてああいう変態がもてるんだろ」


　ぶつぶつ言いながらエチカはベッドから降りて、服を着き替がえる。


　レヴィンはエチカと同じ学校に通っているが、結構、学校の女の子達には人気があるのだ。


　容よう姿し端たん麗れい、成績優秀、武ぶ芸げい百ひやつ般ぱんとなれば、まあ異性に人気があって当然だが、何よりも彼の場合、変に飾かざらない、貴族らしからぬ性格が、女子だけでなく男子の信望も集める結果となっている。エチカから見ればただのケダモノだが、助すけ平べいも、自分に正直な性格の現われ、という評価を得ていた。


　得な奴やつである。


「さて」


　着替えが終わり、顔も洗うと、エチカはベッド脇に立てかけてあった〈モナド〉を手に取った。


　抜ばつ剣けんして目の前にかざすと、今日も破は竜りゆう剣けんは変わらぬ宝玉のきらめきを示す。青い球面が、ちょっと不服そうな少女の顔を映していた。


「……意地悪」


　と文句をつけてみても、無論、物言わぬ剣からの反応はない。


　正当なる所有者の手ににぎられた時にのみ、その神しん霊れい力りよくを発はつ揮きする破は邪じやの剣。エチカが振ふり回しても、ただの剣だ。単に切れ味というなら、台所の包丁の方が余程鋭するどい。


「お兄ちゃんにその気がないんだから、私を主人と認めてくれてもいいじゃない」


　とはいうものの……正直に言うと、これが本物の破竜剣であるかどうかも、怪あやしい。


　なにしろ、〈モナド〉の力が発動した事はまだ一度もないのだ。


　破竜剣そのものの存在は歴史的事実だ。


　だが、それが何い時つ、何ど処こで、誰だれの手によって、そして如何なる方法で製作され、どういった経路で〈デルフォイ神殿〉に運び込まれるのか。また、どういう選せん択たく基準で〈勇者〉は選ばれ、どういう手段でその来らい訪ほう時じに合わせて安置されるのか……全すべては謎なぞのままなのである。従って偽にせ物ものと本物の明確な見分け方もない。


　先代の破竜剣〈ダンテ〉が存在したのは二百年も前の話である。その稼か働どうする様さまを目もく撃げきした人間がいたとしても、既すでに全員墓の下だ。〈ダンテ〉以前の破竜剣も、歴史の狭はざ間まで失われて久しい。見比べるというわけにもいかないのだ。


　要するに、誰かが悪いた戯ずらで造った偽物という可能性もあるという事である。


　もっとも、そこまで手の込んだ悪戯をして意味があるかどうかは疑問だが。


　レヴィンに使わせてみれば真しん偽ぎは分かると思うのだが……彼は決して〈モナド〉に触さわろうとしない。


　また、一説には対竜戦せん闘とう専門である破竜剣は、竜に向けた時のみ作動するとも言われる。ただ家の庭で振ってもその奇き跡せきの力が発揮されるかどうか分からないのだ。


　どうしてもというなら、レヴィンを無理矢理にでもスピノザの所へ連れて行って、使わせてみるしかない。


　何にせよ、エチカにとっては、自分で使えない以上、本物であろうが偽物であろうが、事実上、大差なかったりもするのだが。


「いつか、発動させてみせるわよ」


　無む謀ぼうな事を言いながら、エチカは布を取り出し、破竜剣を磨みがく。正体不明の材質は錆さびるかどうかさえ疑わしいのだが、それでもエチカは毎日、〈モナド〉の手入れを欠かさない。


　その微笑ほほえましい程に優やさしく丁てい寧ねいなその手付きは、武器の手入れというより、愛いとしい子をあやす母親さえ連想させる。まあ、単にいじくりまわして遊んでいるだけ、という見方もあるが。


「……おかしいわね」


　一通りの手入れを終え、〈モナド〉を鞘さやに納めて、エチカは首を傾かしげる。いつもなら、そろそろレヴィンが、妹を起こすという大義名分の元に、エチカの部屋に進入を開始するのだが……今朝に限っては何の音おと沙さ汰たもない。


「まだ寝てるのかな？　それとも……」


　カーテンを開く。庭にも彼の姿はない。普ふ段だん、レヴィンはエチカを起こす直前まで、日課の剣けん術じゆつ修練を庭でしている。


　ちなみに最近は、エチカも学校に行くまでの時間、兄と共に剣術の稽けい古こをする様になっていた。


〈モナド〉の神秘力が使えないのはしょうがないとしても、このままではいつまで経っても、吹っ飛ばされ、たんこぶをこさえるばかりだ。そこで一念発ほつ起き、剣術を兄に習い始めたのである。もっとも彼女の場合、剣術の腕うでがどうこう、というよりも、馬ば鹿か正直に正面から突つっ込む戦法に問題があるのだが。


「おかしいわね……」


　エチカは自分の部屋を出て、隣となりのレヴィンの部屋を見る。


　扉とびらに何か貼はってあった。


　前まで来てみると、兄の字で走り書きされた紙切れが一枚。


「『旅に出ます、探さないで下さい……レヴィン』……？」


　眉をひそめて言うエチカ。書き置きには続きがあった。


『なお、晩には帰るので、夕食、残しといて下さい、よろしく』


「……そーゆーのを旅と言うのかしら」


　うんざりした表情でエチカはつぶやいた。








　スピノザは争い事が嫌きらいである。


　相手が何者であれ、傷つけたり傷つけられたりするのは、嫌いやなのだ。もっとも竜りゆうの場合、余程の事がない限り、傷つけられる側に回る事はない。


　だが、彼の性格と、彼の竜としての属ぞく性せいとはまた別の問題である。闘たたかいが嫌いだからといって、破は壊かい神しんにも等しいその能力が、消しよう滅めつするわけではない。


　例えば、殺気を感じ取る力。


「…………？」


　洞どう窟くつ掃そう除じの手を止めて、スピノザは入り口を振ふり返った。


「……エチカ？」


　……でない事は瞬しゆん時じに分かった。


　洞窟の入り口に立つ影かげは確かに人間の輪りん郭かくを備えていたが……馴な染じみの少女よりも頭一つ分以上、長身である。手にしているのも〈モナド〉ではない。もっと長大でいびつな何かであった。


　そして何よりも、エチカは闘とう志しを燃やす事はあっても、この様な、殺気を叩たたきつけて来る事はない。できない。練り込まれ、絞しぼり込まれた本物の殺気は、周囲の気温すら下げかねない代しろ物ものなのだ。


　別人だ。


「……死ね」


　一方的な宣告。


　たった一人の人間風ふ情ぜいが竜に向かって言うべき言葉ではない。それは戯たわ言ごとにもならない、ただの虚きよ言げんだ。


　だがスピノザは横へ跳んだ。


　竜の本能が回かい避ひを命じたのだ。そしてそれが正しかった事は、次の瞬しゆん間かんに証明された。


　虚こ空くうをえぐる軌き跡せき。


　洞どう窟くつ全体を揺ゆさぶる轟ごう音おんを引きずって……そう、それは音よりも速く突つっ込んで来たのだ……それはスピノザの翼つばさの端はしをかすめた。


　小さな火花が咲く。


　ささやかな鉛えん塊かいとスピノザの強きよう靭じんな外皮が嚙かみ合って生んだものである。


「銃じゆう……!?」


　スピノザはうめく様に言う。


「コンディヤック社製・七七式対装そう甲こうライフルＭ７７ＡＰ……〈貫つらぬくもの〉」


　涼すずしげな声が告げる。


「俗に、対戦車ライフルという奴やつさ……中古市場に出回る旧きゆう式しき兵器だが、意外に値ね崩くずれしてなくてね、徹てつ甲こう弾だん共々、手に入れるのに、貯ためてた小こ遣づかいを使い果たしたよ」


　楽しげな口調であった。声に殺気がにじんでいなければ、小遣いをはたいて買った、お気きに入いりの玩具おもちやを自じ慢まんする子供のそれと、大差ないだろう。


「だが、ま、それだけの価値はあるな……いかな竜とて、これをまともに食らえば無傷ではすまないと思うよ」


「ちょっと待っ……」


　悲鳴じみたスピノザの抗こう議ぎは、爆ばく音おんに等ひとしい銃声に却きやつ下かされた。とっさに洞窟の壁かべに身を寄せていなければ、その銃じゆう弾だんはスピノザの肩に食い込んでいたろう。


　更に銃声。銃声。銃声。


「うわわわっ！」


　続けて撃うち込まれる銃弾に追い立てられ、狭せまい洞窟の中をスピノザは跳はね回る。


　いかに強力でも所しよ詮せんは銃弾一発、人間の親指程度の穴あなが腹や胸に開いたところで、竜の生命力はいささかも揺ゆらぐものではない。人間でいえば、やや太目の針が、刺ささる様なものである。致命傷には程遠い。


　だが……頭や心臓といった急所に撃ち込まれれば、どうなる事か。


　拳けん銃じゆう弾だん程度であれば、竜の皮ひ膚ふは難なんなく食い止める。強靭な皮と強固な鱗の複合構造は、防弾繊せん維い以上に銃弾の侵しん入にゆうを阻はばむからだ。


　だが相手の言葉によれば、この弾丸は対戦車仕し様ようである。装そう薬やくも口径も、小さな拳銃弾とは比べものにならない。鉄板を串くし刺ざしにする弾道に、強靭無比とはいえ、生身の皮膚がもちこたえられるかどうか。まして、眼や口の中なら……


　ハーモニカの様な、大型反動軽減器を装着した独特の銃口が旋せん回かいし、ぴたりとスピノザの額に照準を合わせる。


「く……！」


　スピノザは翼を振ふった。


　轟ごう！


　巨大な管楽器となって洞窟が吠ほえる。


　殺さつ到とうする風が猛もう烈れつな勢いで、人影を紙人形の様に洞窟の外に吹き飛ばした。


「しまった……！」


　やり過ぎた。


　下へ手たをすれば、相手は外の樹木の幹に頭ず蓋がいを叩たたきつけられて、死ぬ。それだけの風速は十じゆう分ぶんにあった。とっさの事とはいえ、スピノザは猛もう烈れつに後こう悔かいした。


「おい、大だい丈じよう……」


　転がる様にして洞窟の外に出たスピノザは、相手の姿を探す。


　……いない。


「…………！」


　黒い巨体が、残像すら残す程の速さで跳とぶ。


　射線上から目標を失った徹てつ甲こう弾だんは、虚むなしく地面に突つき刺ささった。


「なんて奴やつだ……」


　スピノザは驚きよう嘆たんする。


　あの襲しゆう撃げき者しやは、突とつ風ぷうに吹っ飛ばされながら体勢を建て直し、しかも瞬しゆん時じにあの長大な対戦車ライフルを持って移動、潜せん伏ぷくしたのだ。


　スピノザに兵器の詳くわしい知識はないが、銃じゆう器きの作動原理位は知っている。


　単なる鉛なまりのつぶてに、音よりも数倍速く虚こ空くうを駆かける力を与あたえるには、相応の火薬量が必要だ……そしてその膨ぼう大だいな爆ばく発はつ力りよくを封ふうじ込め、銃弾初速として一方向に収しゆう束そくする、頑がん強きような薬室と銃身が。頑強さを得るため避さけ得ない重量化、巨大化は、結果としてこの兵器を個人では扱あつかいきれない代しろ物ものにしてしまう。少なくとも、障害物が多く、足場も悪い……そんな森の中で、人間一人が自由自在に操あやつれる武器である筈はずがない。


　事実、対戦車ライフルは三、ないし四人の兵士が運うん搬ぱんし、銃座に据すえ付け、中遠距離の敵をじっくり狙って使用する兵器なのだ。個人で振り回せる代物ではない。まして戦車の様に鈍どん重じゆうな動きの標ひよう的てきならばともかく、竜の、しかも小さな急所を移動しながら狙ねらうとなると、とても常人に可能な芸当ではなかった。


　部隊規模の破は壊かい力りよくと個人の身軽さ、精密さ。


　超ちよう人じんというほかないだろう。


「どうする……」


　洞窟の入り口にまで後こう退たいし、スピノザは自問する。


　対たい抗こうする手がないわけではない。電光を全方位に放出してやれば、あの長大な銃身は避ひ雷らい針しんとなって、必殺の雷撃を誘ゆう導どうしてくれるだろう。


　そう。必殺の。


　相手が十じゆう分ぶんに離はなれた場所にいれば、しびれる程度ですむかもしれないが……予想以上の近きん距きよ離りに身を潜ひそめていた場合、スピノザの電光は相手を殺してしまう。かといって、あまり威い力りよくを弱めれば、意味がない。電光を放った直後の隙すきを突かれれば、それこそただではすむまい。


　防御に徹てつする事も出来るが、持久戦にでもなったら先に体力が尽きるのは間ま違ちがいなくスピノザの方だろう。いつ何ど処こから来るとも知れない銃弾をいつまで警けい戒かいし続ける事が出来るだろうか。攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよというが、それは、防御というものが攻撃よりも遥はるかに多くの手間と労力を要するからだ。


「くそ……」


　スピノザは牙きばを食いしばった。


　彼の中に……今の状じよう況きように興こう奮ふんする部分がある。竜の本性だ。それが、歓かん喜きに震ふるえている。


　血が、沸わき立つ。


　……殺してしまえよ。


　本能が言う。何の気負いもためらいもなく、当然の事の様に。


　……簡単だ。面めん倒どうな事は何もない。そのためにこの爪つめ、この牙、この角つの、この翼つばさはあるのだから。


　その言葉に従う事が出来たなら、どれ程、楽だろうか。だが、スピノザは折れそうな程に強く嚙かみ合わす牙に、その想いを封ふうじた。


　殺すのは簡単だ。


　壊こわすのも簡単だ。


　それは竜の本性だ……確かにそうだ。


　殺し、壊し、永えい劫ごうに等しい歳さい月げつの間、それを続けて……後には何も残らない。人間達の恐きよう怖ふと憎ぞう悪おを除いて。それ以外、何も。


　何も遺のこせない。


　竜の時間とて永遠ではない。この世を去る時、何も遺せないのは、あまりに寂さびしい。ただ憎悪と恐怖だけを浴びて、世界という名の舞ぶ台たいから退たい場じようするのは、あまりに悲しい。


　竜は……自分は何のために、この世に生まれて来たのか。


　意味が欲しい。意味を見出だしたい。意味を遺したい。存在の、理由を。自分が今、ここに生きている事に対する……納なつ得とくできる意味を。


　だから彼は決めたのだ。


　壊さない。殺さない。


　それが、彼なりの、竜という生物の運命に対する、反はん抗こうだったのかもしれない。


「あ……あの！」


　悩んだ挙げ句、スピノザは相手を説得する事にした。


「ええと、誰だか知らないけど、まず話し合おうよ、うん、暴力では何一つ物事は解決しない……」


　轟ごう音おん。


　何者なのかは知らないが、少なくとも相手は解決すると思っているらしい……鼻先の地面に空あいた弾だん痕こんを眺めながら、スピノザは絶望的にそう思った。








　時は昼休み。ところは校庭の片かた隅すみ。


「あらあら、御苦労な事ね」


　悪意満まん載さいの声にエチカは顔をしかめ……だが無視して〈モナド〉を振ふる。


　見み掛かけよりも随ずい分ぶんと破は竜りゆう剣けんは軽いが、それでも剣を操あやつる腕わん力りよくは鍛きたえておくに越こした事はない。そういうわけで、エチカは学校でも昼休みには校庭の隅で素す振ぶりをしているのだ。


　ちなみに学校にはちゃんと剣けん術じゆつ俱く楽ら部ぶもあるのだが、最初に見学に行った時、入部動機を聞かれて素直に答えてしまい、大笑いされ……モナドで主将の顔面をぶん殴なぐって以来、出入り禁止の扱あつかいを受けている。当然だが。


　このエチカの修しゆ行ぎよう……というか何というか……を、最初は皆、何事かと見物に来たりしていたが、ここ一か月程で、皆も飽あきて来たらしく、野や次じ馬うまはほぼ消しよう滅めつしていた。


　街まちの皆はスピノザの実在を信じていない。よってエチカの行こう為いも、噓うそを噓で塗ぬり固める……というより、彼女なりの奇き抜ばつな趣しゆ味みというか、誇こ大だい妄もう想そうというか、自己主張というか、まあその様なものだ、という結論に落ち着いている。


　それでもって。


　減り続けた野次馬の中で、最後に残ったのが……


「脳のう味み噌そスカスカの子は、飽きるって事知らないから、何事にも根気があっていいわね」


「そういうあんたはどうなのよ」


　眉み間けんに怒いかりのしわを刻きざんで振ふり返ったエチカの前に、一人の同級生が立っていた。


　いうまでもなくベアトリーテである。


「噓もあんまりむきになって続けると、可愛かわい気げがないわよ」


　エチカの言葉を無視して、ベアトリーテは言った。


「気を付けてね、貴女あなたから馬ば鹿かのつく正直さを取ったら、何にも残らないんだから」


「あんたからお金取ったら何も残らないのと同じってわけね、確かにそれは問題だわ」


「私には、この美び貌ぼうが残るけれど、貴女にはねぇ……」


「いやあ、いいわね、お金持ちは、顔にあわせて歪ゆがんだ鏡も特とく注ちゆうできて」


「歪んでんのは、あんたの顔……いや、そうじゃなくて」


　いつもの調子で始まりそうな口くち喧げん嘩か本番を珍めずらしく抑おさえ、ベアトリーテはほんの少しだけ真ま面じ目めな表情で言った。本題は嫌いやがらせではなく、こっちだったらしい。


「今日は……レヴィン先せん輩ばいのお姿が……見えないけど」


　やや躊躇ためらいがちな口調も珍しい。世の中を舐なめきった程の強気が、この少女本来の持ち味でもあるのだ。


「お兄にいちゃんに何か用？」


「別に、用があるわけじゃないけど……」


「今日は自主休校だそうよ」


「あ……そう」


　曖あい昧まいな表情でべアトリーテは頷うなずく。


　エチカがその表情の意味を問おうとした時……昼休み終了の鐘かねが校庭に響ひびき渡った。








　スピノザは説得を続けていた。


「そもそも君は何者なんだ？」


　返事はない。


　警けい戒かいしているのだろう。相手はスピノザと戦争をしているつもりなのだ。不用意な発声は自分の位置を暴ばく露ろする。いくら対戦車ライフルを所持していても、単に総合的な攻撃力を比ひ較かくすれば圧あつ倒とう的に竜の方が有利なのだ。面めんと向かっての戦せん闘とうは愚ぐの骨こつ頂ちようだった。


　そういう相手の思おも惑わくはスピノザにも理解できた。


　だが、それでもスピノザは説得を諦あきらめなかった。半ば意地になっていた部分もある。


「信じられないかもしれないけど、僕は人間に害を加えた事は一度もない……」


　ふと、たんこぶをしこたまこさえたエチカの姿が脳裏をよぎる。


「……というわけでもないけど、いや、だから、その、おおむね、平和主義者で通してるんだよ……だから」


「……戯たわけた事を」


　声が漂ただよって来る。


　反射的にスピノザは気配を探るが、どうにも正確な位置がつかめない。どうやら小こ刻きざみに移動を繰くり返しているらしい。


「魔ま竜りゆうは邪じや悪あくという業ごう故ゆえに人間を殺し、英雄は正義という業故に魔竜を殺す……それが絶対の定めさ」


「定め？」


　知っていた。分かっていた、そんな事は。竜は定めとして人を害し、そして勇者に倒たおされる。それが摂せつ理りだった。


　予定調和。


　だがスピノザは聞き返さずにはおれない。


「誰が、そんな事決めたっていうんだよ！」


「さてね」


　声は嘲ちよう笑しようを含ふくんで言った。


「だが、それが有史以来、竜と人との間に連綿と続けられてきた事実だよ……始まりはささやかな偶ぐう然ぜんであったとしても、幾いく度どとなく繰り返されれば、遥はるかな時の彼方かなたで、それは宿命という呪じゆ縛ばくに変ずる」


「そんな勝手な理り屈くつがあるか！」


　スピノザの声は悲鳴に近かった。


「勝手なものなんだよ、運命ってのは……望む望まぬにかかわらず、それは僕達の在あり様を縛しばる」


「僕は認めない」


　スピノザは相手の言葉を遮さえぎる様に言った。


「絶対に認めてなんかやらないぞ……」


　宿命。運命。


　望んでも望み得ぬもの。免まぬがれようとしても免れ得ぬもの。


　ではこの心、この知恵、この想いは、何のために存在するのだ？　それすらも運命という予定調和の内か？　ならば、生きる事に何の意味がある？


「認めなければ、どうする？」


　挑いどむ様な声。


「何もしない」


　スピノザは言った。


「僕は、何者をも殺さない、決して……たとえ殺されたって、そんなものに屈くつ服ぷくなんかしてやらない！」


　スピノザは立ち上がった。


　恐おそらく狙そ撃げき者しやからは丸見えだろう。相手の今までの狙撃精度を考えれば、まず間ま違ちがいなく次の銃じゆう弾だんはその名の通り、スピノザの額を貫つらぬく。


　その瞬しゆん間かん、スピノザは「ざまあみろ」と叫んでやるつもりだった。狙撃者にではない。運命というものに向かって。


「……エチカ」


　少女の姿が脳のう裏りを過よぎる。


「ごめん……」


　次の日曜……スピノザの屍しかばねを見つけて、彼女はどうするだろうか。驚おどろくだろう。それから……


　退たい治じする前に勝手に死んで、と、怒おこるだろうか。ひょっとしたら、少しは寂さびしがってくれるかもしれない。悲しんでくれないまでも、ずっと自分の事を覚えていてくれるかもしれない。時々は思い出してくれるかもしれない。


　それでいい。


　それこそが、彼がこの世界に存在した証あかしとなる。


　……しかし。


「…………？」


　銃弾は来ない。来なかった。


　殺さつ気きすらもが消えていた。竜を葬ほうむる絶好の機会を前にしながら、狙撃者はどこかへと去ってしまっていたのだ。


「……どういう事だ？」


　呆ぼう然ぜんとした竜の呟つぶやきだけが、静けさを取り戻した森に拡かく散さんしていった。




　第三章　魔獣王達の憂ゆう鬱うつ







　彼女に敵はいなかった。


　絶対的な力が……いかなる生物と比べても圧あつ倒とう的な、桁けた違ちがいの力が彼女の無敵を裏打ちしていた。いかなる猛もう獣じゆう魔獣とて、さしたる労力も要さず瞬しゆん殺さつできるその力は、ある意味では神のそれに等しい。


　戦うのではない。ただ一方的に破は壊かいと死し滅めつを与えるのみだ。まさしくそれは神の力といえたろう。


　彼女にとって同族以外の生物は、気まぐれにひねり殺せる玩具おもちやに過ぎない。人間などという、少しばかり知恵があるだけの、猿さるの出来損ないは、その最たるものであった。


　そう。


　その日も彼女は……身の程知らずにも彼女の住む洞どう窟くつにやって来た一人の人間を、弄もてあそんだ挙句に、生きたまま食うつもりだった。


　それを悪意とはいうまい。


　彼女は神なのだ。卑ひ俗ぞくなる生物に対して他の付き合い方を知らない。それが彼女にとって生きるという事だったのだから。


　しかし……








　炎ほのおが割れた。


　元より必殺の意味を込こめて吐はいた火か炎えんではない。ちょっとした脅おどし、いや脅しというよりも本番前の肩慣らしのつもりで放った炎の吐と息いきである。


　だが、それでも火炎は火炎だ。単なる剣けんの一ひと振ふりで、綺き麗れいに切り裂さかれる道理などない。あるいは真空を呼ぶ程の速さをもってなされた剣けん閃せんであれば、可能かもしれないが……今、炎を斬きった剣の動きは緩ゆるやかとさえいえるものであった。あれでは空気を抉えぐり抜ぬく事などできまい。


　信じ難い光景であった。


　人間が……彼女の前ではただ逃にげ惑まどい、絶望の叫さけびを上げるだけの人間が、ただ一本の剣で彼女の炎を斬り捨てるとは。


　灰はい色いろの衣ころもに身を包んだ剣けん士しは悠ゆう然ぜんと前へ進み出る。その断固たる歩調に天敵への恐おそれは微み塵じんも感じられなかった。


　彼女は怒ど号ごうする。


　不ふ遜そんな人間に対する怒いかりは、強きよう烈れつな電光となってその剣士に殺さつ到とうした。


　静せい寂じやくを打ち割る轟ごう音おん。


　風景を引き裂く閃光。


　森の情景は一いつ瞬しゆんにして地じ獄ごくに変ずる。


　いかなる生物とて、これの直ちよく撃げきを受ければ……いや、その端はしにかすりでもしようものならば、全身の血液を沸ふつ騰とうさせて死に至るだろう。


　逃のがれるすべはない。電光は意志ある存在の様に敵を追つい尾びし、徹てつ底てい的に滅ほろぼす。魔ま獣じゆうの王が下す絶対の死し刑けい宣告であった。


　まさか……その攻撃すら効きかないとは。


　光がねじ曲げられる。


　必殺の電光は、餌えさに釣つられる蛇へびの様ように、青年の振った剣へと収しゆう束そくし、そして消滅してしまった。樹木の、そして空気そのものの焼ける異様な臭においが、辺あたりに立ち込めているが……剣士はわずかな傷を負った様子もない。


　あれは……あの剣は。


　天の雷らい霆ていに等しい力を、剣士の得え物ものが残らず吸収してしまったのだと……悟さとった瞬しゆん間かん、彼女は剣の正体にも気付いた。


　この世で唯ゆい一いつの天敵。


　ただ彼女とその同族を滅ほろぼすためだけに存在する、忌いまわしい武器。五十年、あるいは百年に一度、世に現われる伝説的な武器。


　破は竜りゆう剣けん！


　人間など徒党を組んだところで恐おそるるには値しない。軽い炎のひと吹き、爪つめの一閃で破は壊かいできる脆ぜい弱じやくな生きものでしかない。


　だが……この剣を手にした時、人間は人間を越こえる。


　非ひ力りきな人間が竜の天敵となるのだ。


　彼女は絶ぜつ叫きようした。


　恐きよう怖ふと屈くつ辱じよくと……そして驚きよう愕がくとに。


　破竜剣など、絶望に押おし潰つぶされそうな人間達が、すがる様な想いででっち上げた、空しい希望、都合のいい幻まぼろしであると……要するにただの伝説であると思っていたのだ。


　それがまさか実在するとは……！


　剣士が破竜剣を振った。


　彼女と剣士をつなぐものは何もない。ただ虚こ空くうが横たわっているのみだ。


　それなのに。


　突とつ如じよとして彼女の肩が裂さけた。


　破竜剣の切っ先は届とどいていない。剣どころか眼で見る限り何も触ふれていないのだ。だが彼女の左肩は、三み日か月づき型がたに大きく切り裂かれていた。


　まるで剣士の一いち撃げきが見えない刃は物ものとなって伸しん長ちようし、斬きりつけたかの様に。剣身の残像がそれ自体、一枚の刃やいばと化して飛んできたかの様に。


　いや。いかなる刃物とて竜の皮ひ膚ふを、鱗うろこを切り裂く事などできはしない。できはしない筈はずなのに……


　彼女は不利を悟さとった。


　このままでは勝てない。彼女の武器たる炎ほのおも雷かみなりもこの相手には通じず、爪つめや牙きばを使おうにも、相手の刃が見えない以上、迂う闊かつな接近は致命的な結果を呼ぶ恐れもある。


　要するに……現状では彼女には相手を葬ほうむる手段そのものがなかったのである。


　彼女は翼つばさを広げて舞まい上がった。


　ここは一いつ旦たん距離をとるべきだ。


　いかに破竜剣の使い手とはいえ、所しよ詮せん、人間は地を這はうが定めの生きもの……飛べば追撃はできまい。


　まして竜は、その翼で空気を叩たたいて飛ぶ鳥とは異なり、翼に帯びた電光の力を特とく殊しゆに作用させ、重さを打ち消す『場』を創つくり、その身を空中に浮うかべる。その気になれば、鳥が飛べぬ高さ、速さでの飛行も可能なのだ。


　邪じや魔まな木々の枝を強ごう引いんにへし折りながら彼女は森の上へと出た。


　彼女を仰あおぎ見る剣士の姿が、木々の梢こずえの向こうに消える。無数に重なる葉の連なりに遮さえぎられ、青年の正確な位置を把は握あくする事は難むずかしくなるが……しかし不可視の刃を受ける心配もない。


　微び風ふうにも揺ゆれ動く葉は、見えない刃の接近を示す警報となる。切り裂かれて舞う緑が、迫せまり来る刃の軌き道どうを教えてくれるだろう。迫り来る方向さえ分かれば、決してよけられない代しろ物ものではない。


　このまま森ごと焼き払はらってやろうか。


　彼女はそんな事を考える。何とか確保できた余よ裕ゆうが、彼女の考え方を極めて楽観的にしていた。


　破竜剣は、竜を殺す、ただそのためだけに存在する。


　つまり……


　またも何の前まえ触ぶれもなく、彼女の翼が大きく裂けた。


　森の木々の葉に動きはない。だが彼女の翼を破壊したのは紛まぎれもなく破竜剣の一撃である。


　……そんな馬鹿な！


　制御を失い暴走する、自らの『場』に振り回されながら、彼女は知った。


　破竜剣は竜を殺すための、そのためだけの……言い換かえれば、そのためにしか使えない剣なのだ。その攻撃は、鋼はがねに等しい竜の鱗を切り裂きながら、しかし、決して他の命を傷付ける事はない。


　それが木の葉一枚だとしても。


　……そんな……！


　己おのれの『場』に弾はじき飛ばされ、遥はるか彼方かなたの空へと投げ出されながら、彼女は自身の決定的な敗北を知った。








　竜りゆうにまどろみの時間はない。


　覚かく醒せいは常に一いつ瞬しゆんだ。だからこそ夢ゆめの……悪あく夢むの後味も鮮せん烈れつに残る。


「悪夢……か」


　傷ついた身を起こして彼女はつぶやいた。鈍にぶい痛みが背中にわだかまっている。血は既すでに止まっているが、血ち潮しおと共に流れ出た活力は睡すい眠みんだけで取り戻もどせる筈はずもない。


「いいえ……むしろ懐なつかしいわね」


　あれは現実の出来事だ。


　二百年の時を経ても色いろ褪あせる事のない、彼女にとって初めての恐きよう怖ふの記き憶おくである。当時の傷は既すでに跡あと形かたもないが、あの天敵に狙ねらわれた絶対的な怯おびえは、彼女の心の奥おく底そこに厳然と食い込んだままである。


　どうしてあんなものが存在するのか。


　あんな武器が存在していい筈がない。ありとあらゆる自然の法を、理ことわりを無視した、超ちよう絶ぜつ的な力。


　だがそれは彼女自身にも言える。


　生物などという言葉でくくり切れないほどの強大無比な力。電気を放つ生物は他にも存在するが、竜のそれは桁けたが違ちがう。まして炎ほのおを吐はく事のできる生物など他に存在しない。


　竜も破竜剣も……この世界を統すべる法則からすればあまりに異質だ。


　そんなものがどうして存在するのか。


　いや、異質だからこそ……


「だからこそ滅ほろびねばならないのか……」


　呟つぶやきは何ど処こまでも陰いん鬱うつだった。


　そう遠くない未来、竜は滅ぶだろう。何が原因かは分からない。


　元々強きよう靭じん無む比ひな生物である竜は、異常な程に繁はん殖しよく力りよくが低い。元より脆ぜい弱じやくな生物程、弱肉強食の自然界で子孫を絶やさぬ様、強い繁殖力を持っているものだ。


　まして竜の様に強力な生物を生かすためには、それに見合うだけの生いけ贄にえ……即すなわち、糧かてとなる動植物が必要となる。有限の世界においては、竜が存在し得る数というものにも自ずと限度が生じる。


　他の生物に比して竜の個体数が異常に少ないのはそのためだが……それにしてもここ三百年程の個体数の激げき減げんは、明らかに竜という種族の斜しや陽ようを示していた。


「さて……」


　休きゆう憩けいを切り上げ……彼女は再び森の中を歩き始めた。このまま休んでいては、また眠ねむってしまう恐おそれがあった。今度眠れば、二度と目覚める事はないかもしれない。


　背中の傷がうずく。


　直ちよく撃げきは避さけたものの、対戦車ロケット砲ほうの威い力りよくは、この世で最も神に近い生きものに手痛い打撃を与あたえていた。


　辛つらかった。苦しかった。


　あの破は竜りゆう剣けんの刃やいばを心ここ地ちよいとさえ感じる痛みであった。


　ロケット砲の集中砲火はあまりに冷たく、無感情な力だ。意志を刃となして叩たたきつける破竜剣士の技わざに込こめられていた、滾たぎる様な感情の高まりも、そして敵意もない。心を介在しない、非生物的な、機械的な力だ。


　それが辛い。


　壁かべに向かって戦っている様なものだ。そこには、喜びも悲しみも、怒いかりや憎にくしみすらない。邪じや魔まだから排はい除じよする、ただそれだけの冷え冷えとした論理だ。


「無ぶ様ざまだわ……」


　今の彼女には最早、飛ぶ事もできない。古い友の住すみ処かに向かって歩いているが、空を舞まう事に慣れた竜の感覚は、地上で方角を知る事には長たけていない。


　ひょっとしたらこのまま行き倒だおれ、朽くち果てるのか。


　まぁ、それならばそれでいい。


　滅ほろびゆく暴君の最さい期ごとしては、それも相応ふさわしかろう。


　ただ……


「アタラクシア……？」


　幻げん聴ちようかもしれないがそれでも彼女は長い首を上げた。


「アタラクシアなのか？」


　幾条もの木こ漏もれ陽びの中に浮うかび上がる巨大な影かげを彼女は認めた。


　彼女の古い友。変わり者の竜。


「スピノザ……」


　懐なつかしいその名前を口にしながら、彼女は……紅こう魔ま竜りゆうアタラクシアは気を失った。








「ちょっと待ってくれないか」


　レヴィンは珍めずらしく冷や汗を額に浮うかべながら言った。


「これは一体、いかなる必然があっての仕打ちかな？」


「申し訳ございません」


　荒あら縄なわをぐるぐると巻いて彼を椅い子すに縛しばり付けながら、ラウラはいつも通りの、呑のん気きな……ちっとも申し訳なさそうには聞こえない口調で言った。


「もしかして……」


　レヴィンは慄おののきの表情を浮かべる。まあ、それでも何ど処こかとぼけた部分は抜ぬけ切らないのが、彼らしいといえば彼らしい。


「これは愛の告白？　ラウラにこんな特とく殊しゆな趣しゆ味みがあるなんて……」


　ぐっ、と拳こぶしを握にぎってレヴィンは言った。


「す、素敵だ！」


「阿あ呆ほかっ！」


　奥おくの部屋から投げつけられるエチカの声。


「こうでもしないとレヴィン様、逃にげてしまわれるでしょうから……」


　言いながら妙みような手際の良さでラウラは縄を結び上げる。


　一方、奥の部屋から出てきたエチカを……というかその両手に抱かかえられたものを見て、レヴィンの表情に亀き裂れつが入った。


「……エチカ」


「なあに、お兄様？」


「それは、どうして皿に乗っているのかな？」


「食べ物だから」


　エチカの答えはひどく簡単だ。
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「そうか……食べ物なのか」


「そうよ……食べ物なのよ」


「食べ物というからには食べる人間がいるんだよな？」


「そうね」


「…………」


「…………」


　レヴィンの頰ほおを一筋の汗が滑すべり落ちる。


「……さあ！」


　禁断の人体実験に挑いどむ科学者の様な口調で、エチカは異様な色しき彩さいの塊かたまりをレヴィンの口元に近付ける。それをじっと見つめ、ふと、馬車に轢ひかれ、路ろ肩かたで内臓を絞しぼり出して潰つぶれているカエルを連想し……おおよそ、皿の上の物体はその様な印象のものだった……レヴィンは己おのれの思考に戦せん慄りつした。


　食べる？　これを？　口の中に入れる？


　これを！


「ああ……おいたわしやレヴィン様」


　ラウラがハンカチを取り出して目元に当てている。だが、縄を解といてくれそうな気配は微み塵じんもない。


「これより作品第一号の試食を開始します」


　エチカの宣言をレヴィンは絶望的な想いで聞く。


　今夜は長い夜になりそうだった。








　朝……いや、朝と夜の境目、そんな時刻。


　黎れい明めいの木漏れ日が森の色をゆっくりと変えて行く。色は空気に映り、その匂においを変える。だからこそ洞どう窟くつの中にこもっていても竜の嗅きゆう覚かくは闇やみの終しゆう焉えんを感じ取れるのだ。


「……さてどうしたものか」


　スピノザは悩なやんでいた。


　彼の洞窟の奥……予備の干し草を敷しき詰つめて作った即そく席せきの寝ね床どこに、気絶したアタラクシアを横たえてスピノザは腕うでを組んだ。


　今日は日曜日である。遅おそくても昼過ぎには例によって例の如く、エチカがやって来る。


　エチカとアタラクシア。


　鉢はち合あわせすれば、どういう事になるか分かったものではない。いや、大体の想像はつく。


　恐おそらくエチカは無事ではすむまい。


　アタラクシアは二百年程前、破は竜りゆう剣けんを持った勇者と闘たたかった経験がある。〈モナド〉を見た途と端たん、アタラクシアは問答無用でエチカを殺そうとするだろう。破竜剣と相あい対たいした場合、竜りゆうの生き残る道は、剣が本来の力を発はつ揮きする前に……その神秘力を発動させる隙すきを与あたえずに、相手を即そく死しさせるしかない。


　エチカは破竜剣を使えないが、その事をアタラクシアは知らない。いや……知っていても彼女ならエチカを殺しかねない。手て負おいであろうと、無力な少女一人、始末するなど造ぞう作さもないだろう。


「困ったな……」


　かといって……深い傷を負ったアタラクシアを追い出すわけにもゆかない。彼女はスピノザにとって数少ない同族であり、そして旧ふるい友人でもあった。


「この洞窟にアタラクシアを隠かくしとける様な場所はないしな……エチカを迎むかえに行って別の場所に連れて行くというのも手だけど……アタラクシアの傷も心配だし」


　さして広くもない洞窟の中を、右に左に行ったり来たりしながらスピノザは懸けん命めいに思案した。エチカもアタラクシアも彼にとっては大だい事じな友達なのだ。


「うーむ……仕方ない」


　念のためにもう一度アタラクシアの傷の具合を確かめると、スピノザは洞窟を出た。


　今彼がアタラクシアの側そばについていても、出来る事は殆ほとんどない。


　元々、傷を負う事など皆かい無むに等しく、また強きよう靭じん無む比ひな生命力を誇ほこる竜達は、驚おどろく程に自分達の体に無む頓とん着ちやくで……人間に匹ひつ敵てきする知恵の持ち主でありながら、彼等には医い療りよう技術という概がい念ねんがないのだ。


　スピノザも知識として持っているのは、滋じ養よう強きよう壮そう、あるいは止血に効きくといわれる薬草数種についてのみであり……それは既すでに徹てつ夜やでアタラクシアに施ほどこしてあった。


「すぐ戻もどるから……」


　一度振ふり返って、意識のないアタラクシアに声を掛かけると、スピノザは静かに洞窟を後にした。








「えーと……」


　森の中を歩きながらエチカは持ってきた品を確認していた。


「よしよし、潰つぶれてないわね」


　厳重に保護した箱の中を、隙すき間まからのぞいて満足そうにうなずく。箱の中には、昨晩、レヴィンの尊い犠ぎ牲せいを基にして造り上げられた特大のシュークリーム二つが、でんと鎮ちん座ざましましていた。


　とても人間の口に合う大きさでない。スピノザのために焼いたのであろう。もっとも他にお茶受けを持参していないところを見ると、一個は彼女自身が食べるのかもしれないが。


　甘あまいものに関しては、乙おと女めの胃い袋ぶくろは竜のそれ並なみという事か。


　ちなみにレヴィンは試作十号辺あたりで白目を剝むいて気絶した。最後の数個はまともな味になっていたのが、せめてもの救いだろう。


「ふっふっふっ……」


　家を出てから計二十回目の確認を無事終えると、エチカは注意深く箱をリュックの中に戻もどした。


「自信作、自信作」


「……何が？」


「のわおっ？」


　何の予告もなく頭上から掛かけられた声に、エチカは仰ぎよう天てんし……リュックが舞まう。


「あーっ！」


　思わず放り投げてしまったリュックに向かって飛び付くエチカ。だが自信作を救わんと必死に伸のばした彼女の手は、虚むなしく空をつかんだのであった。


　べしゃ。


「何やってんだか……」


　地面に這はうエチカを見下ろしながら、リュックを受け止めたスピノザは短く溜ため息をついた。


「うにゅーっ、鼻、すりむいた」


　顔に付いた落ち葉を払はらいながらエチカが立ち上がる。


「私の自信作は？」


「自信作って……これ？」


　スピノザがリュックを差し出す。


「そうそう、よかったぁ……じゃあなくって、どうしてスピノザがこんな所にいるのよ？」


　日曜日は、スピノザは洞どう窟くつでエチカがやって来るのを待っているのが常である。


「いや、その……」


「……読めたわよ」


　ぎく。


　にやりと笑うエチカを前にして、スピノザはほんのちょっと後じさった。自信満々の表情でエチカは断じた。


「匂においにつられてきたのね、卑いやしい奴やつ」


「はぁ？」


「うんうん、私も出来た時は、思わず今日まで待たずに、自分一人で食べちゃおうかと思ったもの」


　竜用特大シュークリーム二個を。


「あの……話が見えないんですけど？」


「何よ？　シュークリームの匂いにつられて出てきたんじゃないの？」


「シュークリーム焼いたの？」


「そうだけど？」


「へぇ、シュークリームって、作るの面めん倒どうで難むずかしいんだろ？　すごいね」


「そうそう、もっと褒ほめて」


　反そっくり返ってエチカが言う。


「すごい、すごい」


「えへへへへ」


「いやぁ、きっといい奥おくさんになれるよ、うんうん、君の旦だん那なになる人はきっと幸せだろうねぇ、本当、いいなぁ、そもそも手料理というものは、作る人の心を」


「……で、どうしてこんな所にいるの？」


「…………」


　一いつ瞬しゆん、スピノザは凍こおり付いた。


「つ……作る人の心を如によ実じつに反映し……」


「ス・ピ・ノ・ザ？」


　けなげにごまかしを続行する竜を半目でにらみながら、エチカはゆっくりと言った。


「ききききき君を迎むかえに……」


「今日に限って？」


「いや、その……」


「あんた、何か隠かくしてるわね？」


　エチカはスピノザに詰つめ寄った。


「ななな何を根こん拠きよに？」


「顔色が悪いわ」


　文字通り鉄てつ面めん皮ぴの竜に顔色もへったくれもないのだが、エチカは断言した。いや……ひょっとしたら、エチカにはスピノザの顔色というものの見分けがつくのかもしれない。


「そそそんな事、ないよ」


　悲しい程に説得力のない口調でスピノザは言った。


「ぼぼ僕が君に隠し事なんてするわけ、ななないじゃないか」


「露ろ骨こつに怪あやしいわね」


「僕の眼を見てくれ、エチカ、これが噓うそをついている眼だというのかい？」


「血走ってるわ」


「紅あかいのは生まれつきなの」


「…………」


　沈ちん黙もくが二人の間に横たわる。


「……だあっ！」


　エチカは〈モナド〉を抜ぬいて振ふり回した。


「間ま抜ぬけな会話はもう十じゆう分ぶんよっ！　天が、地が、人が、隣となりのベティおばさんが見過ごしても、このあたしの目はごまかせないわ！　さぁ吐はけ、今吐け、とおっとと吐けえい！」


「いや、その、今日はちょっと僕の都合が悪いから、その……」


　言いながらスピノザは翼つばさを広げ、左右からエチカを包む様にその皮ひ膜まくを伸のばす。


「今日の対決はちょっと中止に……」


　エチカの眼が細まる。


「いや、エチカには非常に申し訳ないと思うんだけれども、僕にも都合というものが」


「……そう」


　拍ひよう子し抜ぬけする程あっさりとした声が返ってきた。


「そうよね」


「エチカ？」


「スピノザにも都合があるわよね……」


「あ……」


　スピノザは言葉を失った。


　何な故ぜだかは分からないが……下へ手たな事を言うとエチカが泣き出しそうな気がしたからである。少女の愛らしい顔を覆おおう、妙みように白しらけた表情は……胸の内の何かを、無理矢理抑おさえ込んだ結果の様に見えた。


「じゃあね」


　呟つぶやく様に言うとエチカはそのまま踵きびすを返して、来た道を戻り始めた。


「……どうしたんだろう？」


　小さくなって行く少女の背中を見送りながら、スピノザは首を捻ひねった。


「……ところで」


　腕うでを組みながらスピノザは言った。


「一応、お礼を言っとくよ」


「何がお礼よ」


　不ふ機嫌きげんそうな声と共に、スピノザに匹ひつ敵てきする赤しやく銅どう色の巨体が音も無く舞まい降りてきた。言うまでもなくもう一匹の魔ま竜りゆう……アタラクシアである。


　長く飛ぶ事は無理でも、滑かつ空くう程度ならこなせる程に回復したらしい。生物の常識を真っ向から否定するかの様な、回復力であった。


「一体、何を考えてるんだか……もう少しであんたの翼ごと燃やすところだったわよ」


「悪いね」


　スピノザは軽く肩をすくめて言った。


　先程、彼が翼を広げたのはアタラクシアの気配に気付いたからである。彼女の攻こう撃げきからエチカを守るために彼は自らの翼を盾たてとしたのだ。


「前から変な奴だとは思ってたけど、ここまで変態だとは思わなかったわよ」


「どういう意味だよ？」


「人間の雌めすといちゃついて面白い？」


「どうしてそういう結論になるんだ？」


　スピノザはうんざりした口調で言った。


「違ちがうの？」


「違うよ」


「ふうん……じゃ、ちょっと行って、殺してきていい？」


「駄だ目めだ！」


　スピノザは悲鳴じみた声を上げる。アタラクシアの場合、やると言えば本当にやる。


「あの子自身は破は竜りゆう剣けん使づかいじゃないんだよ！　ただ身内の代わりに、破竜剣を持ち歩いてるだけで、彼女にあれは使えないんだ、だから……！」


「……やっぱり変態じゃないの」


　必死の口調で言うスピノザをアタラクシアは冷ややかに睨にらんだ。


「大体ねぇ、人間の雌に欲情するなんてのは野菜や果物相手にさかる様ようなもんよ」


「友達なんだよ」


　スピノザは短く溜ため息をつく。


「ともかく……久し振りだね、アタラクシア」


「貴方あなた、全然変わってないわねぇ」


　改めてスピノザの顔をしげしげと眺ながめながらアタラクシアは言った。


「相変わらず人間びいきでさ……でも、何だか安心したわ」


「それよりも……傷は？」


「お陰かげ様さまで、大分いいわ」


「……人間にやられたの？」


　少し沈しずんだ声でスピノザが尋たずねる。


「そう、マキャベランの軍隊に、ロケット砲ほうをたんまりご馳ち走そうになってね」


　マキャベラン……強大な国力を誇ほこる隣りん国こくの名である。アタラクシアはその辺境、ツウィングリ大だい渓けい谷こく地帯に居きよを構えていた。


「あそこも国王が代がわりしてから、やたらと軍備強化してるのよ、うっとおしいったらありゃしない……今のままでも十じゆう分ぶん力を持ってるのに、あれ以上軍隊増強して、どうすんのかしらね？」


「趣しゆ味みなんじゃないの？」


「自分を基準に考えないでよ……世の中趣味に生きてる奴やつばっかりじゃないのよ、特に人間はね」


「左さ様ようですか」


「それはともかく、戻りましょうよ……こんな所で立ち話を続けるつもり？　暖まる旧きゆう交こうも冷えちゃうわ」


「はいはい、分かりました、お嬢じよう様さま」








「……その永き平へい穏おんの果て、堕だ落らくせしは人の心、荒こう廃はいせしは人の心」


　ゆおおおん……


　弦げんを爪つま弾びく音と共に吟ぎん遊ゆう詩し人じんの声が、午後の広場に響ひびき渡る。


　疲つかれた様な歩調でとぼとぼと家路を辿たどっていたエチカはふと足を止めた。


　今や娯ご楽らくにあふれる都会ではすっかり姿を見かけなくなった吟遊詩人も、田舎いなかの街まちではまだまだ現役の人気者である。昼は広場で子供達相手に冒ぼう険けん譚たんや英雄譚を語り、夜は酒場で恋こいの歌や異国の歌を披ひ露ろうする。今も広場の奥に座すわった吟遊詩人の前には、眼を輝かがやかせた子供達の姿があった。


　かつては……そんな子供達の最前列にエチカの姿もあった。彼女の一番のお気に入りはやはり竜りゆう退たい治じの英雄物語で、旋せん律りつに載のせて語られる勇者の一挙一動に歓かん声せいをあげていたものだ。


「それが天の怒いかりを買ったのか、王国に滅めつ亡ぼうの影かげを落とすものあり」


「……それ即すなわち」


　エチカは呟つぶやいた。


　竜退治の英雄物語は何通りもあるが、有名なものは何度も聞いて完全に暗記してしまっている。楽器さえ弾ひければ、そこらの吟遊詩人よりも名調子で語れるだろう。


「それ即ち……」


「……ドラゴンなり」


「ドラゴンなり！」


　子供達が悲鳴とも歓声ともつかない声を上げる。彼等の脳裏には、牙きばを剝むき、炎ほのおを口の端はしより噴ふき漏もらしながら、彼方かなたより迫せまり来る魔ま獣じゆうの姿が刻きざみ込まれている事だろう。勇ゆう壮そうなるも残ざん忍にんな地上最強の生物の姿が。


「おお、仰あおぎ見よ、猛たけ々だけしく凶まが々まがしきその姿……翼つばさは蒼そう穹きゆうを駆かけ、角つのは雷らい霆ていを呼び、爪つめは岩をも砕くだき、口は劫ごう火かを噴き……人なる身ではその体に傷をつける事すら叶かなわず」


　ゆおおおん。


「王国の騎き士し達はなす術すべもなく屍しかばねを晒さらしたのであった……ああ、最も早はや、王国を護まもるべき砦とりではなく、暴ぼう虐ぎやく残忍な竜は、畑を踏ふみ躙にじり、街まちを焼き払う……そして、その鋭するどい牙は、老人から幼児まで、逃にげ惑まどう人々全てを、生きたまま食らい尽くさんと……」


　子供達が今度こそ悲鳴を上げる。


　エチカは苦笑した。


　彼女の知る魔竜は畑を焼き払うどころか、せっせとその世話に精を出している。まぁ牙は鋭するどいが、人間を食いちぎるなど、とんでもない。下ヘ手たに血を見れば貧血を起こしかねない性格なのだ。


　だが普ふ通つうの人々の持つ竜という偶ぐう像ぞうは、この吟遊詩人が語る通りなのである。実際、多小の誇こ張ちようはあるものの、竜の暴虐は無数の悲劇を世にもたらしてきた。


　しかも……竜は人間など遥はるかに凌りよう駕がする力を持ち、知能も人間のそれに匹ひつ敵てきする。生き物である以上、傷付ける事は決して不可能ではないが、生なま半はん可かな武器は通用しない。現代ならばいざ知らず、かつては、破竜剣無くしては殺傷不可能な絶対生物、とまで言われていたのだ。


　強大無比で暴虐無む双そう。


　英雄物語の敵かたき役やくとして、これ程の適任者はあるまい。


　偉い大だいなる存在の敵は相応の力を持たねばならないからだ。超ちよう越えつ的な力を備えた相手を屈くつ服ぷくさせてこそ英雄は評価される。


　しかし……


「あぁら」


　ぼんやりと吟遊詩人と子供達を眺ながめていたエチカの背中を、露ろ骨こつに嫌いや味みったらしい声が叩たたく。


「ライプニッツのお嬢じよう様さまじゃない」


　毎日聞いている声だ。振ふり返るまでもない。無視してエチカは歩き続けた。


「今日は、もうお帰り？」


「……うるさいわね」


　面めん倒どう臭くさそうにエチカは言った。


　少し和なごんだ気分も吹っ飛んで、元の憂ゆう鬱うつな気分が舞まい戻もどって来る。いつもならば即そく座ざに嫌味返しをするのだが、今日はどうにも気分が乗らない。


「いつもいつも竜りゆう退たい治じご苦労様、で……今日も引き分け？」


　声の主はエチカが振り向かないので、わざわざ彼女の前へと回り込んで来た。


　ベアトリーテである。


「今日は不戦勝よ」


「まぁ、無敵の女じよ傑けつ、我等がエチカ・ライプニッツ様の勇姿に、とうとう竜が逃げだしたとでも？」


「用事があるんだってさ」


「とうとう愛あい想そうを尽つかされた訳ね」


　腕うでを組んで大きくうなずきながらベアトリーテは言った。


「ま……あんたみたいな爆ばく裂れつ暴走女と付き合ってりゃ、どんな男の子も精せい魂こん尽き果てるわよねぇ」


「あーのーねー」


　エチカはうんざりした口調で言った。


　ベアトリーテは、エチカが毎週、恋こい人びとか何かと逢あい引びきでもしていると思っているらしいのだ。まぁ年とし頃ごろの少女としては、竜退治よりは相応な発想ではあろう。


「そういうのじゃないって、何度も何度も何度も何度も、な・ん・ど・も、ゆってるでしょうが」


「あらそうお？」


「……あんたもしつこいわねぇ」


　エチカは溜ため息をついた。


「逢い引きでも夜よ這ばいでも……そう思いたければ、勝手に思ってりゃいいわよ」


「……ねぇ」


　投げ遣やりなエチカの口調に、ベアトリーテは首を傾かしげた。


「本当にふられたの？」


「えーえー、その通りでございますわよ」


「えらくおとなしいじゃないの、今日は」


「うるさいわね」


　妙みように力のない声で言うとエチカは広場を横切って歩み去った。


「……何よ、あれ？」


　後に残されたベアトリーテは拍ひよう子し抜ぬけした様子でその後ろ姿を見送るのであった。








「ふられた……か」


　エチカは呟つぶやいた。


　ベアトリーテの言葉は、ある意味では当たっている。相手は男などではないが、この妙に白しらけた気持ちは、失しつ恋れんのそれに似ているのかもしれない……エチカはそう思った。もっとも彼女はまだ、はっきりと恋といえる様な感情を他た者しやに抱いだいた事はないが。


「スピノザ……」


　ふとその名前を舌したの上に転がしてみる。


　彼女は当たり前の様に思い始めていたのだ。


　スピノザが自分のために洞どう窟くつで待っていてくれる事を。スピノザがちゃんと自分の挑ちよう戦せんを受けてくれる事を。スピノザがお茶を用意していてくれる事を。


　スピノザが……構ってくれる事を。


　そんな日々をごく当然のものだと感じ始めていたのだ。


　誰だれでもいい。


　誰か一人でいい、人間でなくてもいい、誰よりも自分を選んでくれさえしたら。


　例えば父と義母。


　彼等には感謝している。母の死後、ライプニッツ家に引き取られて以来、特に不自由のない生活を送っているし……その待たい遇ぐうを見る限り、恵めぐまれているともいえるだろう。


　かつては父を恨うらんだ事もあるが、それも遠い日々の話だ。父も義母も、まだエチカに対する態度からぎこちなさは完全に抜ぬけていないが、それでも、とても優やさしくしてくれる。大だい事じにしてくれる。


　だが……


　それでも最後の一線では、両親は兄を選ぶだろうとエチカは思う。どちらかを選べと言われれば、両親だけでなく、恐おそらく万ばん人にんが兄を選ぶ筈はずだ……特に何の取とり柄えもない、自分よりは。当然の話だ。


　……一人っ子が死んだら皆、言うわ、「たったお一人のお子さんなのに、本当、お気の毒」って。それって、代わりがいたら悲しみが減へるって事よね。子供だって、親にとってはすげ替かえのきく存在なのよ。


　……お兄ちゃんだって、学校の友達だってそう。絶対にエチカ・ライプニッツじゃなきゃだめって事はないの。私がいなくなってもきっとその穴あなを埋うめる人はすぐに見つかるわ。


　でも。


　スピノザ。


　エチカの……エチカだけの、魔ま竜りゆう。


　子供じみた我がままだとエチカは分かっている。分かってはいたが、どうしてその想いを捨て去れようか。


　彼女はまだ十四歳だ。


　誰かに自分の価値を認めて欲しい年頃だ。誰かに言って欲しいのだ……「君が必要だ」と。自分が誰からも必要とされず、何の価値もない、生きている意味さえない人間なのではないかと……そんな不安を抱かかえているのだ。


　自分の価値を自分で悟さとって納なつ得とく出来る程に、大人おとなではない。


　スピノザなら私に意味を与あたえてくれたかもしれない。スピノザなら私を必要としてくれるかもしれない。スピノザなら……


　……それでいいのか？


　ふと。


　自分の中で声が揺ゆれる。


　エチカは立ち止まった。広場の片かた隅すみに立つ少女に注意を払はらっている者はいない。


　だが声は続いた。


　……それでいいのか？


　自分の声の様でいて、自分の声ではない様なもの。自分の中にある別の意志。殆ほとんど異質とも意識しない程に、深いところからわき上がってくる言葉。


　それが問いかける。


　……スピノザにはエチカ・ライプニッツよりも優先すべき何かがあった。だから追い返したのだ。エチカ・ライプニッツという人間はスピノザからも唯ゆい一いつ無む二にの価値を与あたえて貰もらう事は出来なかったのだ。


　やめて。


　エチカはふらつくようにして地にしゃがみ込む。


　……所しよ詮せん、エチカ・ライプニッツは誰からも価値を貰う事は出来ない。誰もエチカ・ライプニッツを必要だと認めてはくれない。エチカ・ライプニッツ、貴女あなた自身ですらもそれを認めてはいないというのに。


　やめてやめてやめて！


「……エチカ様？」


　聞き慣れた声にすがる様にして、エチカは顔を上げる。そこには、ラウラがいつもと変わらぬ呑のん気きな表情で立っていた。買い物途と中ちゆうらしく、流石さすがにエプロンはつけていないが、服ふく装そうはいつものワンピース、その左手には籐とう製せいの買物籠かごを提さげている。


「ラウラ……」


「今日はスピノザさんのところへ行くのではなかったのですか？」


　スピノザに送ってもらった夜以降、エチカはラウラにだけは包み隠かくさずスピノザとのやりとりを話している。


　同じ秘密を共有する仲間意識の様なものがあるからか、それともスピノザの事を誰かに話して聞かせたかったのか……エチカ自身にもはっきりとは分からない。ただ、家族を自じ慢まんするかの様な、あるいは恋人をのろけるかの様な調子で語られる少女の話を、いつもラウラは微笑ほほえんで聞いていた。


「用事が、あるんだってさ」


「はあ……」


「昨日は折せつ角かく、色々教えてもらったけど、無む駄だになっちゃった……御ご免めんね」


「いえ、それは構いませんが……ではシュークリームは手つかずのままですか？」


「うん……」


　エチカはリュックの肩かた紐ひもに視線を落として頷うなずく。頰ほおには傑けつ作さくを救おうとして身を投げ出した際の小さな擦かすり傷きずが、紅あかく浮かんでいた。


「では屋や敷しきに戻ってお茶にしましょう」


「え？」


「生なま菓が子しは早めに食べないとどんどん味が落ちますし……ちょうど、市いち場ばにベルシュタイン産の良い葉が出ておりましたので、買ってきたところです」


「そ……そうね、ちょうどいいよね」


　こんな気分の時は、何か別の事をしていた方がいい。エチカは少しずり落ちかけていたリュックの肩紐を直すと、頷うなずいた。


「私も、用意するの手伝うわ」








　ばり。ばり。ぐしゃ。ばき。


「まったくもぅ……」


　食事の音とは思えない様な凄すさまじい音をたてながら、アタラクシアは、スピノザが彼の畑で収しゆう穫かくしてきた野菜を平らげていた。


　竜りゆうは肉食専門だと思っている人間も少なくないが、現実には雑食である。その地上最強最大の肉体を維い持じするには、それなりの量の食物を必要とする。選えり好ごのみすれば、縄なわ張ばりの内の動物を食い滅ほろぼすのに一年とかからないであろう。


　特に、傷が治ち癒ゆする際の竜は強きよう烈れつな食欲を示す。その分、他の生きものに比べれば桁けた違ちがいに治りが早く、これが竜の強きよう靭じん無む比ひな肉体の一因ともなっているのだが……


「いくら菜食主義だからって、肉類全然採とらなきゃ、体力つかないわよ？」


「別にいらないよ、体力なんて」


　文句を言いながらも半年分の蓄たくわえを食い尽くさんとしているアタラクシアを横目で見ながら、スピノザはのんびりと茶をすする。
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「私はいるの」


「僕が丹たん精せい込こめて作った野菜を食い散らかしといて、それはないだろう……いるなら自分で捕とってくればいいじゃないか」


「私は怪け我がしてるのよ？」


　とてもそうは見えない勢いで最後の芋いもを口の中に放り込むと、ようやくアタラクシアは長い息を吐いた。


「ああ、肉が食べたい」


「参考までに聞くけど、何の肉が食べたい？」


　どう見ても満腹して幸せそうなアタラクシアに、スピノザは溜ため息を混ぜて尋たずねた。


「捕ってきてくれるの？」


「……いや、あくまで参考に」


「何が食べたいかと聞かれれば、勿もち論ろん……」


　両手の拳こぶしを力ちから一いつ杯ぱい握にぎり締しめてアタラクシアが言う。


「人間よ！」


「そーじゃないかとは思ったんだ……」


　スピノザは新しいお茶をカップに注つぎながら言った。


「それも若い雌めすが最高ね……あんまり子供だと食いでがないし、第一、小便臭いから、ちょっとねぇ……ちょうど、十四、五くらいの雌が、そろそろ脂あぶらものり始めて、なんともいえず……そうそう、処しよ女じよじゃなきゃ嫌いやよ」


「どうして？」


　人間の味でも思い出したのか、だらしなく唾つばを飲み込むアタラクシアにスピノザが尋ねる。


「雄おすとさかった後のは肉が臭くなるのよ」


「そ……そういうもんなの？」


「そうねぇ……今日の昼間に見た若い雌なんか、そんな感じで……ああ、あのぷりぷりっとした適度な弾だん力りよくのある白い腕うでに、嚙かみついてみたいわ……」


　そう言うと、アタラクシアは何かを期待した眼でスピノザを見つめ、ぽん、とその肩を叩たたいた。


「ね？」


「……ひょっとして」


　スピノザは力なく言った。


「アタラクシア、僕が嫌いやがるのを、分かってて言ってない？」


「ええ、勿論」


「…………」


　スピノザは疲つかれ果てた様子で首をうなだれた。


「どうして皆、そうなんだよ」


　冗じよう談だんはともかくとして、アタラクシアの嗜し好こうは彼女独自のものではない。味に対する細かいこだわりはともかく、竜ならば、まず同じ様な好みをしているだろう。


「だってあれ程、食べて楽しい生き物ってないわよ？」


「楽しい？」


「味も勿論だけど、ほら、普ふ通つうの動物だと、ただ怯おびえるだけで面おも白しろくも何ともないじゃないの……でも人間はさ、食べる直前まで色んな事を叫さけんで喚わめいて、それこそ毎回食べる度に趣しゆ向こうが違ちがうのよね」


　人差し指を立てて左右に振ふりながら、アタラクシアが解説する。


「親とか恋人の名前を呼んだり、世の中を呪のろったり、いきなり狂くるって笑いだしたり……いい？　『食』ってのはただ、おなかを満たせばいいってもんじゃなくて、それなりのこだわりとゆーか、美学とゆーか、そういうものがあってこそ、心も体も満たされるのよ？」


「か……可哀かわい想そうじゃないか」


「人間も牛や豚ぶたを食べるじゃないの……子羊の丸焼きなんて、私達とやってる事、大して変わらないわよ？」


「いや、そりゃそうなんだけど」


「大体、草木だって生き物よ？」


　アタラクシアは自分の食い散らかした作物の破片をつまみあげた。


「動物は可哀想で植物は可哀想じゃないわけ？　それこそ、人間の言う『偽ぎ善ぜん』だわよ」


「いや、食べる事そのものには反対しないけど、僕の言いたいのは、食べられる相手の気持ちを考えれば、苦しませたり、怖こわがらせたりせずに……」


「それじゃ面白くないんだってば」


「そもそも、他の生き物の苦痛を楽しむ、その感覚が……」


「ああ、もう止めましょ」


　面めん倒どう臭くさそうにアタラクシアはスピノザの言葉を遮さえぎる。


「確か、百年程前にもこんな議論したじゃないの……結局、あの時も、私もあんたも、納なつ得とくしなかったし、繰くり返すだけ無む駄だよ」


「……そうだね」


　分かっていた。


　そもそも感覚が違うのだ。


　同じ色を見ていても、見る者全すべてが同じ色を脳裏に描えがいているとは限らない。赤という色しき彩さいを、ある者は黒と、ある者は白と感じているかもしれないのだ。


　アタラクシアには赤という色が白に、スピノザには黒に見えているのかもしれない。ただそれぞれが、自分の眼に見えている白を、黒を、『赤』という言葉で言い表わしているだけなのだとしたら……


　それは永久に埋うまらない溝みぞだ。


　アタラクシアにとって人間とは、いたぶってなぶって食い殺す、そのためにだけ存在する生きものなのである。それ以上でもそれ以下でもない。その感覚……価値観は、スピノザには到とう底てい理解できない。逆も同じだろう。


「ねぇアタラクシア」


「何よ？」


「アタラクシアはエチカが……人間達の事が嫌きらいなの？」


「大好きよ」


　アタラクシアは即そく答とうする。


「食べちゃいたい位に」


「…………」


　二匹の竜の間に横たわる溝は、とことん深かった。








　白い卓テーブルに椅い子す。


　更さらにお揃そろいのティーセット。ちょっと大きめの菓か子し皿ざら。陶とう磁じ器きのポット。卓の上には季節の花をあしらった大きめの花か瓶びん。


　こういったものが適当に捜さがしただけで揃ってしまうのは、やはり貴族の家だからだ。倉庫には新旧無数の食器が納められていて、午後のお茶を満まん喫きつするための小道具には事欠かない。


「ラウラも座すわって、食べたら？」


　傍かたわらに立って給仕するメイド娘むすめにエチカは自分の向かいの椅子を勧すすめた。ラウラ自身がどう思っているのかは知らないが、元々エチカの頭の中では、ラウラとの付き合いは主従の関係というよりも、家族や友人のそれに近い。


「では失礼して」


　緩ゆるやかに一礼するとラウラはエチカの正面に座る。そっとポットを手にして自分のカップへ注つぐ仕草も、溜め息が出そうな程、洗練されていた。


　シュークリームにしても、エチカはその大きさに悪あく戦せん苦く闘とうした挙げ句、顔中にクリームをへばりつける結果となったが……ラウラはたった一本のフォークで器用に、しかも上品に、その異様な大きさのお菓子をさばいている。


「何だか、そういう風に格好良く食べて貰えると、作った者としては嬉うれしいわね」


　頰ほおのクリームを拭ふき取りつつエチカが言う。


「そうですか？　私としてはエチカ様のように食べて戴いただく時が一番、嬉しいですわ」


「そ、そうなの？」


　ちょっと照れ気味のエチカ。


「それはもう、本当に美お味いしそうに食べて下さるんですもの」


　他愛たわいない会話。緩やかに流れる時間。


　スピノザとのお茶も楽しいが、たまにはこんなお茶の席せきもいい……エチカはぼんやりとそう思った。


　……しばらくして。


「……エチカ様」


　庭先を渡って行く風を眺ながめる様ような、のんびりとした表情でラウラは言った。


「一つ聞いてもよろしいですか？」


「……何？」


「どうして死ぬ気だったのですか？」


　いきなりの言葉。


　いつもと変わらない、ラウラの口調。


　だがそれは確かな鋭するどさをもってエチカの胸に食い込んだ。それは敢あえて考えない様にしてきた事だったから。


「ラウラ……？」


「エチカ様に破は竜りゆう剣けんは使えない……それは最初から気付いてらしたんですよね？」


「それは……」


「少なくとも、エチカ様は竜が本当にいると信じてデルフォイの森へ行かれたのでしょう？　でもそれならば、ご自分が死ぬかもしれない事は……生きては帰れないだろう事にもお気付きになられていた筈はずですわ」


　一いつ瞬しゆん、適当な事を言ってごまかそうかとも思った。


　それが出来なかったのは、ラウラの眼を見たからだ。いつもと同じ、とろんとした、しかし何ど処こか鋭い貫かん通つう力りよくを秘めた眼を。


　理由はないが、ラウラは何もかも全すべて承知している様な気がした。


「別に……」


　不思議と素直に言葉は出た。


「別に死ぬつもりなんてなかったわよ」


　エチカは自分の膝ひざ元もとに視線を落とす。


「死んじゃってもいいとは、思ってたけど」


　そう。考えなかった筈はずがない。竜と相あい対たいする人間の運命は基本的に二つしかない。殺やるか、殺られるか。そして現実には圧あつ倒とう的に後者の占しめる割合が大きい。死を覚かく悟ごせずに竜の前に立つのは、絶対の自信があるか、さもなくば単に想そう像ぞう力の欠けつ如じよした馬鹿だ。


「理由、聞いてもよろしいですか？」


「……別に、理由なんてないよ」


　……噓うそだ。


　あの声が囁ささやく。


　……分かっている筈だ。エチカ・ライプニッツは、自分がこの世に生まれてきた意味を誰かに認めて欲しかったのだ。他の、すげ替かえのきくその他大勢の中の一人、ではなく、エチカ・ライプニッツというたった一人の人間として誰かにその存在の価値を保証してほしかったのだ。


　そう。声の指し摘てきは正しい。エチカは認めざるを得なかった。


　思えば幼い頃ころからずっとそういう思いはあった。


　何かをしなければという焦しよう燥そうはずっとあった。胸の奥でくすぶり続けていた。だがその炎ほのおに真の燃焼を与あたえてやる術すべが見つからない。自分の向かうべき目標が見つからない。自分が何をすればいいのか分からない。


　目指すべきは何？


　求めるべきは何？


　私は……何？


　だからその想いに形を与えてくれるものをずっと捜さがしていた様に思う。


　英雄。それは確かにその他大勢の中の一人ではない。だからこそエチカはそれに憧あこがれた。それを望んだのだ。兄が破竜剣を得た時、それを激はげしく羨せん望ぼうした。そして興きよう味みを示さない兄の代わりに〈モナド〉を持ち出した。


　竜と戦うために。


　死んでもいいと想っていた。もし生きている事に意味がないならば、死にも意味など必要ない。それはそれで一つの解答だった。


　だが現実に竜と相対した時、エチカは初めて死を恐おそれた。


　ドラゴン。地上最強の魔ま獣じゆう。


　その黒い巨体には、人間などという矮わい小しような生物とは比ひ較かくするも愚おろかしい程の力強さがあった。ただ其そ処こに佇たたずむだけでも、その内に秘めたる力を語らずにはおかないその姿。


　生き物としては異常極まりない形態だ。奇き形けい的とさえ言える。だが……それでいてその絶ぜつ妙みような均きん衡こうは、あまりにも美しかった。それ等は神の御み影えいにも似て、観みる者に畏い怖ふと感動を与えずにはおかない。


　ただそこにあるだけで意味を持つ程の、強さと美しさ。周囲から一方的に価値を与えられるのではなく、自らを取り巻く諸もろ々もろのものにさえ影えい響きようを与えてしまう程の存在感。


　それが彼女の悲しみを、苦しみを浮うき彫ぼりにする。


　それは何にもまして彼女が望んだものだったから。彼女が憧れたものだったから。


「そうですか」


　ラウラは何な故ぜか微笑ほほえんだ。


「それで当然なのかもしれませんね……何にでも意味だの理由だのを求めるのは、人間の悪い癖くせです……所しよ詮せん、意味とか価値とか理由とか……そんなものは、何処にもないのに」


「……っ！」


　胸に突つき刺ささる言葉。


　そうだ。確かに意味や理由などなくても世界はそこに厳然として存在する。獣けものは悩なやまない。意味を求めたりはしない。勝手に意味だの理由だの貼はり付けて、全すべてを分かった様な気になりたがるのは、人間だけだ。


　生きている意味などない。


　世界は無意味に真っ白だ。


「そんなの、哀かなしいよ……」


「そうですか？　素敵な事だと思いますよ」


「え？」


「意味がないからこそ、それが白紙だからこそ、人間って知恵を持ってるんだと私は思います」


「……どういう意味？」


「さあ？」


　花か瓶びんの花はな束たば越ごしに、ラウラは柔やわらかな笑みを送ってくる。だがそれだけだ。それ以上の言葉をくれる気はないらしい。


　自分で考えろ、という事なのだろう。


　ラウラから視線を外し、改めてぼんやりと晴れ上がる空を見つめる。


　虚きよ無む。けれどそれ故に広い空。


　それ故ゆえに無限の広がりを示す世界。


　天を行く風に道はない。いらない。


　道は己おのれが歩あゆんだ後に生まれるものだから。


「うん……」


　エチカは、何かが……何かは分からないが……分かったような気がした。


「そうかも、しれないな」


　いや、分かったような気がしただけかもしれない。


　でも今はそれでいい。その気持ちに、無理に意味や理由を貼り付ける必要は、ないのだから。


　今は、それでいいのだ。








「……楽しそうね？」


　アタラクシアの何やら物もの憂うげな言葉にスピノザが振ふり返る。彼はお茶の道具一式を、やはりこれも彼のお手製の袋ふくろに入れながらうなずく。


「まぁね」


　あれから一週間……体力は回復した筈はずなのだが、アタラクシアが自分の縄なわ張ばりに戻もどろうとしないので、スピノザは今日もエチカを迎むかえに出ようとしていた。


「あの『女の子』……もう来ないかもしれないわよ？」


「どうしてさ？」


「鈍どん感かん」


　アタラクシアは溜ため息をついた。


「ああ見えても人間の表情には、それぞれ意味があるのよ……あの時、あの子がどんな想いでいたか、あんた分かってないわね？」


「いや、そんな事を言われても……」


　スピノザは首をかしげた。


「人間の表情なんて、あんまり見てないからなぁ……何か、僕、悪い事したっけ？」


「……自分で考えなさいよ」


　突き放す様に言うアタラクシア。


「……まぁ、何だかよく分からないけど、大だい丈じよう夫ぶだよ、多分」


　スピノザは断言した。


「エチカは、強い子だからさ」


「スピノザ」


　普ふ段だんと違ちがう……何か悲ひ壮そうな響ひびきすら感じてスピノザは手を止めた。


「……何だよ？」


「私達は竜なのよ」


　アタラクシアはゆっくりと身を起こすと、スピノザに歩み寄った。


「本当はあんただって分かってるんでしょう……この忌いま忌ましい箱庭の中で、与あたえられた役割をこなす事こそが」


「やめてくれ」


「私達の……」


「やめろっ！」


　悲鳴に等しい彼の声に、洞どう窟くつの天てん井じようから剝はく離りした小石が一つ、二つと落ちてくる。


「……私は、あんたがこれ以上、竜としての在あり様ようを忘れて、墜おちて行くのを見たくないのよ！」


「僕は墜ちているだなんて思ってない」


「あの子があんたを、現実の直視から遠ざけているのだとしたら……」


　そこでアタラクシアは言葉に詰つまった。


　怒いかりとも悲しみともつかない色をたたえたスピノザの眼を見てしまったからである。


「アタラクシア」


　スピノザの低い声が告げる。


「エチカに何かしたら……僕は、たとえ君でも……」


「……降参」


　アタラクシアはあっさりと肩をすくめた。


「昔から、本気のあんたには、絶対に勝てなかったしね……人間にやられるなら本望だけど、同族に殺されたんじゃ死んでも死にきれないわよ」


「ご……ごめん、僕はそんな」


「いいわよ、行ってらっしゃいな」


「アタラクシア……」


「スピノザ……」


　ゆっくりと息を吸い込んで、そしてアタラクシアは言った。


「うじうじしてないで、さっさと行けっ！」


「は、はいっ！」


　アタラクシアの怒ど鳴なり声に叩たたき出される様にして、スピノザは洞窟から飛び出して行った。


「まったく」


　独り洞窟の中でアタラクシアがつぶやく。


「私だって『女の子』なんだけどね……」








　木こ漏もれ日の中に佇たたずむ巨大な影かげ。


　獣けもの道みちの先に最強生物の姿を認めて、エチカは足を止めた。


「やあ」


　いつもと変わらぬスピノザの声。


「先週は、ごめん」


「今週も、用事？」


　溜め息の様な声にスピノザは首を振ふった。


「ちょっと、気分変えて、対決は別の場所でしようかな、なんて思ったんだけど」


「スピノザ」


　ややうつむきながら静かにエチカは言う。


「はい？」


　もう来ないかもしれないわよ。


　いつもと違うエチカの様子を見て、アタラクシアの言葉が思い出される。はっきりとした理由はないが、スピノザの脳裏に漠ばく然ぜんたる不安がわだかまった。


　エチカが顔を上げる。


「今日こそ、倒たおすわよ！」


　少女の宣言に、宿敵たる黒こく魔ま竜りゆうは安あん堵どの微び笑しようを浮うかべた。








「で……」


　樹木の陰かげから空を……少女を乗せた竜が飛び去った方角を眺ながめながら、ラウラは言った。


「レヴィン様はそこで何を？」


「森林浴」


　答えは頭上から降ってきた。


　樹木の上……幹にもたれ掛かかり、一ひと際きわ大きな枝の生え際に腰こし掛かけているのは、確かにレヴィンであった。


「ラウラはいつからそこに？」


「おとぼけを」


　ラウラは苦笑した。


「気配は消しておりませんでしたわ……間ま違ちがってその物もの干ほし竿ざおで撃うたれたくはないですから」


　そう言って、ちらりとレヴィンの手元……長大な銃に視線を飛ばす。


「……追わなくて、良いのですか？」


　既すでに点の様になったスピノザの姿を見送りつつ、ラウラは尋たずねた。もっとも、天に舞まい上がった竜を追う事など、いくらレヴィンでも無理だろうが。


「大丈夫だろ……スピノザの性格は確かめたよ」


「確かめた？」


　レヴィンは片手でひょいと〈貫つらぬくもの〉を持ち上げて見せた。常人ならば、両手でも動かすのがやっとという、対戦車用重火器を。
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「僕なりの方法でね……親近感すら感じちゃったよ」


「勇者が、竜に？」


「勇者たる事を拒こばんだ男が、魔王たる事を拒んだ竜に対して、だよ」


　レヴィンは軽けい薄はくな調子で笑って見せる。


「今はあの黒魔竜より、ラウラの方に興きよう味みがあるね」


「光栄ですわ」


　照れるでも驚おどろくでもなく、あくまでも緊きん張ちよう感かんを欠いたラウラの声。


「前から気にはなってたんだよな……動きに、あまりにも隙すきがないから」


「そうですか？」


「特に歩調がね……歩き方には文字どおりその人の歩んできた人生が滲にじんでくる」


　レヴィンは白いハイソックスと革かわ靴ぐつに包まれたラウラの細い足に視線を送る。


　見るからに華きや奢しやな足首だ。ハイソックスの鮮あざやかな……鮮やか過ぎる純白が、それを引き立てる。


　この森の奥にまで踏ふみ込みながら、彼女は、服はおろか、靴下にさえ一点の汚よごれも許していないのだ。


「特に君の歩き方は、普ふ通つうの生活をしていれば絶対に身につける事のできない類たぐいのものだ」


　ラウラの表情に変化はない。ないように見える。


　ただ……白い繊せん手しゆが少し、握りしめられただけだ。


「君は何者で、どうしてここにいる？　何か目的があるのかい？」


「別に……」


　ラウラはゆっくりとかぶりをふった。


「私は……私も、与あたえられた役やく柄がらをこなす事を、拒こばんだ人間ですから」


「君が？」


「私は……いえ、私達は〈楔くさび〉と呼ばれていました」


　それが名前。


　それが許された意味の全すべて。


「敵地に打ち込んで亀き裂れつを生み出すための道具、そんな意味だったんでしょう……生まれた時から、それが定められていました」


　レヴィンは無言。促うながされていると知ってラウラは続けた。


「殺すために生まれ、壊こわすために生き、滅ほろぼすために死ぬ……そんな存在理由が……恐おそろしかったんですよ、私達は……だから逃にげたんです」


　胸の奥から絞しぼり出す様にして、つけ加える。


「逃げ切れたのは、私だけでしたが」


　定められた意味。価値。存在理由。それは生きていく上で必要なものかもしれない。だが、同時にそれは生き方を縛しばる鎖くさりになり、首輪になる。与えられた首輪をしている以上、決して自分の人生の主人にはなれない。


「だからせめて、逃げ切れなかった仲間の分まで、自分で選んだ生き方をしてやろうと思ったんですよ……壊こわすためでも殺すためでもない、平へい凡ぼんな生き方を」


　生きるために生きる。


　ただ、それだけ。


　ごく当たり前のことだ……けれども、それがどんなに遠かったことか。


「……出来そうかい？」


　明日の天気を尋たずねるような口調だった。


　それがこの青年の優やさしさだと……ラウラは知っている。


「おかげさまで」


　ラウラはスピノザとエチカの去った空を再び眺ながめながら大きく頷うなずいた。








「うきゃあああああああっ！」


　少女は飛んでいた。


　くるくると回りながら大きく弧こを描えがき、その小こ柄がらな身体からだは激はげしい水音と共に、湖こ面めんへと突っ込んだ。


　陽光を散らして跳はね上がる、銀の飛沫しぶき。


「へえ、結構飛んだな」


　スピノザは額に掌をかざして湖みずうみを眺める。


　呑のん気きな竜の視線の先では、エチカが何とか岸に泳ぎ着こうと、悪戦苦く闘とうしていた。


「……大だい丈じよう夫ぶかな？」


「うー、げほ」


　何とか岸に這はい上がり、エチカはひっくり返った。硬こう革かく鎧よろいの下から、魚が一匹、跳はね出てきた。


「やあ、立派、立派」


　魚を拾って湖に投げ返してやりながら、スピノザは大きく頷いた。


「鎧付けたまま、あれだけ泳げれば、大したもんだよ」


「死ぬかと思ったわよ」


　寝ね転ころがったまま、恨うらめしそうな眼でエチカはスピノザを見上げる。


「そしたら、立派な墓を建ててあげよう、『英雄、竜と戦い、ここに溺でき死しす』とか彫ほってさ」


「馬ば鹿かみたいだから、嫌いや」


　身を起こし、エチカは髪かみに残る水気を絞しぼった。鎧も外し、上うわ着ぎも脱ぬぐ。


「ちょっと」


「何？」


「向こう向いててよ」


「どうして？」


　首を傾かしげるスピノザ。


「どうしてって……」


　言ってから気付いた。


　竜には裸はだかという状態に対する羞しゆう恥ちの感覚がないのだ。彼等は服を着ないのだから、当然といえば当然である。


「人間はね、服を脱ぬぐと恥はずかしいものなの」


「ああ」


　ぽん、とスピノザは拳こぶしで掌を打った。


「人間は裸ら体たいになると、性的訴そ求きゆう力りよくが高まって、繁はん殖しよく行こう為いを誘ゆう発はつしやすくなるという……」


「……ひょっとしてスピノザ？」


　エチカは竜をにらみつけた。


「わざと分からないふりしてない？」


「実はそう」


「あんたねえっ！」


　エチカは硬革鎧の肩当てを投げつける。


　軽く首を振ふってそれを避さけると、スピノザはさっさと後ろを向いた。


「はいはいお嬢じよう様さま、私めは後ろを向いております故、存分にお着き替がえください」


「もう……」


　ぶつぶつ言いながらもエチカは服を脱いだ。


　だが、鎧、上着はまあいいとして……下着は流石さすがに躊ちゆう躇ちよしてしまう。人気のない森の奥、いるのはスピノザだけなのだが。


　しばし迷った後、じっとスピノザの背中を見ながらエチカは下着を脱いだ。


　まだ成せい熟じゆくしきっていない華きや奢しやな身体が露あらわになる。桜さくら色の蕾つぼみを付けた胸も、腰こしから太ふと股ももへと流れる膨ふくらみも、美しいというよりは可愛かわいいと評するべきだろう。はっきりいって色気云うん々ぬんを論じるのはまだ早い。


　ただ……その柔やわらかい線で描かれた姿態には、輝かがやく様な瑞みず々みずしさがあった。少女の特権である。


「でもさ、エチカはいつも僕の裸を見てるじゃないか……興こう奮ふんする？」


「しないわよ！　こら、こっち向くな！」


　服を絞しぼりながらエチカが怒ど鳴なる。


「だったら、逆も一いつ緒しよだと思うけどなあ」


「……見たいの？」


「特にそういうわけじゃないけど」


「スピノザ、何か人間臭くさいんだもん……人間の男の子に見られてる様な気がするのよ」


「ふーん」


「……嬉うれしそうね？」


「ちょっとね」


　スピノザは角つのの付け根を搔かいた。


「生まれ変わりってのがあるなら、次は人間がいいな……って思ってたもんだからさ」


「そうなの？」


「うん」


「不便よ、人間は」


　エチカは溜め息をつく。


「空も飛べないし、竜に比べればひ弱だし」


「でも楽しそうだよ」


「そうかなー……私だったら、竜がいいな」


「邪じや悪あくな？」


　笑いながらスピノザが言う。


「んー……」


　エチカは人差し指を頰ほおに当てて首を傾かしげた。


「訂てい正せい……スピノザみたいな、竜」


「…………」


　スピノザは何やら、落ち着かない様子で翼つばさを少し開いたり畳んだりした。照れているのだとエチカが気付いたかどうか。


「じゃあ……僕ももう一回、竜をするかな」


「え？」


　服を絞る手を止めて、エチカは竜の背中を眺める。


「いや、その、エチカに負けない様に、いや、そうじゃない、ええと」


　何を言ってるんだ、僕は。


　これじゃ、ますますアタラクシアに変態呼ばわりされてしまうじゃないか。


　スピノザは内心、苦笑した。




　第四章　最後の英えい雄ゆう







　竜りゆうはその気になれば姿を消す事もできる。


　比ひ喩ゆでも何でもない。実際に透とう明めい化かする事が可能なのだ。飛ひ翔しようにも使用する強大な「力の場」を操あやつり、自らに当たる光線さえ曲げてしまう事が可能だからである。


　光が竜を避さけて通るのだ。


　その結果、光学的には竜は消しよう滅めつする。光がその身体からだを素通りするかの如ごとく。


　もっとも……この生きものが身を隠かくさねばならない状じよう況きように置かれる事はまずないのだが。


「……まあ、こんなものかしらね」


　空を舞まいながらアタラクシアはつぶやく。


　養よう生じようの甲か斐いあって、既すでに彼女の力はほぼ完全に回復していた。肩慣らしのつもりで彼女はスピノザの洞どう窟くつを出、周囲の空を舞っているのである。


　姿を消しているのは、力りき場ばの調子を見る意味もあったが、スピノザの要望に因よるところが大きい。


　夜はともかく、昼日中に蒼そう穹きゆうを赤い巨体が舞っていれば、嫌いやでも目立つ。竜の目もく撃げき情報は、バートランドの街まちに無用の混乱を引き起こしかねない。


　スピノザは、同行を申し出たが、アタラクシアは断ことわった。彼は、街の平へい穏おんとアタラクシアの体調、双そう方ほうを心配しているのだが……やはりアタラクシアとしては、人間と並へい列れつに扱あつかわれるのは、少々面おも白しろくない。彼の同行を拒こばんだのも、そんな理由からであった。


「……もう少し遠出しようかしらね」


　帰りが少しでも遅おくれれば、スピノザは心配するだろう。彼は、そういう性格だ。


「決めた」


　アタラクシアは予定より先を飛翔する事にした。


　飛ぶのはいい。


　竜にとって、飛翔は一種の快楽と言える。


　魔ま獣じゆうの王でありながら……いや、王たればこそ竜は様さま々ざまなものに縛しばられる。意識、無意識を別にして、だ。その生物としてはあり得ない程の力は、特にその破は壊かい力りよくは、制約があるからこそ存在しうると言って良い。


　人間から見れば勝手気ままな生き物に見えるだろうが、竜には竜なりの倫りん理りというものがある。人間のそれに比べれば、より本能に近いが。


　それが、竜を縛る。


　実際に竜が好き勝手をしていれば、世界はとうの昔に破壊と再生の均きん衡こうを失い、破は滅めつしていたろう。それだけの力は持っている生き物なのだ。竜から見れば、無制限に野山を切り開き、資源を採さい掘くつする人間の方が、無茶であるといえる。


　そんな竜達にとって、飛ぶ事は本当の自由だった。絶対たるべき重力の束そく縛ばくすら、その前に屈くつする。飛ぶ事に意味はない。純じゆん粋すい無む垢くな快楽。意味という呪じゆ縛ばくすら、そこにはない。


「スピノザも考えすぎなのよね、意味を遺のこすだの、何だのと……あら？」


　ふとアタラクシアは『覗のぞき穴あな』の端はしに妙みようなものを見つけた。


　光線が素通りするとはいえ、完全に光線を避さけてしまっては、彼女自身が何も見えない事になる。よって、視界を確保するための最低限の光線を招まねき入れる力場の穴……『覗き穴』を設もうけてあるのだ。


「あれは……」


　戦せん慄りつが最強魔ま獣じゆうの背を駆かけ登る。


　巨大な影かげの群れがそこにはあった。


　竜さえも遥はるかに上回るその大きさ。あちこちに突つき出た砲ほう身しん。鋼こう鉄てつの色。膨ぼう大だいな鉄と油と、そして火薬の匂におい。


　それは……


「こんな処ところまで私を追ってきたっていうの？」


　ロケット砲の痛みがうずく。


　黒地に描かれた紅あかい鉄てつ槌ついの紋もん章しよう……アタラクシアはそれに見覚えがあった。


「いや、違ちがう……マキャベランの馬鹿王め……とうとう始めたわね」


　既すでに十じゆう分ぶんな防衛力をもつ国家が、更さらに軍備の増強を行う理由は一つしかない。いずれマキャベランが隣りん国こくのいずれかを侵しん略りやくする目算を立てていたのは、明らかだった。


「まあ……私には関係ないけど」


　無論、アタラクシアは傍ぼう観かんを決め込むつもりであった。竜たる彼女に、人間の争い事に関かん与よするいわれはない。まして、下へ手たなちょっかいを出して再び重火砲やロケット砲の集中砲火を食らうのは、願い下げであった。


　アタラクシアは進路を変えた。


　遠出は中止である。姿を消しているとはいえ、あまり人間の軍隊に近付きたくはない。注意力の高い者ならば、『覗き穴』を見破るかもしれない。


「明日には、バートランドはおしまいね」


　さして関心もなさそうな口調でアタラクシアは呟つぶやいた。








　存在とは何か。


　存在という言葉の定義を、物理的意味にのみ限定するならば、〈それ〉は非存在……存在しないものに分類されよう。


　物理的に確認する事はできない。


　だが〈それ〉は確かに存在した。


　方程式や法則の如く。


　物理的実体を持たないが、物理的存在を律りつするもの。糸なくして傀かい儡らいを操あやつるもの。世界を超ちよう越えつして俯ふ瞰かんするもの。


　それ故に崇あがめ奉たてまつられしもの。


　だが〈それ〉とて絶対ではない。万ばん全ぜんではない。如い何かに完全たろうとしても、齟そ齬ごは常にその陰かげに潜ひそんでいる。破は綻たんは永えい劫ごうの彼方かなたではない。


　そうだ。〈それ〉は狂くるいつつあった。


　狂ってはならないものだった。未来永劫、〈それ〉は崇め奉る者共を導く筈はずだった。彼等の価値観という、非常に脆もろく曖あい昧まいなものを固定すべく、機能する筈はずだったのだ。


　勇者。魔竜。人たる種族の未来。


　だが……機能異常を生じた〈それ〉は世界という舞ぶ台たいそのものから撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされていた。








　聖せいデルフォイ。


　ラッセル王国東部辺境・バートランド付近に広がる森の名であると同時に、その中心に位置する古代神しん殿でんの名めい称しようでもある。


　かつては生え重なる木々の群れに囲まれ、隠かくされた聖地であったが、今ではバートランドから整備された参道が延びており、森の中とはいえ、子供や年寄りでも比ひ較かく的楽に行く事が出来る。一歩参道を外れれば、原生林が残っているが……そこにはもう、かつて勇者志願者達が剣けんを求め辿たどった道程の面おも影かげはない。


「所しよ詮せん、過去の遺い物ぶつだ」


　彼は眼前にそびえる灰はい色いろの尖せん塔とうを見上げながら言った。


　恐おそろしい程に単純な形だ。天を突つき刺さそうとする一本の巨大な円えん錐すい。それがデルフォイ神殿の外観の全すべてだった。


　だがその単純さ故にこそ、この遺跡は異質なのだ。中央の広間を含め、大小二百近い部屋を持つ内部構造に比べ、異様な程の単純な外見。外がい壁へきをなす巨石群は磨みがいた様ように滑なめらかで、しかもその岩と岩の間には剃かみ刀そりの刃はすら入らない。ちょっと離はなれて見れば、継つぎ目は分からないだろう。


　現代ですらこれと同じものを建造する事は困難だというのに、学者達が出したこの神殿の推定建造年代は、およそ三千年前……文明の黎れい明めい期きの更さらに前だ。


「如い何かにすさまじい技術が用いられていようと、造った者共は既すでになく、その理想も信しん仰こうも風化して久しい……そんなものに今を縛しばる権利はない」


「陛へい下か……」


　楽しげに……本当に楽しげに語る主あるじを、何故かミルは辛つらそうに見つめた。対して護ご衛えいの兵士達は人形の様に無表情のまま、主の言葉を聞いている。


「どうした、ステュワート……浮うかぬ顔だな」


「やはり私は納なつ得とく行きません」


　ミル・ステュワート女官長は高まろうとする声を懸けん命めいに抑おさえながら言った。


「そもそもバートランドなど戦略的に見て殆ほとんど価値はありません……まして」


「イドラ大たい佐さは優秀な軍人だ」


　感情のこもらぬ彼の声に、ステュワートはなおも食い下がった。


「確かに優秀でしょう……人であれ物であれ、破は壊かいする事にかけて、あの者の右に出る者はおりません」


　ステュワートの声には、いくら言葉を連ねても自分の考えや想いが伝わらないもどかしさと、悲しみが滲にじんでいた。


「間ま違ちがいなくあの者はバートランドを滅ほろぼします！　何の罪つみもない人々も含めて、全てを、ただ己おのれの悦えつ楽らくのために！」


「それがどうした」


　彼の返事は淡たん々たんとしていた。


「バートランドに戦略的価値がないと言ったのはお前まえではないか……私は単にこの聖地を焼き払はらい、忌いま々いましい神殿を破壊するための足場が欲しかっただけだ」


「デルフォイ神殿を？」


　彼は両手を広げた。


　その腕うでで全てを得ようとするかの様に、あるいは全てを振り払ってしまうかの様に。


「因習、条理、全ての旧ふるきもの。それらを越こえて猶なお、君くん臨りんするもの。世界の全てを律りつするもの。我等を縛るもの。私の敵は、それだ……それを用意した何者かと、そしてそれを崇あがめ奉たてまつる者共だ」


「一体何を……」


「まだわからんのか？」


　彼は微笑ほほえんだ。


　察しの悪い幼児を相手にしているかの様に。


「魔ま竜りゆうも、英雄も、全ては舞ぶ台たい装そう置ちに過ぎん……魔竜は暴ぼう虐ぎやくなるをもって邪じや悪あくを示し、対する英雄は勇ゆう壮そうなるをもって正義を示し、竜を葬ほうむる。それにより人は悪を知り、そして対つい概がい念ねんとしての善ぜんを知る。人という種しゆの脆ぜい弱じやくな価値観を補正するための、古来より連れん綿めんと続けられてきた儀ぎ式しきだ。誰だれが用意したものかは知らぬ。知りたくもない」


　吐はき捨てる様に言うと、彼は更さらに続ける。


「用意された価値観……定められた意味……それが我等の在あり方を縛しばる。その価値観にそぐわぬもの、それを満たさぬものを分け隔へだて、切り捨てる。捨てられる者の想いなど全く顧かえりみられる事もなくな」


　彼は思う。


　自分には価値などなかった。兄の様に愛され、必要とされ、認められる事もなく、ただ生きているだけのモノだった。それが自分の運命だった。


　優やさしくなければ、賢かしこくなければ生きている価値はない。美しくなければ愛されない。気高くなければ認められる事はない。


　英雄。勇者。


　究極の価値の具ぐ現げん者しや。


　そしてそれを操あやつる細い細い糸。


　彼は何よりもそれを憎にくんだ。それは彼の無価値を浮うき立たせるから。価値が有るから無価値が生じる。


「陛へい下か……貴方あなたは……」


　狂くるっている。


　その一言をミルは必死に堪たえた。


「だから私は復ふく讐しゆうするのだ……私を切り捨てた世界と、その価値観に」


　轟ごう音おんが森に降る。


　恍こう惚こつとした表情で両手を天空に差し伸のべる彼の背後頭上……木々の梢こずえの向こう、遥はるかな空を覆おおい隠かくす様にして巨きよ影えいが滑すべり出てくる。逆光の中にくっきりと描えがかれる楕だ円えん形けいの輪りん郭かく。


　それは……巨大な硬こう式しき飛行船だった。


　だが、本来の飛行船という言葉から連想する様な優ゆう雅がさや、間ま延のびした微笑ほほえましさは感じられない。薄いながらも浮ふ力りよく槽そう部分には装そう甲こう板ばんが張られ、その下に吊つられた操縦室には機関砲ほう、貨物部には明らかに重火砲と思おぼしき突とつ起きが見て取れる。


　推力を与あたえるプロペラは通常の飛行船よりも多く、しかも遥はるかに大きい。


　これは明らかに戦せん闘とう用に特とく殊しゆ化かした飛行船……飛行戦せん艦かんとも呼ぶべき代しろ物ものであった。


　しかもその数、およそ二十隻せき。


　これこそがイドラ大佐率いる特とく殊しゆ先せん遣けん師し団だん〈紅あかき鉄てつ槌つい〉だった。


「全すべて此こ処こから始まる！」


　彼の吼ほえる声と共に、重火砲の洗礼がバートランドの街まちを襲おそった。








　炎ほのおの赤。


　次々と投下され、炸さく裂れつする爆ばく弾だんの前に、人々の影かげが舞まう。あまりにあっけなく、簡単に形は壊こわれ、それらは人間という意味を失った肉につ塊かいとなる。


　更さらにだめ押おしをするかの様に飛行船団の各貨物室が開く。吐はき出されたのは爆弾ではなく、巨大で白い花弁に吊つり提さげられた灰はい色の塊かたまり……戦車だ。


　大型パラシュートを付けた鋼こう鉄てつの板の上に、軽戦車が載のっている。その数、五十余。死を運ぶ白い花の群れがバートランドの空を覆おおう。


　空くう挺てい戦車部隊は落下速度を殺すための緩かん衝しよう爆ばく薬やくを発火させ、一いつ斉せいに地上へと着地した。同時に無む限げん軌き道どうが人々の踏ふみ固めた大地を抉えぐりながら猛もう進しんする。


　逃にげまどう人々の中に戦車は突つっ込んで行く。旋せん回かいする砲ほう塔とう。砲撃は次々と街まち並なみの形を変え、機き銃じゆうは無力な人々を薙なぎ倒たおす。


　一方的な殺さつ戮りく。


　竜のそれをも上回る破は壊かい力りよくの奔ほん流りゆうは、情なさけ容よう赦しやない激はげしさで街を蹂じゆう躙りんする。


　突とつ然ぜんの侵しん略りやくに人々は成なす術すべもなく殺されていった。








　制圧は非常に簡単だった。


　元々、空挺機甲師団など率いて攻せめ入る場所ではない。駐ちゆう留りゆう軍ぐんもいない田舎いなか街など、歩兵の二個中隊もあれば十分に制圧可能だ。


　わざわざ戦車を持ってきたのは、デルフォイの森と、その中央にある神しん殿でんを破壊するためである。派手にやるがよい……それが皇こう帝ていの言葉だった。


「つまらんな」


　イドラ大佐は己おのれの、肉のたるんだ顎あごをいじりながら、呟つぶやいた。野営陣じんの中央、簡かん易いテン卜の中で、彼は部下の運んでくる情報に不満を覚えていた。


「どいつもこいつもあっさり投降しおって」


　彼は生まれついての軍人だった。


　お前まえは戦うために生まれたのだと彼の父は言った。彼自身もそれを疑わなかった。彼は戦うために軍人になった。愛国心などどうでもよかった。戦えればそれでよかったのだ。


　いや。正確にいえば違ちがう。


　戦士と殺人狂きようは違う。


　彼は殺すのが好きだった。壊こわすのが好きだった。生き物であれ物であれ、踏みにじり、引き裂さき、叩たたき潰つぶすのが好きだったのだ。


　軍人などというのは方便だ。彼は生まれついての破は壊かい魔まだった。


　破壊は勝利だ。


　勝利は即ち、優秀さの証明であった。自分は強いのだ。偉えらいのだ。敗北した奴やつ等らより、偉い大だいなのだ。蹂躙する事ができるのは、自分が素晴らしい存在だからだ。


　故に、彼は壊し続けなければならなかった。


　戦わねば、殺さねば、壊さねば、屈くつ服ぷくさせねば、彼は安心できなくなっていた。自分の価値をそうする事でしか確かめられなくなっていた。


　踏みにじれば、自分は踏みにじられた奴よりも確実に高い所に居られる。無価値の海に沈しずみ、溺おぼれなくてすむ。踏みつけている間は。


「つまらん」


　イドラ大佐は思った。


　この際、抵てい抗こうなどどうでもいい。


　街の奴等で遊んでやろう。急な任務に駆かり出され、兵士達の鬱うつ憤ぷんもたまっている事だろう。ちょうど良い。彼の性せい癖へきは皇帝も承知の上だ。


「街の連中を集めている所へ案内しろ」


　立ち上がりながら、イドラ大佐は言った。








　奇き遇ぐうにも、ラウラの閉とじこめられたのは、レヴィンと同じ教室であった。


　他にも、何人かの捕ほ虜りよが閉じこめられている。どうやら街の人間もまとめて学校へ連れてきてあるらしく、教師や生徒以外の人間も多い。


「レヴィン様……」


　見張りを刺し激げきしないよう、ラウラは小声で言った。見張りの兵は合計三人。銃で武ぶ装そうしているが、ラウラにとってさして恐おそろしい数ではない。ただ、今不用意な事をすれば他の捕虜に危害が加えられる恐れもあった。


「おや、ラウラ」


　レヴィンはにこにことした表情で言う。


　この期ごに及およんでも、この青年は呑のん気きな風ふ情ぜいを崩くずさない。死ぬ時ですら、彼はこのままなのかもしれない。


「ラウラが捕つかまるとは」


「もう、誰だれも見捨てて逃にげないと誓ちかったんです」


　ラウラはレヴィンの隣となりに腰こしを下ろしながら言った。


　正面から包囲を突とつ破ぱするのは難むずかしいにしても、ラウラなら敵の眼に見つかる事無く街から出る事もできたろう。彼女はそういった特とく殊しゆ環かん境きよう下での生存訓練、非ひ武ぶ装そう状態での戦せん闘とう訓練を徹てつ底てい的に叩たたき込まれて育ったのだから。


　だが……


「立派な心がけだ」


　レヴィンは肩を竦すくめた。


「でも、あまり意味はないな」


「そういうレヴィン様こそどうして？」


「連中、意外と頭がいい」


　レヴィンはちらりと見張りの兵士に視線を向けた。


「捕ほ虜りよを何か所にも分けて見張ってるんだよ……元々はラッセル王国軍に対する人質なんだろうが、下へ手たに動けば人質が見せしめに処しよ刑けいされるのは確実だね。いくらなんでも街の人間全員を助け出すのは無理だし」


「逃げる程度はできたでしょう？」


「英雄になる気なんてさらさらないけど、男を止めるつもりはないんでね」


「それを、英雄というのですよ」


　ラウラは苦笑する。


　彼女にはこのとぼけた青年の胸中が分かっていた。


　彼は、街の人々の身を……特にエチカやベアトリーテといった、少女達の身を案じたのだ。彼女達を置いて、自分だけが逃げる事ができなかったのだろう。


　逃げてこの状態を他の街や、地方駐留軍に知らせるのも手だが、どうせ、ここまで派手な事をしてラッセル王国軍が気付かない筈はずはない。


　ならば捕まっておいて、いざという時のために体力を温存しておくのが得とく策さくだろう。エチカ達の側そばに付いていてもやれる。どうせ即そく席せきの拘こう束そく具ぐや一いつ般ぱん兵士の見張りなどでは、この青年を止める事は出来ない。


「しかし……他の捕虜がどうなっているのか、この状態では何とも……まさか、こうも細かく分けて閉じこめられるとは思わなかった」


　レヴィンは肩を竦めて見せた。








　鼻歌が洞どう窟くつに流れる。


　器用に手製の箒ほうき……柄えなどは丸ごと一本の木を枝払いして造ったものである……を使い、洞窟の掃そう除じをするスピノザを眺ながめながら、アタラクシアは溜ため息いきをついた。


「……スピノザ」


　アタラクシアにしては珍めずらしく、躊躇ためらう様な声が、スピノザを振ふり向かせた。


「何？　どうしたの？」


「私に……子種をくれる気はない？」


　スピノザは硬こう直ちよくした。


「ななな何をいきなり？」


「人間の言い方で言えば、「抱だいて」つってんのよ」


　アタラクシアは溜め息混じりに言う。


　竜にとって、繁はん殖しよく行こう為いは本能によるところが大きい。愛情の類たぐいが介かい在ざいする余地も全くないわけではないが、竜の感情を人間のそれと直接的に比ひ較かくするのはあまり意味がない。


　少なくとも人間の様な羞しゆう恥ちの感覚、貞操観念等は、竜には乏とぼしい。


　その意味ではスピノザの反応は、竜らしくなかった。むしろ、それは、女の子から告白を受けた人間の少年に近い。もっとも……いきなり「抱いて」とくるのは、まずないだろうが。


「貴方あなた、本当に生まれる種族を間ま違ちがえたわね」


「そそそそうかな」


「で、どうなの？」


「いや、その」


「まさか、本当に人間の雌めすの方がいいんじゃないでしょうね」


「そういうわけじゃないんだけども」


「全く」


　アタラクシアは尻しつ尾ぽを不ふ機嫌きげんそうに跳はねさせる。


「余計なところまで人間に染そまっちゃって……ま、そんな貴方を相手に選ぼうってんだから、まあ、私も何ど処こかおかしいのかもね」


「アタラクシア……」


「私じゃ嫌いや？」


　長い首を傾かしげて……無む垢くな小鳥の様な仕草で、アタラクシアは尋たずねた。








　獲え物ものは無垢な方が良い。


　捕虜を集めた場所……学校の校舎の中を歩きながら、イドラ大佐はそう思った。


　汚よごれなきものを踏ふみにじり、泥どろにまみれさせる快楽は、彼に生きる事を実感させてくれた。処女雪に靴くつ跡あとを刻きざんで荒あらすその征せい服ふく感かんは何物にも代え難い。


「ここに」


　兵士の一人が指し示す。


　捕虜の殆ほとんどは学校施し設せつの中に分散して監かん禁きんしてあった。あまり一ひと所ところに集めると捕虜が蜂ほう起きして手に負おえなくなる場合もある。効率が悪い様にも見えるが、簡かん単たんに制圧できる人数単位に分けて管理する方が安全なのだ。


　それに……


　大佐は教室の一つに入る。


「ほほう」


　集められた少女達を見て、彼は満足した。


　怯おびえる小鳥達。彼の矜きよう持じを満足させるために捧ささげられる、罪つみなき生いけ贄にえ。踏みにじられるために存在する、処女雪。


　何をされるかは想像がついているに違ちがいない。ぎらぎらと欲望にたぎる兵士達の眼を見れば、如い何かに乙おと女めとて、先に待ち受ける残ざん酷こくな未来の影かげに気付くだろう。


　いずれも一いち様ように怯えた瞳ひとみを大佐に向け、無言で容よう赦しやを乞こうていた。慈じ悲ひを求めていた。


　許して、と。助けて、と。堪かん忍にんして、と。


　そうだ。


　大佐は喜き悦えつに気を失いそうだった。


　彼女達は讃たたえているのだ。崇あがめているのだ。この偉い大だいなる自分を。イドラ大佐の前で、無力な仔こ犬いぬの様に、媚こびへつらい、許しを求めているのだ。


　なんという充じゆう実じつ感！


　俺は偉大だ！


　大佐は満足の内に兵士達に命令を出そうとした。


〈紅あかき鉄てつ槌つい〉の中でも、特に彼に直ちよく属ぞくする部隊には、彼と同じ様なものの考え方をしている者が多い。


　そこが校庭であろうが森の中であろうが、凌りよう辱じよくにためらいを覚える様な人間はいない。少女を汚けがす行為に良心の呵か責しやくを覚える様な人間など、一人もいない。己おのれの欲望の前では常識など一いつ顧こだにもしない連中だった。


「む……？」


　大佐が眼を細める。


　一人だけ、彼を讃えぬ少女がいた。


　ただ一人だけ、慈悲を乞う眼をしていない少女がいた。その瞳は怯えてはいたが、決して彼に屈くつ服ぷくはしていなかった。


「娘むすめ」


　大佐は微笑ほほえみながら少女を見つめた。


「何だ、その眼は」


　少女は答えない。


「名は、何という？」


「エチカ・ライプニッツ」


　少女は立ち上がり、前へ出た。


　まるで、大佐の視線から他の少女達を庇かばおうとするかの様に。教壇の陰かげにでも隠かくしていたのか、その手には一本の剣けんが握にぎられていた。


「ほほう」


　大佐は嘲ちよう笑しようした。


　剣に気付いて少女に詰つめ寄ろうとする兵士達を片手をあげて制する。素人しろうとが武ぶ装そうしたところでたかが知れている。兵士達が剣を見落としていたのは、まさか学校に剣を持ってきている生徒の存在など考えもしなかったからだろうが、見み逃のがしていたとしても所しよ詮せん、大した問題ではなかった。


「それは、何のつもりだ？」


　大佐は笑いながら腰から拳けん銃じゆうを抜ぬいた。








　風が吼ほえる。


　獣じゆう王おうの飛ひ翔しように大気さえもが悲鳴を上げて道を開いていた。天を流れる風をはねとばし、虚こ空くうすらえぐり抜く勢いで、スピノザは飛んでいた。


　……バートランドへ行きなさい。


　アタラクシアはそう言った。


　……マキャベランの軍隊が、来てるわ。


　その意味するところを知って、スピノザは弾丸の様に洞どう窟くつを飛び出した。後に残されたアタラクシアの、小さな、しかし深い嘆たん息そくも知らずに。


　バートランド上空までは、瞬またたく間まであった。本気のスピノザの飛翔速度はアタラクシアの倍に達する。虚空を伝わる音と、その速さを張り合えるほどに。


　そして。


「あれは……！」


　そこにスピノザは、見た。


　巨大な鋼こう鉄てつの箱の群れ。


　戦車である。


　何十台という戦車が街まちの至る所に停とめられている。目を凝こらせば、銃を持った兵士達も見える。


　更さらにスピノザは目を凝らす。


　街まちのあちこちに死体が積まれていた。最初の砲ほう撃げきで殺された者達であろう。丁てい寧ねいな事に、いずれも身ぐるみ剝はがされた上で、丸太の様におり重ねられている。


「……なんて、むごい……」


　死体の中にはエチカよりも幼い女の子の姿もあった。まだ膨ふくらみきっていない胸に、ぞっとする様な傷きず跡あとが残っている。ガラス玉の様にうつろな青い眼が、瞬まばたきもせず天空を見あげていた。


　破片で腹を裂さかれた妊にん婦ぷがいた。爆ばく発はつで身体半分を吹き飛ばされた老ろう婆ばがいた。つぶされた喉のどにくっきりと軍ぐん靴かの後が残っている少年さえいた。


　地じ獄ごくの光景だった。


「どうして……どうして、こんな事をするんだよ……こんな……邪じや悪あくな……」


　言ってから気付いた。


　どうして、今や竜りゆうが滅ほろびつつあるのかを。


　人間の兵器のせいではない。種しゆとしての寿じゆ命みようでもない。


　竜は、もう必要ないのだ。


　人間には最早、邪悪の象しよう徴ちようとしてのドラゴンは必要ないのだ。何な故ぜなら、わざわざドラゴンになど邪悪を見出さなくても、今や、同じ人間の中にも見る事ができるから。


　人間は自らに邪悪を取り込む事で、ドラゴン達を切り捨ててしまったのだ。


「そんな馬ば鹿かな事ってないよ……」


　弱々しくスピノザがつぶやく。


「これじゃ、竜は何のために生まれて来たんだよ……」


　憎にくまれ、憎まれ、更に憎まれ……そうまでして邪悪を人間の外に固定していた魔ま竜りゆう達の行為は、全すべて水すい泡ほうに帰したのだ。


　恐おそらく、魔竜達にその役目を課した何者かも、その事に気付いたのだろう。だからその何者かは、魔竜達を用済みとして、この世から退たい場じようさせる事にしたのだ。


「こんな……」


　不意にスピノザの耳に、聞き慣れた声が飛び込んできた。彼の舞まう遥はるかな空に高みに、人間の声など届とどく筈はずはなかったのだが……


「エチカ！」


　ほとんど絶ぜつ叫きように等しい声を上げて、スピノザは少女の姿を探した。エチカの声は悲鳴だったのだ。








　エチカは校庭に引きずり出されていた。


　服は破かれ、半はん裸らの状態になりながら、けれど彼女は〈モナド〉を握にぎりしめ、決然とした瞳ひとみで兵士達を……イドラ大佐をにらんでいた。


　イドラ大佐の趣しゆ向こうである。


　彼は不ふ遜そんにも自分に向けて剣を構える少女を、校庭で慰なぐさみものにするつもりだった。手足を銃じゆうで撃うち抜ぬき、自由を奪うばってから、兵士達に犯おかさせる気だった。


　それを、その様さまを、他の捕ほ虜りよにも見せてやるのだ。


　きっと少女は苦痛と屈くつ辱じよくと恐きよう怖ふと、様々な苦しみを味わい、彼の前に敗北の叫さけびをあげるだろう。そしてその光景は、観客たる他の捕虜達をも慄りつ然ぜんとさせるに違いない。


　他た者しやの苦痛。屈辱。恐怖。


　それこそが彼の勝利であった。彼の生きるための糧かてであった。


「エチカとかいったな」


　イドラ大佐は拳けん銃じゆうを向けて言った。


「いつまでその生意気な眼をしていられるかな？」


　銃声。


　少女の肩に、真しん紅くの花が咲いた。








「エチカ！」


　妹が校庭に引きずり出されたのを目もく撃げきし……捕虜に見せる様に大佐が命じていたのだ……レヴィンは叫んだ。


　駆かけ出そうとする彼を、見張りの銃口が押おし止める。


「黙だまって見てろ！」


「……どけ」


　レヴィンが呟つぶやくように言う。


　不幸にも兵士はそれをよくは聞き取れなかった。竜をも一度は追いつめた若者の、怒いかりに沸ふつ騰とうする声を。


「へへ、滅めつ多たに見られるもんじゃねえからなあ！　じっくりと……」


「失言だった」


　静かにレヴィンは言った。


　ゆらりと前へ出る。


「まだガキだが、きっといい声で泣きやがる……」


　兵士の声は中断した。


　振ふり払はらうようにして無む造ぞう作さに旋せん回かいしたレヴィンの拳こぶしが、兵士の横顔を直ちよく撃げきしたのである。


　兵士は教室の壁まで吹っ飛んだ。


　捕虜達が悲鳴を上げる。


「どく必要はない」


　レヴィンは冷たく言い放った。


　殴なぐられた兵士は、口と、両耳と、鼻と眼と……あらゆる所から、揃そろって紅あかいものを滴したたらせて転がった。死んでいないにしても、恐おそらく、二度と以前の生活には戻れまい。


「貴様……！」


　残る二人の兵士が銃口を向ける。


　彼等の首筋を白いものがないだのは次の瞬しゆん間かんであった。


「痴しれ者もの共が」


　普ふ段だんとは別人のような口調で、ラウラは手刀で首を打たれ、気絶した兵士達を見おろした。


「マキャベランの軍人はいつからこうも下げ衆すになった？」




[image: ]


　その時。


　銃声が届とどく。


　無言でレヴィンが窓に駆かけ寄った。


「エチカ！」


　今度こそ絶ぜつ叫きようし、レヴィンは頭から窓に突つっ込む。


「レヴィン様！」


　砕くだけ散る窓ガラスと、ラウラの声をまといながら、青年は宙に舞まった。








　少女は彼をにらんでいた。


　ひるまなかったわけではない。大の大人おとなとて銃弾を受ければひるまずにはおれない。だが、少女はそれでも苦痛を堪たえ、明確な反はん抗こうの意志をその蒼あおい眼に湛たたえてイドラ大佐をにらんでいた。


　何な故ぜだ。


　大佐は思った。


　どうして小こ娘むすめが、何の力もない小娘が、そんな眼をする？　そんな眼をしていられる？


　蒼い眼。


　一点の濁にごりもなく彼を見み据すえる眼。


　断だん罪ざいのまなざし。


　見るな。


　大佐は胸の内で坤うめいた。


　その眼で俺を見るな！


　屈くつ服ぷくさせられぬ以上、彼は勝利者ではなかった。


　圧あつ倒とう的な暴力を背にしてすら、一人の少女を征せい服ふくする事ができない。それは彼が敗者に堕だする事を意味していた。彼が蔑さげすんできた者達の場所へ、彼が墜おちる番が回ってきたのだ。


　嫌だ。


　彼は思う。


　嫌だ。俺は勝者だ。偉い大だいなのだ。


　こんな小娘に負けて良い筈はずはないのだ！


　消えろ、小娘！


　彼は恐きよう怖ふに突き動かされるままに、少女の射殺を命じていた。








　どうしようもない。


　それは分かっていた。相手は専門の訓練を受けた銃じゆう武ぶ装そうの兵士で、自分は単なる無力な少女だ。慰なぐさめ程度に〈モナド〉を構えてはいるが、その神しん霊れい力りよくが自分の呼び掛けに応こたえて発動した事は一度もない。


　万に一つも勝ち目はない。


　それでもエチカは戦おうとしていた。


　何故だろう？


　撃うたれた左肩の、痛みにきしむ意識で、ふとエチカはそんな事を考えていた。


　いっそ黙だまって凌りよう辱じよくを受け入れれば……誇ほこりを捨て、体を差し出し、媚こびでもすれば、兵士達も命くらいは助けてくれるかもしれない。


　でも嫌いやだった。


　自分は英雄の代理人だ……エチカは自分に言い聞かせる。誰に与あたえてもらった役目でもない。自分で、そう決めたのだ。


　魔ま竜りゆうが邪じや悪あくの象しよう徴ちようなら、勇者は優やさしさ、気高さ、意味のある強さ……そういった何か、人間が決して忘れてはならない大切なものの象徴だ。


　こんな奴やつ等らに屈してはならない。屈してなどやらない。


　……スピノザ。


　兵士達の銃じゆうが自分に狙ねらいを定めるのを見つめながら、エチカは森の洞どう窟くつにひっそりと住む優しい魔竜の事を思い出していた。


　結局……勝てなかったね。








　間に合わない！


　兵士達が銃を構えるのを見て、降下中のスピノザは絶望に身をよじった。


　ほんの一いつ瞬しゆんだ……一瞬だが、スピノザが彼女と兵士の間に割り込むよりも、銃弾が発射される方が早い。


「やめろぉっ！」


　喉のどが張り裂さける程の絶ぜつ叫きよう。


　最強無む比ひの魔獣、生きとし生けるものの天敵、邪悪な破は壊かい神しん……そんな通り名で呼ばれながら、彼は少女を救えない。炎ほのおを吐はき、天を駆かけ、雷かみなりを呼ぶ事すらできながら、大切な少女のために何一つしてやれない。


　滅ほろんでゆくのはいい。


　それがドラゴン達の運命ならば仕方のない事だ。今いま更さら、恨うらみ言は言うまい。


　しかし。


　今、この瞬しゆん間かんの残ざん酷こくな運命を……スピノザは心の底から憎にくいと想った。








　レヴィンは絶望に全身の血が沸ふつ騰とうするのを感じた。


　大切な妹。大事な妹。


　彼女を引き取る事になったあの日。


　怯おびえる仔こ猫ねこの様な眼まな差ざしの、幼い少女と出会ったあの日。必死に何かを求める様な眼差しをしていた少女を見たあの日。


　あの日から彼は妹を見守ってきた。


　こんな眼をしていて良い筈がない。こんな悲しい眼をしている人間がいて良い筈はないのだ。


　そして彼は誓ちかったのだ。


　この子を幸せにしてやろう。せめてこの子が本当に心の底から微笑ほほえむ事ができるようにしてやろう。自分は、この子の兄なのだから。


　だが。


　風を巻いて走りながらもレヴィンは悟さとっていた。間に合わない。彼がエチカの前に飛び出す前に、銃じゆう弾だんは彼の愛いとしい妹を貫つらぬくだろう。


　英雄。勇者。


　そんなものはどうでもいい。


　世界の意味なんて知ったことか。人の価値観？　そんなものはそれぞれが胸に抱いていればいい。そんなものよりも、この手で守らねばならないものが彼にはたくさんあった。


　父。母。ベアトリーテ。級友達。


　そして……エチカ。


　けれど、彼は、その守らねばならないものを、目の前で失おうとしていた。








　絶望にエチカは眼を閉じる。


　イドラ大佐の怒ど声せいにまぎれて、一瞬スピノザや兄の声を聞いた様な気がした。幻げん聴ちようだろう。


　銃弾が放たれる。


　一切の尊厳も、勇気も、そして優しさも一瞬にして無に返す、小さな灼しやく熱ねつの暴力。それに逆らうには人間はあまりに弱い。


　それに逆らうには奇き跡せきが必要だった。


　そして。


　奇跡はいつも絶望の後に来る。








　スピノザの眼は見た。





　レヴィンの眼は見た。





　銃弾が少女の体に食い込む直前……破は竜りゆう剣けん〈モナド〉がその神しん霊れい力りよくの根こん源げんたる蒼あおい宝玉から光を放つのを。


　銃じゆう弾だんが……止まる。


　蒼い光の中で運動エネルギーの全すべてを奪うばわれた凶きよう弾だんは、無害な鉛なまりの塊かたまりとして地に転がった。兵士達が驚きよう愕がくの声を上げる。


　剣は少女を守ったのだ。


　無論、本来の持ち主でない者の手中で発動するには、無理がある。次の瞬しゆん間かん、宝玉は澄すんだ音と共に砕くだけ散っていた。


　……後は頼たのむ……


　そんな〈モナド〉の声を……声など放つ筈はずのない破竜剣の意志を、スピノザは確かに聞いた。


　同じだ。


　スピノザは想う。


　破竜剣も魔竜も、同じ貨か幣へいの表と裏だ。人間の光と影かげを支えるために、空の上にいる何かが生み出した存在だ。


　愚おろかで、浅はかで、もろい……そんな愛すべき人間達を、彼等の心を守るために遣つかわされた者だ。


　……守る！


　絶対の意志を込めて……出来損ないの魔竜は今初めて、自らが世に生まれ出た事の意味を知った。








「エチカ！」


　レヴィンは叫さけびながら、数名の兵士を殴なぐり倒たおし、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす妹に駆かけ寄る。


「お兄ちゃん……」


　エチカは状じよう況きようも忘れてぼんやりとした表情を浮うかべていた。


「〈モナド〉が……〈モナド〉が守ってくれたの……私を……本当の持ち主でもないのに」


　エチカは剣を抱だき締しめる。


「逃にげるぞ！」


　妹を抱きかかえ、〈モナド〉をつかんでレヴィンはその場から全力で走りだした。








　突とつ然ぜんに空から降りてきた……いや、速度からすれば、落ちてきたと言った方が正しいだろう……ドラゴンの巨体は、兵士達に大混乱を引き起こした。


　いくら科学兵器は強力でも、太古の昔より人間の天敵として君くん臨りんしてきた魔ま獣じゆう王おうに対する原初的な恐きよう怖ふは、人間の心に深く根をおろしているのだ。


　普ふ段だんは意識する事はなくとも、いざ怒いかれる竜りゆうを前にして、全く平静でいられる人間はいない。


　スピノザもその事は十分に……十分すぎる程に承知していた。


　皮肉なものだ。あれ程に嫌けん悪おしていた竜としての定めがこんな場面で役に立つとは。


「命の惜おしい者は逃にげろ！」


　足の下に一台の戦車を踏ふみつけながら、スピノザは告げた。砲ほう塔とうごと押おさえつけられた戦車は、戦せん闘とう力など完全に封じられている。役立たずの鉄てつ塊かいでしかなかった。


「逃げる者は追わない！」


　戦車から兵士達が必死の形相で這はい出るのを見み届とどけると、スピノザは舞まい上がりながら火を吐はいた。


　いや、正確にいえばそれは炎ほのおと呼べる様なものではなかった。そんな生なま易やさしいものではない。超ちよう高温・超高密度の電でん離り気体……俗にプラズマと呼ばれるものである。


　あらゆるものを焼き払う、絶対の劫ごう火か。


　わずか一瞬で戦車は限界を超こえて加熱され、爆ばく裂れつした。燃料と砲ほう弾だんが火を噴ふいたのである。


　これこそが彼の本当の力であった。


　たとえアタラクシアでも、他の如い何かなる竜とても、ここまでの力はない。あらゆる意味で彼は普通の竜ではなかった。


　アタラクシアをしてかなわないと言わしめたスピノザ本来の力。彼が忌いみ嫌きらい、封ふうじ続けてきた彼本来の戦闘能力。破は壊かいの神そのものたる絶対的な力。


　最大の皮肉は、それが平和主義者に授けられた事であったろう。


　スピノザは殊こと更さらにゆっくりと次の戦車の上へと舞い降りると、砲塔をつかみ、車体から引き剝はがす。慌あわてて戦車兵達が車体から飛び降りた直後、耳みみ障ざわりな音をたてて戦車は二つに引き裂かれた。


　戦車は本来、集団戦闘向きの兵器である。装そう甲こうをまとった鈍どん重じゆうな車体は、連れん携けい行動によってその真価を発はつ揮きする。突とつ如じよとして乱らん入にゆうしてきた竜に混乱した機き甲こう師し団だんの兵器群は、本来の力を発揮できずに、次々とスピノザに破は壊かいされていった。


　もしスピノザが、いちいち兵士の脱だつ出しゆつを確認してから破壊する様な真ま似ねをしていなければ、反はん撃げきの間もなく全ぜん滅めつしていたろう。


「ひるむなっ！　撃うて！」


　イドラ大佐の号令を受けて、生き残りの戦車が砲ほう塔とうを旋せん回かいさせる。照準を付ける間も惜しむようにして戦車砲は轟ごう音おんを放った。


　突つき刺ささるようにのびる弾だん道どう。


　如何に竜とて、生物である以上はその直撃を受け無事ではいられない。いられない筈はずであった。


　しかし……


　弾道が曲がった。


　スピノザを忌き避ひするかの様に、竜の怒いかりに触ふれるのを恐おそれたかの様に、砲弾は黒こく魔ま竜りゆうの巨体から逸それて、遥はるか彼方かなたの森に着弾した。


「何だと……？」


　大佐が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


「そんな……馬ば鹿かな！」


　スピノザの力りき場ばである。


　竜の巨体を音に等しい速度で飛ひ翔しようさせ、万ばん物ぶつを滅ほろぼすプラズマすら御ぎよする力場。アタラクシアが砲弾を完全に逸らす事が出来なかったのに対し、スピノザの力は戦車砲の直撃を完全に食い止めていた。砲弾は全すべて跳はねとばされ、虚こ空くうに炸さく裂れつする。


「撃て、撃て、撃ちまくれ！」


　発はつ狂きよう寸前の形ぎよう相そうで大佐が叫さけぶ。


　砲撃がバートランドを揺ゆるがす。


「奴やつを包囲しろ！　全方位から集中砲火を浴びせてやるのだ！」


　街まち中じゆうに散っていた戦車が、集結しつつ砲塔を旋回させる。狙ねらうは黒い破は壊かい神しん。装そう甲こう車しやの重機関砲も揃そろってスピノザの巨体にその銃口を向ける。


「撃て！」


　一いつ斉せい射しや撃げき。


　膨ぼう大だいな火砲の集中砲火。地上の如何なる物質とてその圧あつ倒とう的な打撃力には崩ほう壊かいの運命を辿たどらざるを得ない。


　だが、命中せねば何の意味もない。


「くそ……」


　力場で弾道のことごとくをねじ曲げながら、スピノザは、しかし焦あせっていた。


　戦車を破壊して見せれば、怖おじ気け付いて退しりぞいてくれるのではないか……そんな期待が甘あまかった事を彼は知った。兵士達の一部は確かに腰を抜かしたり逃げ出したりしていたが、機甲部隊はまだ八割以上の戦闘力を保持している。


　このままでは、らちがあかない。


　いや、力場とて無む限げんに維い持じできるものではない。いつかは力尽きる。全方位に張っていればなおさら、消しよう耗もうは早い。


　機甲師団の火力が尽きるのが早いか、スピノザの体力が尽きるのが早いか。


　いっそ殺すか。


　心の奥底で本能が囁ささやく。


　全ぜん滅めつは難むずかしいにしても、スピノザが本気で攻撃すれば機甲師団も相当な打撃を受けるだろう。戦力の半分以上を失ってはどんな軍隊とて退たい却きやくを選せん択たくするしかあるまい。


　だが、スピノザの攻撃力はあまりに大きい。


　人間を殺さず、戦車や装甲車だけを破壊するような器用な真ま似ねは無理だろう。百歩ゆずって、兵士達はそれで自業自得としても、大きすぎる破壊力は、街の人々を巻き込んで傷つける場合もある。


　殺さない。


　それがスピノザの信念だった。


　この期ごに及およんでも頑がん固こ者ものの竜は、それを守ろうとしていたのだ。信念……いや、それよりも彼は、殺さつ戮りく者しやとしてエチカに嫌きらわれるのが怖こわかったのかもしれない。


　だが。


　破は綻たんは頭上からもたらされた。


　重量物が風を抉えぐって落下する音に頭上を降ふり仰あおぐスピノザ。戦闘飛行船から投下された大型爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたのは次の瞬しゆん間かんだった。


「…………！」


　砲ほう撃げきとは桁けたが違ちがう。


　堅けん牢ろう強固な城じよう塞さいですら一撃で粉ふん砕さいする大型兵器の破壊力は、スピノザの防ぼう御ぎよを揺さぶった。反射的にスピノザは力りき場ばを頭上に向かって強化する。


　だが……そのために絶対たるべき力場の防ぼう壁へきに、小さなほつれが生じた。


「く……」


　スピノザが呻うめく。


　ほつれ始めた力場の隙すき間まをぬって、機関砲の弾丸が食い込んだのだ。致ち命めい的な傷には程遠いものであったが、それを端たん緒しよに、力場のほつれは広がり始める。


　乱れた集中を取り戻そうとする努力は、次々と食い込む弾丸に阻はばまれて行く。今の所、何とか戦車砲の砲弾ははじき返しているが、それもそう長くは続けていられまい。


　いくら強きよう靭じん無む比ひな生命力を持つ竜でも、戦車砲の直撃を数発も受ければ、滅びざるを得まい。


　そして……


　頭上から叩たたき付けられる第二の大型爆弾。


「…………！」


　遂に弱体化した力場を突き破って、一発の砲弾がスピノザの腹部を直撃した。








「……勝ったな」


　戦闘飛行船の乗組員室から眼下の黒こく魔ま竜りゆうを見下ろしながら、彼は呟つぶやいた。


　だがその声には何の感かん慨がいもない。


　竜の乱らん入にゆう、しかもツウィングリの紅こう魔竜を遥はるかに凌しのぐ戦闘力を持った化け物の乱入は全くの予想外だったが、何とか倒す事は出来た様だ。


　本来ならば喜んでしかるべきだろう。彼の憎にくんだ英雄芝しば居いの一いち翼よくを担になうものを、目の前で殺せるのだから。


　だが……


　人を守ろうとする竜。


　永い竜と英雄の歴史の中で、初めてその定めから逃のがれたであろう竜。与あたえられた役目ではなく、己おのれの意志で自らの価値を選び、運命に逆らった者。


　それは彼自身が望んだ在あり方ではなかったか。


　彼はそれを自らの手で滅ぼそうというのだ。


「私は……」


　苦い響ひびきすら帯びた彼の声に、傍らのステュワートは痛ましそうな視線を注そそいだ。








「勝てる！」


　イドラ大佐は狂きよう喜きした。


　集中砲火は功こうを奏そうしたのだ。遂に戦車砲の一撃が黒い竜の腹から鮮せん血けつを噴ふき出させた時、彼は勝利を確信した。


　竜を殺せる！


　竜に第二、第三の砲撃が食い込むのを見て、彼は眼から血を噴ふきかねない程に興こう奮ふんしていた。


　あの怪かい物ぶつに勝てる。殺せる。勝ってあの魔ま獣じゆう王おうの頭を踏ふみにじってやる。俺おれは竜よりも強いのだ！


　竜が、ゆっくりとその巨体を横倒しにする。


　力尽きたのだろう。


　だが、まだ生きている。殺すのだ。完全に殺してこそ、勝利は美しい。


「手を緩ゆるめるな！　砲撃……」


　喜き悦えつに震ふるえる彼の命令は、予想外の方向から轟とどろいた轟ごう音おんにかき消された。


「な……？」


　戦車の一台が、砲ほう塔とうを旋せん回かいさせ、僚りよう車しやを砲撃したのである。仲間からの砲撃をまともに受けて、その戦車は爆ばく砕さいした。


「十二号車、何をしている！」


「久しぶりですね、イドラ少佐」


　通信機から応じたのは、女の声であった。


「いや、今は大佐だそうですね……階級は変わっても貴方あなたの下げ劣れつさは変わらない様ですが」


「き……貴様」


　その声には聞き覚えがあった。


「貴様は、まさか……死んだ筈はずだ！　特とく破は兵部隊〈楔くさび〉は、全員、処分……」


「詰つめと確認の甘あまさも相変わらずの様ですね……やはり貴方あなたは此こ処こまでです、将官にはなれませんよ」


「ふざけるな！」


　狼ろう狽ばいを押おし隠かくしてイドラ大佐は怒ど鳴なった。


「六号車、八号車、十七号車、目標変へん更こう、焼しよう夷い弾だん使用、十二号車を狙ねらえ！」


　戦車群が砲塔を旋せん回かいさせる。


　十二号車の応射で一台が吹き飛んだが、それだけだった。次の瞬しゆん間かんには焼夷砲弾が十二号車を炎えん上じようさせるだろう。咄とつ嗟さに戦車から飛び出したところで、爆ばく発はつ的に広がる炎ほのおは、忌いま々いましい裏切り者を逃にげる間もなく焼き払う。


「撃う……」


　地を舐なめる電光。


　十二号車を砲撃しようとしていた戦車数台が、爆発した。


「大佐っ！」


　通信機が悲鳴を上げる。


「竜が、竜がもう一匹……！」


　蒼そう穹きゆうを横切る赤しやく銅どう色の影かげ。


　部下達の絶ぜつ叫きようを聞きながら、大佐は呆ぼう然ぜんと空を見上げた。


「あれは……！」


　頭上を振ふり仰あおいだ兵士達が見たものは、次の目標に……飛行戦せん艦かんに襲おそいかかる紅魔竜の姿だった。








　……ッ！


　最も早はや、音にならない程の強きよう烈れつな咆ほう哮こうを放ちながらアタラクシアは加速する。


　戦せん闘とう飛行船は隙すき間まなくその表面を、軽合金と樹じゆ脂しを組み合わせた絶ぜつ縁えん装そう甲こうで覆おおっている。スピノザ程の力があれば別だが、生なま半はん可かな炎や雷かみなりは通用しないだろう。


　だが、飛行船故にその装甲は軽量化を余よ儀ぎなくされ、決して厚いものではない。


　更に加速するアタラクシア。


　この大空ならば加速に必要な広さがある。そして弾丸の如き速度はそれだけで十分に破は壊かい的だ。


　全力飛行の速度を載のせたアタラクシアの爪つめが飛行船の浮ふ力りよく槽そうを容易たやすく切り裂さいた。


　噴ふん出しゆつするガスのためにふらふらと揺ゆれながら沈しずんでゆく飛行船には目もくれず、アタラクシアは次の獲え物ものに向かって翔とんだ。


　重火砲が彼女を捉とらえようと火を吐はくが、あまりの速さに照準が追つい尾びし切れない。蒼そう天てんに刻さざまれる鮮あざやかな深しん紅くの残像を、虚むなしく貫つらぬくのみである。


　狭せまい渓けい谷こく内ならいざ知らず、この広大な空は竜の独どく壇だん場じようだ。空に舞まう術を得てわずかに百年足らずの人間と、三千年の昔から天を駆かけ抜ぬけてきた竜と……真まっ向こうから戦えば勝負になる筈はずもない。


「覚かく悟ごなさい」


　魔ま獣じゆう王おうの怒いかり……それは相手の死し滅めつをもってのみ鎮しずめ得る。


「人間なんてどうでもいいけどね、スピノザと、この私を傷つけた報むくいは受けて貰もらうわよ……私はスピノザの様に甘あまくはない！」








　馬鹿な！　馬鹿な！　馬鹿な！


　イドラ大佐は頭をかきむしりながら呻うめいた。


　勝っていた。勝っていた筈はずなのだ。


　まさかツウィングリ渓谷で取り逃のがした紅魔竜が出てくるとは予想外だった。対空装備に乏とぼしい今回の編成で、あの紅あかい竜を倒たおす事は出来ないだろう。その程度の判断はイドラ大佐にも出来る。


　しかも。


「大佐、指示を、大佐！」


　悲鳴じみた部下の声が乱れ飛ぶ。


　十二号車も的てき確かくな射撃で部隊の戦車を一台一台、破壊して行く。


　指し揮き系けい統とうの混乱した戦車部隊など、射しや的てきの的そのものだ。反撃どころか、同士打ちまで始める始末だった。


「俺は英雄だ……勝っていた筈なんだ……負けるはずはないんだ……！」


　大佐は血走った目で虚こ空くうを睨にらみながらつぶやき続けた。








　迫せまり来る殺さつ戮りくの紅。


　それをむしろ静かな眼で眺ながめながら彼は……マキャベラン第十六代皇こう帝てい・ルイス・フロスト・マキャベランはひっそりと笑った。


「そうか……やはり、そうなるのか」


　英雄。魔ま竜りゆう。仕組まれた物語。押おしつけられる価値観。


　それを崩くずしたかった。誰も自分の価値を認めてくれないのなら、価値観そのものを破壊してしまいたかった。世界をこの手につかんで運命という名の不平等をぶち壊してやりたかった。そのためなら何でもやると決めた。その手始めとしてデルフォイの徹底破壊を目もく論ろんだのだ。


　だが……結局、彼は竜の代役を果たしただけだ。役割が変わり舞ぶ台たいが変わろうとも……定められた秩ちつ序じよが破は綻たんしようとも、人々がそれを望む限り予定調和という名の奇き跡せきは何度でも起こる。仕組まれようと仕組まれまいと奇跡は起こるのだ。


　人は望まれ、そして自らも望んでいるのだ……善よくなろうと。


　そしてそのために奇跡は起こる。


　そのためだけに。


　分かっていた。分かっていた筈だったのだ。人生に意味はない。価値もない。当たり前だ。それは人間自身が自ら書き込める様に白紙のままなのだから。強制などない。誰かが与あたえてくれるものでもない。ただ己おのれの知恵をもって最良の選せん択たくをする様に、望まれただけだ。


「結局、私は……自ら違う道を選ぶ勇気が持てなかっただけか」


　無ぶ様ざまな話だ。


　彼は側そばに立つステュワートを振ふり返った。


「長い間、ご苦労だった」


　せめて最後まで悪役を演えんじきってやろう。


　彼は薄うすく笑いながら思う。


　望む望まぬにかかわらず、それが私自身が選び、私に残された最後にして唯ゆい一いつの意味だから。


　だがそれに他の者まで付き合わせる必要はあるまい。


「全軍に撤てつ退たい命令を……お前も急げ、今ならまだ脱だつ出しゆつできる」


「いえ」


　きっぱりとステュワートは首を振る。


「何ど処こまでもお供いたします……ルイス様」


「そうか……ミル、お前まえがいたな」


　呆ぼう然ぜんと女官長の顔を見つめ……初めて気付いた様に彼は頷うなずいた。


　視界の中で急きゆう激げきにアタラクシアの姿が大きくなってくる。もう脱出は無理だ。


「お前がいてくれたのだな……」


　そして。


　アタラクシアの渾こん身しんの一撃を正面から受けた最後の戦闘飛行船は、空中に四散した。








　全すべての戦闘飛行船を葬ほうむると、アタラクシアはそのまま身を翻ひるがえして戦場を後にした。


　戦いの趨すう勢せいは決まっていた。もう彼女の手助けは必要あるまい。


　……スピノザ。


　一いつ瞬しゆん、遥はるかな空の高みから、校庭の真ん中に倒たおれる黒魔竜を振ふり返る。


　側に寄り添そいたかった。彼のために、何かしてやりたかった。


　だが彼女が側にいたとて、消えゆく彼の命をつなぎ止める事はできない。もう何が出来るわけでもない。スピノザが命がけで守ろうとした人間達を畏い怖ふさせるだけだ。


　彼は人間を守った。


　その事に意味があるのかないのか、アタラクシアには分からない。ただ、彼は今、その事に殉じゆんじようとしている。ならば、彼は彼の守ろうとした者達に見送られるべきだろう。


　自分より、あの少女の方が相応ふさわしい。


　悔くやしいが、それが分かった。分かってしまった。


　だからこそ……身を切られる様な想いを強ごう引いんにねじ伏ふせ、アタラクシアはその場を去った。それが、アタラクシアが彼に対して出来る、唯一の事だから。


「さよなら……」


　別べつ離りの言葉は、ゆっくりと天空に溶とけた。


　竜は人間の様には泣かない。泣けない。


　魔獣は涙を流さない。


　ただ……慟どう哭こくするのみだった。








「スピノザ！」


　戦闘の終わった校庭にエチカが駆かけ出す。


　既すでに兵士達は残らず逃とう走そうしていた。戦せん闘とう飛行船の旗き艦かんが破は壊かいされる直前、撤てつ退たい命令が出た事もあるが……そもそも戦力の八割を失い、指し揮き官かんすらいなくなっては、最早戦闘など続行できる筈もない。


　放ほう棄きされた戦車と、様々な瓦が礫れき、残ざん骸がいの散乱する街まちに、少女の声が響ひびきわたった。


「スピノザ！」


　既すでに力なく横たわるだけの竜。


　その腹にはぞっとする様な傷が開いていた。人間や他の動物であればとっくに息絶えていたろう。今、まだ息をしている事そのものが奇跡に近かった。


　少女が走る。


　その時。


　放棄されていた筈はずの戦車が、突とつ如じよ、砲ほう身しんを持ち上げたのである。


「！」


　エチカ、ベアトリーテ、そして解放された街まちの人々が揃そろって息を呑のむ。


「殺すっ！　ひゃははあ！」


　イドラ大佐であった。


「殺す！　殺す！　殺す！　は、はは、殺してやるぞ、ははは、ひゃははっ！」


　既に正気ではないのは誰の目にも分かった。


　砲身がスピノザを向く。


　その前に小こ柄がらな姿が立ちはだかった。


「う……おおお」


　少女の真っ直ぐな瞳ひとみに見つめられ、狂くるった大佐は狼ろう狽ばいした。


「おおおおおお……」


　エチカは両手を広げてスピノザの前に立った。その小さな身体で、竜の巨体を守ろうとして。


　守るんだ。


　エチカは自分に言い聞かせる。


〈モナド〉が、スピノザが、お兄ちゃんが、私を守ってくれたんだ。今度は、私が守ってあげる番だ。


　ふと。


　エチカの前に人ひと影かげが出る。


「ベアトリーテ……？」


　もう一人の少女は、エチカを庇かばう様に立った。


「借りは、返す主義なの」


　自分達を庇かばって前に出たエチカ。ただ震えるだけの無力な少女達の中にあって、戦おうとしたエチカ。


　悔くやしいが、ベアトリーテにはその姿が、涙が出そうなくらいに気高く、美しく見えた。自分もああなりたい、なろうと思ったのだ。


　そして。


　少年が立つ。老婆が立つ。


　街の人々が立つ。


　一人、また一人と盾たてとなる者の数は増ふえていった。彼等も気付いていたのだ。この黒い竜が、自分達を守ってくれた事に。邪じや悪あくな筈の竜が、その身を捨ててまで自分達を救ってくれた事に。


「お……おお……おあああああああ！」


　人々の決然たる視線を浴びて、大佐は呻うめいた。ここでも彼は敗者であった。もう、彼には何の価値も、意味も残ってはいなかった。


　見るな！　その眼で俺を見るな！


　絶ぜつ叫きようと共に彼は砲ほう塔とう内に逃にげ込み、戦車砲の引き金に指をかける。


　貴様ら、みんなまとめて……


　轟ごう音おん。


　装そう甲こうの薄うすい部分を突つき破って飛び込んできた徹てつ甲こう弾だんの弾道は、大佐のこめかみを串くし刺ざしにした。


　がくん、と操そう作さ棒ぼうに倒れ込む大佐。


　彼と動きを合わせる様に、戦車の砲身も力なくうなだれ、そして永遠に沈ちん黙もくする。


〈貫つらぬくもの〉。


　長大な対戦車ライフルを降ろしながらレヴィンは大きく息を吐はいた。








「スピノザ！」


　エチカの声も既に遠い。長い首にすがって泣く少女の重みを感じながら、スピノザは退たい場じようの時が来たのを知った。


「あんたは私が倒すんだから……私が……」


　泣きじゃくる少女をスピノザは少しだけ振り向いた。


「だから……死なないで……」


「ねぇ……エチカ」


　不思議な程に静かな声だった。


「僕達は……竜も、そして破竜剣も、君達人間により善よくなってもらうための、捨て石なんだよ……今はその事を別に悲しいとは思わないけれど、これだけは覚えておいて欲しいんだ」


「スピノザ……」


「君達は、僕達全ての希望なんだよ……いつか天にもその手が届とどくかもしれない種族、神様の後こう継けい者しやになれるかもしれない種族……だから、お願いだから道を誤あやまったりしないで欲しい……馬鹿な殺しあいや、憎にくしみあいで、自じ滅めつしたりしないで欲しい……」


　ふっと……牙きばの並ぶ口を歪ゆがめてスピノザは笑った。


「憎まれるのは、僕等が全部、引き受けるからさ……」


「憎くなんかないよ！　スピノザ！　私、大好きだよ……だから……」


「だけどもし……生まれ変われるなら」


　夢ゆめ見みる様な声がつぶやく。


「今度は人間がいいな……」


　君と同じ種族がいい……力ちから一いつ杯ぱい、君の事を抱だき締しめられる様に。そんな言葉を、しかしスピノザは飲み込んだ。この勇ましくも脆もろい少女が、悲しみを引きずらない様に。早く自分の事を忘れてしまえる様に。


　ふっと……息が静かに絶える。


「スピノザ？」


　エチカが呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「スピノザ……！」


　次の瞬間、少女の号泣が校庭を満す。


　校庭に集まってきた生き残りの人々は、誰からともなく頭を垂れると、優しき竜の最さい期ごに、祈いのりの言葉を添そえた。


　こうして。


　変わり者の竜は、自分が守った人々に見守られつつ、この世界という舞台から去った。




　終章







　そして今。


　時代は流れてゆく。


　やがて竜達は滅び、英雄は忘れ去られ、魔法は科学にとって代わられる。数々の思い出もいつかは歴史となり、伝説となり、そして神話となるだろう。


　けれど……








　バートランドの街外れ。


　デルフォイの森に近い静かな広場に、一つの墓がある。


　小さな……慎つつましい墓である。その白い墓ぼ碑ひの下に、一本の剣と、そして巨大な竜の亡なき骸がらが埋まい葬そうされているとは信じがたい程に。


　だが、その墓に埃ほこりが積もる事はない。墓碑の前から花やお菓子が絶える事もない。老ろう若にやく男なん女によ、様々な街まち人びと達の手によって墓は大切に、大切に守られていた。


　そして誰よりも、一人の娘によって。


「エチカ」


　背後から掛けられた声にその娘は振り返る。


　空の青を湛たたえた瞳ひとみに、二つの人影が映っていた。いや、正確には三つか。


「兄さん、ベアトリーテ」


「何度言ったら分かるのよ」


　赤ん坊を抱く娘が、笑って言う。


　猫の様にきつい縁の瞳、派手目の衣装は相変わらずだが、彼女もライプニッツ家の一員となり、一児の母となって、それなりの優美さ、気品を備えるようになってきた。もっともそれが自然の結果ではなく、彼女なりの努力の結果なのだと、エチカは知っている。


「ベアトリーテ、じゃなくて『お姉さま』でしょ！」


「調子に乗ってんじゃないわよ」


　エチカも笑いながら言い返す。


「言っておくけど、私はまだあんたとお兄ちゃんの結婚、認めてないんだからね！」


「何とでもおっしゃい」


　ベアトリーテは自信満々で笑う。


「妹風ふ情ぜいじゃどうこうできないくらい、私と旦だん那な様は深ーい愛で結ばれて……」


「あ、ラウラ」


　新にい妻づまの言葉は、その夫の気楽な声に中断される。振り返ると、籐とうのバスケットを提さげてやってきたラウラに、レヴィンが歩み寄るところだった。


「これ、頼たのまれていたお弁当です」


「いや、済まないね、ベアトリーテの奴、エチカと同じでもう、料理が下へ手たでさ……やっぱり、食べるならラウラの手料理が一番だね」


「はあ……有り難うございます」


「出来れば、ずっと側にいて僕に美お味いしいものを食べさせて欲しいな」


　レヴィンはラウラの両手を握にぎる。彼の場合、本気か冗じよう談だんか今一つ分からないところが、恐ろしいといえば恐ろしい。


「深い愛ねえ……ふーん」


　にやにやと笑うエチカ。


「……エチカ、この子、お願い」


　エチカに赤ん坊を押し付けるようにして抱かせ、ベアトリーテはすたすたと夫に向かって歩いて行く。


「あなた……」


「ラウラ、君の微笑ほほえみは最高の調味料さ」


「あ、な、た」


「本当さ、僕は噓うそのつけない男だよ」


「あ、な、た、……」


「君のためなら僕は死ねるよ」


「……歯の浮く様な台詞せりふ、並べてんじゃないっ！」


　叫びと共に背後からレヴィンの首を絞しめるベアトリーテ。


「な、何を、する、んだ、ベア、トリー、テ」


「料理が下手で悪かったわねえっ！」


　がくがくと夫の首を絞めつつ揺ゆするベアトリーテ。少し困った様な表情を浮かべつつ、それを何故か止めないラウラ。


　はっきりいって毎度の事だ。


　とりあえず放っておく事にした。何だかんだいっても、結婚二年目、まだ恋人気分の抜けきっていない二人にとっては、ちょっとした喧けん嘩かなら十分、じゃれ合いの範囲内だろう。それに介入する程、エチカもラウラも無ぶ粋すいではない。


　苦笑混じりの溜め息を一つ。


　そして赤ん坊を抱いたまま、エチカは墓の前にしゃがみ込んだ。


「……スピノザ」


　エチカはそっと、その名を呼ぶ。


　恋人に囁ささやく様に。


「私、まだ自分の生まれてきた意味を見つけてない」


　腕の中の赤ん坊が丸い指先を伸ばしてエチカの頰に触れる。


　赤ん坊に微笑み掛けながらエチカは続けた。


「でも、いつか、きっと見つけてみせるよ」


　いつか、必ず。


　心のかけら。生きる意味。幸せ。


　誰もが捜さがし続けるもの。誰もが求め願うもの。


「それまで、見守っててね」


　貴方あなたの事は忘れないから。


　エチカは胸の内でつけ加える。




[image: ]


　絶対に忘れないから。死ぬまで、いいえ、もし互いに生まれ変わったとしても、忘れないから。出来る事ならば、永遠に。


　竜達の悲しい定めを、忘れない。そして何よりも、貴方が私にくれた優しさを。素晴らしい思い出を。貴方が教えてくれた事を。


　貴方と知り合えた事を……その事を誇りに想うから。


「さて」


　エチカは腕の中の赤ん坊に言った。


「行こうか、スピノザちゃん」


　背中越しになおも兄夫婦の言い争う声が聞こえてくる。


「この浮うわ気き者もの！」


「ああ、なんか苦しいけど、ひょっとしたら気持ちいいかもおーっ！」


「首絞められて喜んでんじゃないわよ！」


　思わずおっことしそうになった赤ん坊を慌あわてて抱き直し、エチカは溜め息をついた。


「……早く止めないと、あんたのお母さん、お父さんを半殺しにしちゃうから」


　流石さすがにそろそろ止める頃合いだろう。自分が止めに入れば、むしろ逆効果だという事がよく分かっているらしく……ラウラはちょっと心配そうな表情を浮かべてはいるが、傍ぼう観かんしているだけだ。ここはエチカの出番だろう。


　立ち上がり、エチカはレヴィン達に向かって駆かけ出す。


　ふと。


　一瞬、足を止めてエチカは墓を振り返った。


「またね」


　そして今度こそエチカはレヴィン達の元へと走っていった。


　供そなえられた花が手を振る様に、風になびく。


　ささやかな墓。


　墓ぼ標ひようには、こう刻きざまれている。


『優しき英雄、ここに眠る』と……






　あとがき







　あとがき。


　英語で書くとＡＴＯＧＡＫＩ。否いな、アフターライト？　いや、そーじゃなくて。


　後書き　手紙・文書・著書などの本文のあとに書きそえる文章（ＮＥＣ　ＭＣ─Ｋ１内蔵辞書より）。ふむふむ。


　そう……それは新人作家の前に立ちふさがり、そのアイデンティティを崩ほう壊かいに追い込まんとする壁かべ。編集部の仕し掛かけた必殺の罠わな。そして同時に越えねばならぬ試し練れん。毎年およそ五万人もの新人作家がこの難なん題だいを前にして、実存的不安に陥おちいり、ゲシュタルト崩壊の末に果ててゆくと言う。けれど若人わこうどよ、くじけてはならぬ。それを乗り越えたとき、お前はもう、昨日までのお前ではない。より大きな目標に向かって、大きな一歩を踏み出している自分に気づく筈はずだ！


…………


　違う！　ああっ、こんなもん書いた事ないのに、どうやって書けばいいんだよう。わからへんんんーっ！（爆乱）





　……と、ゆう訳わけで（どういう訳かはお互いの平和の為ために追及しない様ように）、どうも、初めましての[image: ]一郎です。第九回ファンタジア長編小説大賞準入選の拙作「ドラゴンズ・ウィル」、この度たび、刊行となりました。以後、お見知りおきを。





　思い起こせば某月某日、富士見書房のＩ氏から受賞のお知らせを頂いただいてより早はや、数か月。初めは「本当か？　本当なのか？　幻覚でも、キッシー嵐山の陰いん謀ぼうでも、ローゼンクロイツの謀略でもなくて、本当に受賞したんやな？」などと自問自答をしていたもんですが……無ぶ事じ加筆修正も終わり、本屋さんの棚たなに（あるいはあなたの家の本棚に！）並ならんでいるであろう「ドラゴンズ・ウィル」を想像すると、思わずコサックダンスを踊おどりたくなる自分が、何だか可愛かわいい今日この頃です。


　まあその間、担当編集者Ｙ氏がろくごまるに先生の担当でもあると知ってサインをねだり、ヒンシュクを買った事とか、リライトの際に参考意見を聞いた知人にボロカスにけなされた事とか（でもとても参考になった）、授賞式で審査委員の大先生方を前に、舞まい上がって無ぶ礼れいしまくった事とか（どうか平ひらに、平にお許しをッ）、まあ色々ありましたが、今となっては良い思い出です（遠い目）。多分……


　と……とにかく、その節は関係者の皆様方にはご迷惑をおかけしました。十年来の友人に「おまえはひねくれ過ぎてる」とか言われる螺旋階段のよーな性しよう根ねの[image: ]も、今は素直に感謝しております、はい。





　さて、それではジュニアアダルト系文庫のお約束、掟おきて、確定申告などと囁ささやかれる作品裏話なぞも、ちょいとさせてもらいましょう。





　この「ドラゴンズ・ウィル」、実は大きく分けて三つのバージョンがあります。皆さんのお手元にあるのはバージョン２の加筆修正版第二稿、いわばバージョン２．２。


　バージョン１は元々原稿用紙五十枚程度の短編で、これの不明な点やドラマが不十分な点等を改良し、ファンタジア長編小説大賞の応募規定に合わせたのがバージョン２という訳ですな。


　当然ながら、じゃあバージョン３って何なのよ、と問われる事でしょう。　これは実はボツバージョン。バージョン２をもっと派は手でにしてやろうと考え、設定を大幅に変え、近未来の物語となったバージョンです。色々な意味で[image: ]はこちらも気に入っているのですが、気が付いてみると某有名アニメ（有人型暴走ウルトラマンが、正体不明の生物兵器と戦うアレです）に酷こく似じした部分が多い事、破竜剣の扱あつかいが某漫画の槍に酷似していた事、などから封印処分になりました。あう。


　まあ、ひょっとしたら「ドラゴンズ・ウィル」が絶版になった頃に、素知らぬ顔して出すかも。その頃、まだ富士見書房に見捨てられてなかったら、でしょうけどね（笑）。





　この「ドラゴンズ・ウイル」、勿もち論ろん一本の作品として完結はしているのですが、実を言えば続編のネタも考えてはあります。レヴィンとベアトリーテの息子のスピノザ。彼の昔からの憧あこがれの君で、今は行方不明になってしまった冒険家・エチカ叔お母ばさんを捜さがす話。今回は表面的に「運命に抗あらがう人々」を描いていましたが、逆に「運命の妙を楽しもうとする者達」の物語にしようかと。まだ主要キャラクター四人しか決まってない段階ですし、凝こり性しような分、飽あきるのも早い[image: ]ですから、実際に書くとは限りませんけど。要するに今流行の裏設定というやつですかね（笑）。読みたい、と思った方は富士見書房にお手紙なり葉書なりをお願いしますね（もみ手×２５６）。ジャンルは節操なく書く方なんで、「[image: ]ッ、次はこんなのを書くのだッ！」てな感じのリクエストとか、感想とか、批判とかでも勿もち論ろんＯＫ。そういうのが、きっと何よりも作家を育ててくれるものだから。





　で……最後になりましたが、本作品執筆中に貴き重ちような意見を下さった大岡嬢、キッシー嵐山氏、岡北氏、白濱氏、本郷氏、雷神氏、執筆マシン環境について貴重な意見を下さった島田氏、そして私の受賞を喜んでくれたシネマフォースの面々、特に山脇氏、快く貴重な資料を貸してくれた樋口氏、富永氏、シェイプチェインジの山本嬢……あなた達と知り合えた事を、私は本当に嬉しく思います。


　そしてこの本を手にとってくださった（あるいはこの本を本棚の隅に加えて下さった！）、まだ見ぬ読者の方々。[image: ]と、あなた達との縁が、どうかこれからも続きますように。


　では、近いうちに次回作でお会いしましょう！


　約束です！







[image: ]　一郎










　　１９９７／１２／１１





　　Ｍａｃｈｉｎｅ　ＮＥＣ・ＭＣ─Ｋ１「モバイルギア」


　　ＢＧＭ「強く儚い者達」（ｂｙ　Ｃｏｃｃｏ）






　解説






富士見ファンタジア文庫編集部







　いかがだったでしょうか。　真まっ直すぐで元気な少女エチカと、変わりものの魔竜スピノザとの、心温まるファンタスティック・ストーリーを楽しんでいただけましたか？　解説から先に読む読者もいるかもしれないので、内容にはあまり触ふれませんが、エチカとスピノザの話をもっと読みたいー、という方がきっとたくさんいることでしょう。





　この『ドラゴンズ・ウィル』は、第九回ファンタジア長編小説大賞の準入選を受賞した作品です。


　今回、最終選考には六作品が残りました。いずれ劣おとらぬ好編ぞろいで、なかなか甲こう乙おつつけがたかったのですが、その中でこの作品が準入選を受賞できたのは、やはりキャラクターが魅み力りよく的てきだったからでしょう。


　主人公である少女エチカと魔竜スピノザが実に生き生きと描えがかれていて、物語の中へ容易に入っていくことができます。エチカという少女が、各おの々おのの場面でなぜ笑ったり泣いたりするのか、読者にストレートに伝わってくるはず。そういったキャラクター造りの部分で、他の作品よりも頭一つ分だけ抜けていたのだと思います。


　ファンタジー小説で、竜の出てくる話は結構あります。例たとえば、『ランドオーヴァー・シリーズ』だとか、『ザンス・シリーズ』だとか（偏かたよってますね）。わりとありがちなネタではあるわけです。


　そんなありがちな素材を使いながら、この『ドラゴンズ・ウィル』は読んでいくうちに物語へと引き込んでいく力を、最初から持っていました。つまり、キラリと光るものを持っていたのです。ただ、作品の構成にやや難があったため、惜おしくも大賞には至いたりませんでした。


　この作品を出版するにあたっての注意点は、キラリと光る部分を生かしながら、足たりないところをどうやって埋うめていくかだけでした。それは実際のところ、そんなに難むずかしいことではなかったのです。読んでいただければお解わかりのように、改稿することによって、十分満足のいくレベルになりました。


　こうして、『ドラゴンズ・ウィル』は、一つの作品となることができました。


　しかし、著者の[image: ]一郎にとって、これはほんの出発点にしかすぎません。彼は今歩き出したばかり。これから、いくつもの山や谷を越えて、道を切り開いて行くしかないのです。そんな時、前に進むエネルギーとなるのは、読者の応援です。というわけで……。


　作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、友達に勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！




ドラゴンズ・ウィル





[image: ]さかき　一いち郎ろう
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